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　夜よ闇やみに一ひと際きわ白い神しん殿でんの奥へ、女によ官かんに挟はさまれた銀ぎん髪ぱつの少女がおずおずと姿を現した。

　いつもの簡素だが上等な白い衣い装しようではなく、円周街と呼ばれる下町に住んでいる子供のように、薄うす汚よごれた粗そ末まつな格かつ好こうだ。よく見れば輝かがやくような銀の髪かみにも、茶色い何かが跳はね飛んだ泥どろのようにこびりついている。

「お帰りなさいませ、神み子こ姫ひめ様」

　彼女を出で迎むかえるのは、艶あでやかという言葉では言い尽つくせないような金きん髪ぱつの美青年だ。金のまつげに縁ふち取どられた瞳ひとみを細めて微笑ほほえむ顔はむしろ、少女が逃にげ出した四日前よりも優しい。

　だから、まともに彼の顔を見られない。うつむく少女の側に青年はゆっくりと近づき、女官たちはそれを合図に退出する。

「ご、ごめんなさい、サーナキア……」

　二人きりの部屋に降り積もる沈ちん黙もくに耐たえかねて、少女はこわごわと謝った。

「いいえ、あなたは戻もどると信じていました。お母様のところからわたくしの元へ、そしてただのブランシェから神子姫へ」

　お母様、という言葉にブランシェがぴくりと肩かたを揺ゆらす。

「……お母さん……私のことを、『ばけもの』だって」

　静かな部屋の中でなければ聞こえないような声で、彼女はそう言った。

「『ばけもの』と言われて、悲しかったですか？」

「……ええ。とても」

　十歳という年齢よりは大人おとなびた口く調ちようでブランシェが答えると、サーナキアはその様子をじっと観察しながら問いを重ねる。

「怒おこったり、泣いたりしなかったのですか？」

「いいえ、しなかった。だって私を産んで育ててくれた、大切なお母さんに、そんなことをするのは悪い子よね？」

「……ええ、本当に、恩知らずの悪い子ですね。育て親にも等しいわたくしを捨てて、逃げ出すなんて……！」

　美び麗れいな瞳が潤うるむ。冷たい雫しずくが頰ほおに落ちてきたので、ブランシェは慌あわててサーナキアの手をぎゅっと握にぎった。

「ご、ごめんなさい、サーナキア、私が悪かったわ、泣かないで!!」

「では、これ以上わたくしを泣かせないためには……どうすればいいか、分かりますね？」

　きらきら輝く水すい滴てきを眼めの端はしに留とどめたままサーナキアが尋たずねると、ブランシェは幼おさない顔を凜りんと引き締しめた。

「ごめんなさい、サーナキア。もう私、神殿から、神子姫から、逃げない」

　そして、少しだけ声の調子を落として続ける。

「お母さんには……私が神子姫として活かつ躍やくして、弟たちを養うお金を差し上げることで、恩返しするわ」

「その意気です。さすが、わたくしが見込んだ神子姫様。お母様の不見識は残念ですが、悲しいことを乗り越えて、またひとつ成長されましたね……」

　きれいさっぱり涙も飛んだ笑顔で持ち上げたサーナキアは、ブランシェの小さな手を取って促うながす。

「さあ、湯ゆ浴あみの用意をさせましょう。御お髪ぐしに残った染そめ粉こをきれいにしてしまわないと。能力はとにかく、あなたが初代神子姫様に匹ひつ敵てきするのはその髪の輝きだけなのですからね」

「……そうね。褒ほめてくれて、ありがとう……」

　長く美しい指をぎゅっと握り返して、つぶやいた。

「悲しかったけど、大丈夫。私には、サーナキアがいればいいの」

　いつものように、優しく髪を撫なでられるものと思っていた。しかし、

「あなたはいつまで、わたくしだけを必要として下さるでしょうね」

「……サーナキア？」

　突き放すような、すがるような、どちらともつかない声に驚おどろいて彼を振り仰あおいだ瞬しゆん間かん、慣れ親しんだ指先がさらりと髪を梳すいてくれる。

「お気になさらず。人間の女の子の成長は、残ざん酷こくなほどに早いという話ですよ。さあ、こちらへ……」

「……うん！」

　髪を滑すべる指の心地ここちよさが、小さな疑問など飲み込んでしまう。うっとりしているブランシェを連れて、サーナキアは何食わぬ顔で湯ゆ殿どのに向かって歩いていった。
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　冬の気配を含ふくみ始めた秋晴れが、神聖帝国オリオロンの中心である白い神み子こ神しん殿でんを輝かがやかせている。

　神殿の正面、大階段の上に背筋を伸ばして立つ簡素な白い装しよう束ぞくの少女。人類の敵である「魔族」を検知する「天てん眼がん」の神み子こ姫ひめ・ブランシェの見事な銀ぎん髪ぱつも、一ひと際きわ鮮あざやかに輝いていた。

「確かに王家は、騎き士し団だんは、赦ゆるされざる罪を犯おかしてきました。ですが皆みな様さま、もう心配することはありません」

　階下の広間に詰つめかけた無数の民衆の顔をひとりひとり眺ながめるような気持ちで、心を込めて彼女は訴うつたえる。美び貌ぼうの教育係から教えられたとおりに、胸に刺ささる罪悪感の棘とげを押し隠かくして。

「生まれ変わった聖せい界かい騎士団と共に、神子姫である私が、今まで以上にこの帝国をお守りすることを誓ちかいます」

　噓うそは言っていない。ただ、全てを明かしてはいないだけ。そしてそれは、今宣言したとおり、神子姫として帝国を守護するためだ。

　彼女の小さな背中を支えるように、その後ろに立ち並んでいた五人の男のうちのひとりが前に進み出た。

　少し長めの黒くろ髪かみはきれいにオールバックにし、きっちり着込んだ制服の胸元にはその功績を示す無数の勲くん章しよう。日焼けした精せい悍かんな顔立ちにはブランシェと同じ罪悪感の棘を封ふうじ込めて、腰こしに差していた銀剣を抜ぬき放ち、よく通る声で宣言する。

「我々聖界騎士団も、この国の剣となり『魔族』と戦い、盾たてとなって民を守ることを改めて誓う」

　神子姫が検知した「魔族」討とう伐ばつの任を負おう聖界騎士団。その中で最も若い司令官であり、この夏帝国全土を震しん撼かんさせた王家と騎士団の醜しゆう聞ぶんの犠ぎ牲せい者しやでもある「救国の英えい雄ゆう」。久しぶりに人々の前に姿を現したレイヴン・グレイドルが、他の四人を代表してそう宣言した。

　同時に司令官全員が抜ばつ剣けんしたのに合わせ、ブランシェも深々と頭を下げる。

「どうか、これからも私たちを信じ、皆様の力をお貸し下さい!!」

　伝達術によって増ぞう幅ふくされた彼女の声は、その熱意も含めて全て伝わったようである。これまでと何も変わらない、いやそれ以上に高こう揚ようした民衆の歓かん声せいが大波のように押し寄せてきた。

「ブランシェ様！」

「神子姫様万ばん歳ざい!!」

「あの時の回し蹴げり最高でした!!」

「騎士団もぐっと若返って、活気が増したな！　老ろう害がいじじいどもがいなくなって、いい気味だ!!」

　どさくさに紛まぎれて何やら気まずい叫さけびまで聞こえてきたが、まだ穏おん当とうな反応だろう。事前に入念な下準備をしていたとはいえ、あの醜聞以来初めてレイヴンが人前に顔を出したのだ。反応が読めず、どうなることかと危き惧ぐしていたのだが、なんとか無事に終わりそうだ。

「て、帝王代理補佐として、僕、いえ小官、ではない私も、粉ふん骨こつ砕さい身しん……！」

　先に盛もり上がられてしまったので、最後に挨あい拶さつをするはずだった亜あ麻ま色いろの髪の若者が置いてきぼりになったこと以外、聖界騎士団再決起式は予定どおり、昼過ぎに終了した。







　警備を務つとめていた騎士団の指示を受けながら、熱ねつ狂きよう醒さめやらぬ顔をした民衆が解散していく。騎士団自体も普段から警備のために常じよう駐ちゆうしている者以外は去り、神子神殿にいつもの静せい寂じやくが訪れる。

　立ち並ぶ列れつ柱ちゆうの陰かげからそれを眺めていたブランシェの足元に、亜麻色の髪の若者がへなへなと崩くずれ落ちた。

「……無事に、お、終わった……」

　トーマ・リンドゥ・オリオロン。父である帝王に続き、代理を務めていた兄ギルディアスまで「病やまいに臥ふせった」ため、今やこの帝国を背負う存在である。

　ただし半年前まで兄のやり方に反発し、王子の地位を捨てていたので、規き模ぼの大きい式典を切り盛りするにはまだまだ経験が足りない。事前準備はとにかく当日はギルディアスのようにはいかず、場を取り仕切ったのは結局騎士団とブランシェだ。

「おいおい、だらしねえな、トーマ」

　右手で元副官の腕うでを摑つかんで軽々と立たせてやりながら、レイヴンが左手で前髪をぐしゃぐしゃと崩し、窮きゆう屈くつな襟えり元もとを寛くつろげる。以前行われた勲章授じゆ与よ式しきの時のように勲章をばらまいたりはしないものの、形式張った格かつ好こうは相変わらず苦手なままらしい。

「姫さんを見習えよ、立派なもんだ。あの大観衆を前に、あれだけ堂々と振る舞えるんだからな」

「ありがとうございます。でも、私も慣れているだけですから……それに今日は、私も足が震ふるえていましたし……」

　実際思い返すと、トーマのようにへたり込みそうになってしまうのだ。過ぎ去りし夏、「天眼」の不調を必死に押し隠しているのもつらかったが、今後抱かかえなければならない噓のことを考えると全身が強こわ張ばってしまう。

「神子姫様……」

　トーマまで引きずられて暗い顔になりかけたところで、レイヴンがぽんと軽くブランシェの右みぎ肩かたを叩たたく。

「震えてるぐらいでちょうどいいさ。おかげ様で、この間みたいに蹴飛ばされなくて済んだ」

「そ、そのようなことはもういたしません！　本日のグレイドル様は、非の打ち所がない見事な英雄でしたもの!!」

　よく言えば生き真ま面じ目め、悪く言えば冗じよう談だんが通じない性格のブランシェは、むきになって力説する。

「確かに勲章授与式の際のグレイドル様は、紳しん士し的てきとは言いがたかったかもしれません。ですがあの時いただいた指し摘てき自体は騎士として、英雄として、極ごく々ごく真っ当なものでした！　やはりあなたは正直で誠実な、すばらしい騎士です!!」

「……あ、ああ、まあな。あと姫さん、ちょっと距きよ離りが近」

　冗談を褒ほめ言葉で返された挙あげ句く、勢いよく詰め寄られたレイヴンの口の中で、式典中は隠されていた鋭するどい牙きばが躍おどる。左に逃にげようとした彼だが、瞳ひとみを潤うるませたトーマに逃げ道を塞ふさがれた。

「レイの兄貴、小官も先日は、本当にすいませんでした……！　兄貴に何十回も斬きりつけた挙げ句、腹に剣を刺すなど……!!」

「うるせえトーマ、その呼び方やめろって言ってるだろ!?　大体もう終わったことだ、俺がいつまでもぐだぐだ引きずるような、器うつわの小さい男だと思ってるのか!?」

　左のトーマに叫び返している間に、右でブランシェが下から上へと拳こぶしを突き上げる真ま似ねをする。

「それに、私ももっと他の対処方法を採るべきでした!!　民に見えない角度から肝かん臓ぞうを打ち上げ、突然ご気分が悪くなった風を装よそおえば、穏おん便びんに事を収めることができたと反省しております!!」

「やけに具体的だな!?」

「とんでもない、兄貴はこの神殿よりも、いえ帝国全土を包む男おとこ気ぎの持ち主ぬしです!!」

「俺に期待しすぎだ!!」

　左右に首を振り振り、律りち儀ぎに突っ込んでいたレイヴンがはっとしたように動きを止めた。同時にブランシェの左肩に、彼のものでもトーマのものでもない男の手がぽんと置かれる。

「……!!」

　見知らぬ異性の感かん触しよくが、脳のう裏りに美しい像を結んだ。形良い唇くちびるから流れ出る言葉が命じるまま、右足を振り上げようとしたところ、別の男の声が彼女の動きを封じた。




「ブランシェ、やめろ！」




　心臓を縛しばる力を持つ声に一いつ瞬しゆんで支配され、身動きできなくなる。ほぼ時を同じくして、肩に乗った手の感触が消えた。

「いてててて」

　知らない声がしたほうを振り仰あおげば、レイヴンが聖界騎士団の制服を着た男の右手を摑んでねじり上げている。

「おい、なんのつもりだ。もう式典は終わった、神子神殿に無許可の男は立ち入り禁止だぜ。特にあんたみたいな、ちゃらちゃらしたおっさんが気安く姫さんに近づくんじゃねえ」

　彼の顔を見た瞬間凍こおりついたトーマの表情を一いち瞥べつしてから、レイヴンは低い声ですごんだ。

「おっ、さすが教育係サマっぽい台詞せりふだな、レイヴン」

　おどける男は、レイヴンより一回りほど年上だろう。手入れされた髪や整えられたあごひげと同じダークブラウンの瞳に、にやついた笑えみが浮かんでいる。同世代のギルディアスの優美さよりはもう少し世せ俗ぞく的てきな遊び人、伊だ達て男おとこといった風ふ情ぜいだ。

「……うるせえな、もっと怖い教育係その一がいるんだよ、こっちには。あんたを近づけたことがばれたら、どんな目に遭あわされるか分からないもんでね」

　現在のレイヴンは聖界騎士団の司令官ではあるのだが、夏の事件以来神殿で長期療りよう養よう中、ということになっている。その間何もしないでいる訳にもいかないので、事件の際に共きよう闘とうした神子姫の騎士兼けん教育係その二を務めているのだ。

　ただし、長期療養していること以外は広く公開している情報ではない。襟章などからしてもかなり地位の高い方、とブランシェが見当をつけていると、

「そりゃそうと、近くで見るとますます可か愛わいいブランシェちゃんにちゃんと紹しよう介かいしてくれよ。今後はブランシェちゃんも、俺たち騎士団と積極的に交流していく方針なんだろ？」

「ちょっと待て、何がブランシェちゃんだ！」

　馴なれ馴なれしい、と怒おこるレイヴンの指の跡あとが残る手首を振りながら、あごひげの男は「さっきお前だって呼び捨てにしたじゃねえか」と悪びれない。

　一瞬息を吞のんだブランシェは、慌あわてて言い訳しようとした。

「私ごときを過分に褒めて下さるのは大変ありがたいのですが、グ、グレイドル様はいいのです。だって、その……この方は私の大切なもが」

　ブランシェの口を手で覆おおったレイヴンは、あごひげの男を睨にらみながら説明する。

「ダンティス・セイブル。どさくさに紛れてアルベート司令官の副官になりやがった、ちゃらちゃらしたおっさん。これだけ覚えとけば十分だ、姫さん」

　暗に余計なことを言うな、との睨みを利きかされてから解放されたブランシェは、慌ててダンティスに頭を下げる。

「は、初めまして。申し訳ありません、司令官の皆様には一度ご挨拶したのですが、副官の皆様はまだお顔とお名前が一いつ致ちせず……！」

「いえいえ、お気になさらず、神子姫様が箱入りなんて当たり前でしょう？　それに俺も正直、ここまで出世する気はなかったんでね。暇ひまな地域に派は遣けんされた部隊の将校あたりが一番旨うまみがあったのに、うるさいじじいどもがいなくなって席が空あいちまったようで」

「え？」

　ある意味レイヴンよりも正直な言葉に、どう反応していいか分からない。戸と惑まどうブランシェの横で、不意にトーマが口を開いた。

「──自己紹介はお済みのようですね、セイブル閣かつ下か」

　再決起式の際とはまた違ちがう緊きん張ちようが、その声には色いろ濃こい。

「それでしたら、どうぞお帰り下さい。レイの兄、いや、グレイドルが言ったとおり、ここは関係者以外立ち入り禁止です。大方警備兵を煙けむに巻まいて通過してきたのでしょうが、叱しつ責せきを受けるのは彼らなのですから、自じ重ちようして下さい」

「はっはっ、がんばっていますが、俺に敬語を使ってる時点でもうだめですな、殿でん下か」

　トーマの虚きよ勢せいを、ダンティスは平然と笑い飛ばす。

「そういやご挨拶が遅おくれましたね。殿下が正統な地位に返り咲かれたとのことで、元上官といたしましても嬉うれしい限り。どうせなら今後の一層のお引き立てを、願ってやみませんよ」

「あ、あなたの出世は、正当な評価によるものです。別に小官が何かした訳では……！」

　どうやらダンティスは、トーマが「王子様」として煙たがられていた士官時代の上官のひとりらしい。特別扱あつかいを嫌いやがり、かといって主に味覚的に庶しよ民みんになれなかったトーマは非常に厄やつ介かいな部下だったそうだが、ダンティスに対してはむしろ彼のほうが敬遠しているようである。

　もしかするとトーマは、ひげが立派な年上の男性に苦手意識があるのだろうか。ギルディアスの口ひげを思い出し、次いでなぜかレイヴンが欲しがったので渡した「魔ま除よけ」についてブランシェが思いを馳はせていると、

「それはそうと、トーマ殿下。ギルディアス殿下はとにかく、ルーベラン殿下まで体調を崩されるとはね。帝王陛へい下かはもう何年も臥せったままですし、大変失礼ですが、王家の方々はおかしな流行はやり病やまいなどに罹り患かんしていらっしゃる訳ではないですよね？」

　飄ひよう々ひようと軽い口く調ちようのまま、いきなりダンティスが際どい話を始めた。兄と弟の名を聞いたトーマの肩に力が入り、レイヴンも一瞬黙だまる。

　ブランシェも怯ひるみを感じたものの、話が大きくなった瞬間、意識が切り替わったのを感じた。箱入りの自覚はあるが、「神子姫」として取るべき態度は叩き込まれている。

「……セイブル様。不安を感じられるのはもっともですが、そのようなことを他の方々に話さないで下さいね。ただでさえ、騎士団の大規模な再編で帝国全土が揺ゆれているのですから」

「おっと、さすが神子姫サマ、真面目だ」

　かすかに瞳を細め、ダンティスが下へ手たくそな口笛を吹く。その表情は勲章授与式の際のレイヴンを思わせた。

　もっともダンティスの口調はレイヴンよりはるかに軽く、怒っているというより面おも白しろがっているようだ。ここは神子姫としてではなく、「普通の女の子」としての必殺技でうまくごまかすべきなのだろうか。

「『噓泣き』と『可愛いおねだり』、どっちを選ぶべきかしら、サーナキア……？」

　脳のう内ない教育係にお伺うかがいを立てた時だった。

「おお、さすがわたくしがお育てした神子姫様。美しさはまだまだですが、初対面の人間にもきちんとした説教ができるなど、着実に成長されておりますね!!」

　黄金の滝たきのような見事な金きん髪ぱつをなびかせて、颯さつ爽そうとやって来たのはブランシェの教育係その一であるサーナキアだ。神子姫と似たような簡素な白い衣い装しようを着ているのに、彼の場合は逆に目立って見えるから不思議である。

「セイブル殿とおっしゃるのですね、あなたもお人が悪い……あのような醜聞を引き起こした後、のこのこと表舞台に顔を出せば、非難で蜂はちの巣すになるのは眼めに見えております。司令官たちと違って、王族は首をすげ替えるのも難しいですからね」

　にこにこと柔にゆう和わな笑みを浮かべたまま、サーナキアは毒を放った。

「だから当面の間、民衆人気の高い神子姫様と、『堕おちた英雄』から『救国の英雄』へと返り咲いたそこの色黒を矢や面おもてに立たせておこうという訳ですよ」

「俺を盾かなにかと勘かん違ちがいしてないか？」

　聞き流せない、とレイヴンが冷ひややかな声を出すが、ダンティスはあごひげを撫なでながらしきりにサーナキアを眺めている。

「ああ、あんたが例の麗うるわしき教育係か。なるほど、ほとぼりが冷さめるまで『病気療養』、よくある話ではある。ところでレイヴンの奴やつ、しばらく神殿に引きこもってるくせに色味が変わらねえところを見ると、ありゃ地黒なんだな。まさか美白効果を期待して外に出ないのか？」

「んな訳あるか!!」

　力一杯吐はき捨てたレイヴンが、もう一度ダンティスの手首を摑んだ。

「ほら、姫さんにも紹介してやったんだから気が済んだだろうが。さっさと帰れ」

「いてて、分かった、分かったって」

　大おお袈げ裟さに痛がりながら、ダンティスがじろじろとレイヴンを見つめる。

「しかしお前、肌はだの色は変わらないが、ずいぶん雰ふん囲い気きが変わったよな。今も療養中って聞いた割には、元気そうだ。殿下たちと違って、お前は見事に『救国の英雄』に返り咲いたんだから、『病気療養』は必要ないんじゃないのか？」

　はっとしたように、レイヴンが彼の手を放す。ダンティスの肌も若じやつ干かん日焼けしているが、手首には先ほどの分も含め、レイヴンの指の跡がくっきり刻まれていた。

「……確かに、体はもう、元気なんだけどな」

　探さぐるような視線を避さけて、レイヴンは瞳を伏ふせる。瞳の色を、彼に見せないように。

「……ああ、なるほど」

　どうやらダンティスも、都つ合ごう良く解かい釈しやくしてくれたらしい。彼も騎士団の上層部に身を置いているのだから、一連の事件の内うち幕まくは一通り知っている。

「いろいろ大変だったが、お前の部下やハーテルの嫌けん疑ぎが晴らせてよかったな。おかげであいつも、今や『悲劇の英雄』だ」

「……まあな」

　クリスティアン・ハーテル。レイヴンの親友にして元副官の名前を聞くと、レイヴンばかりかブランシェもトーマも表情が暗くなる。全く変わらないのはサーナキアだけだ。

「それに、あれだな。こんなかわいこちゃんとの同居生活をちょっとでも長引かせたいと願うのが、男ってもんだ」

「──はぁ？」

　突然風向きが変わった。レイヴンが眼を剝むき、ブランシェも大きくうなずいた。

「ええ、そうですよね、だってサーナキアは世界一美しいですもの!!」

　今度はダンティスが眼を見開き、それから心底嬉しそうにばんばんレイヴンの背中を叩く。

「はっはっ、こりゃ身分違い以前に前途多難そうだな！　若者の苦労はおっさんの格好の酒の肴さかなだ、今度飲みに行こうぜ、お前かトーマ殿下のおごりで!!」

「……ああ、トーマが食える飯屋に行こうぜ、全部おっさんのおごりでな!!」

　言い返したレイヴンに舌を出すと、ダンティスは去っていってしまった。







　ダンティスの姿が完全に見えなくなってから、ブランシェはおずおずとレイヴンに尋たずねた。

「……あの方は……『魔族』の件については、何もご存じないのですよね？」

「……そのはず、なんだけどな」

　内心、かなり緊張していたのだろう。周囲に誰だれもいなくなったことを確かめるレイヴンの眼は、本来の緑の中にちらちらと赤が浮かんでいる。

　──この夏の騒そう動どうは、「救国の英雄」として誉ほまれ高かったレイヴンが突然謀む反ほんを起こし、「魔族」吸きゆう血けつ鬼きだった正体を暴かれて処刑されたという騒さわぎに端たんを発している。

　だが実際の彼は自分を処刑されたことにして身を隠し、陰ながら騎士団内にはびこる悪徳を追放するために奔ほん走そうしていた。その際に負傷したため、現在は神子神殿に厄介になりながら、神子姫の騎士兼教育係として前線に復帰するための準備をしている。

　そういう美談で、大方の人間は納なつ得とくしていた。当然レイヴンは吸血鬼などではなく、血筋や縁えん故こによる見えない境界や賄わい賂ろが横行する騎士団を変えようとしたがために、不当に貶おとしめられたのだと気の毒がられている。

　確かに、夏までのレイヴンは吸血鬼ではなかった。

　正確に言えば、騒動の際に吸血鬼にされてしまったのだ。

　人々を化け物から守る。その大たい義ぎ名めい分ぶんを、それに基もとづく権力を失いたくないために、オリオロンは本物の化け物を駆く逐ちくした後は、国策として「魔族」を作り続けていた。王家と騎士団への反抗的な態度を改めなかったレイヴンは、そのために「魔族」吸血鬼へと作り替えられ、始末されかけていたのである。

　なのに知識を持たないはずのダンティスが、何かに勘かんづいた素そ振ぶりを見せた。

「『染せん心しん』に気付かれたのでしょうか……」

「いや……たぶん大丈夫だ。ちゃんと的まとは絞しぼったし、声で『染心』を使う吸血鬼は珍めずらしいからな」

「染心」とは、吸血鬼が獲え物ものを操あやつる能力のことだ。主に視線を媒ばい介かいする場合が多いが、レイヴンは声を媒介にしているので、範はん囲いが広い分余計な相手まで操ってしまうことがある。

「あの、でも、ごめんな。その……呼び捨て」

「えっ……、あ、え、ええ、お気になさらず。対象を絞るためですものね、存じております」

　やや早口になってしまう自分が不思議だが、ダンティスの反応はそれ以上に不思議だ。

「天眼」を開くまでには至らずとも、普段から展開している微び弱じやくな検けん知ち網もうに引っかからないのだから、彼は「魔族」ではない。

　しかし人型の「魔族」と人間の区別は、一般人には付かないはずだ。だからこそ、神子姫は尊重されているのである。

「まさか、あの方……神子姫」

「絶対違うやめてくれ俺の中の神子姫像が崩れる!!　第一あのおっさんは、銀髪じゃねえだろ!?」

　突然大慌てでわめきだしたレイヴンを、サーナキアがからかうように見つめた。

「おや、それほどまでにあなたの中で、神子姫の印象はよかったのですか？　初対面の時は、『あんたはただの、抱だき締めたいぐらいきれいで可愛くていい匂においがするお人形さんに過ぎない』なんて、本当の美を知らない田舎いなか者ものらしいことをおっしゃいましたのに」

　長い金のまつげに抱かれた紅こう玉ぎよくのような、長くブランシェにも認識できなかった紅あかい瞳はレイヴンが「魔族」としての力を発はつ揮きする時と同じく、明らかに人外のもの。

　ただしサーナキアは人間によって生み出された「魔族」ではなく、「魔族」のもととなった「神しん魔ま」だ。存在自体が一種の災さい厄やくであり、レイヴンに瞳の色や牙を隠す幻げん術じゆつや、吸血の代わりに大地の精を吸収する方法を教えているのも彼である。もっとも元々術が不ふ得え手てなレイヴンは幻術も不安定であるため、人目を避けて神殿に身を隠しているのだが。

「声真似した挙げ句捏ねつ造ぞうするな!!　……ま、まあ……以前よりは、な」

「本当ですか、よかったです！」

「天眼」の混乱、……クリスティアン・ハーテルのこと。いろいろな原因が重なって、レイヴンによく思われていない自覚があるブランシェは、ほっと胸を撫で下ろした。

　嬉しそうな笑顔、揺れる銀の髪、その下に覗のぞく抜けるように白いうなじ。わずかに息を吞んだレイヴンは、さっと話題を変える。

「ところで、例の話を知っている連中は、騎士団の上層部からは外はずしたんだよな、トーマ……トーマ？」

　例の話というのはもちろん、王家と騎士団が「魔族」作成において共きよう謀ぼうしていた件だ。しかしそのような重要事項について、しかも敬愛する上官から話を振られたというのに、トーマは眉み間けんにしわを寄せて何かを考え込んでいる。

「おい、どうした」

「……あっ」

　吸血鬼になったことで、とんでもない怪かい力りきを誇ほこるようになったレイヴンである。先ほどのダンティスの一例もあり、慎しん重ちように絞った力で軽く肩を突くと、トーマはびくりと身じろいだ。

「いえ、あ、そ、そうなんですが、その……実は、特別顧こ問もん職しよくというのを作らざるを得なくて」

「……ああ？」

「ま、前の司令官の一部が、そちらに……ですが、あのっ、安心して下さい、あくまでただの顧問です!!」

「おい冗談じゃねえぞ、何のための組そ織しき再さい編へんだ!!　今度新しい組織図を持ってこい!!」

　血相を変えるレイヴンを、まあまあ、とサーナキアがなだめた。

「騎士団にはびこる権力一いつ掃そうが難しいのは、その権力につぶされかけた英雄殿どのもお分かりでしょう？　ひとつ大きな式典も終わったのですから、まずはゆっくりなさってはいかがですか。トーマ殿下がお食事を用意して下さっているのですよね？」

　助け船を出され、トーマが感謝を込めてサーナキアを見つめる。

「ありがとうございます、サーナキア大先生……」

「おい、待てトーマ、今そいつをなんて呼んだ？」

　これも聞き逃のがせない、と眉まゆ根ねを寄せたレイヴンを無視して、サーナキアはさらりと彼にも「食事」を促うながす。

「英雄殿も、お疲つかれでしょう？　その辺で大地の精気でも吸収してくればいかがですか。食事代がかからないところだけは、いい居い候そうろうですよねえ」

「薄うす々うす分かってたが、最近本当に俺の扱いがひどくないか!?　この間も耐たい久きゆう訓練だなんだと抜かして、散々痛めつけてくれたよな!?」

　吸血鬼化したことにより、レイヴンの味覚は極端に変化した。普通の食べ物はほとんど味が分からなくなっており、美味だと感じるのは清らかな男女の血だけだ。だから食事に誘さそわれないのは分かるとして、言い方があるだろうと彼は憤ふん慨がいしている。

「ったく……最近てめえは、頻ひん繁ぱんに神子姫候補育成だとか言って出かけてるじゃねえか。あんまり俺を挑ちよう発はつすると、留る守すの間に大事な神子姫サマに何かあっても知らねえぜ？」

　神子姫候補育成。

　その単語が不意に胸に刺さり、強張ったブランシェの横顔をサーナキアが一瞥した。

「おや、ではお詫わびに、神子姫様の血を吸わせてあげましょうか？」

　白しら魚うおのような指先が首筋に触ふれた。銀の髪が背に滑すべり、うなじに外気が直接当たる。

　レイヴンの喉のど仏ぼとけがはっきり上下した。瞳が、強い赤に光る。

「……冗談に決まってるだろ。だから蹴飛ばすのも肝臓打ちも勘かん弁べんしてくれ、姫さん。トーマ、お前も余計なことをするな」

　利きき足に力を込めながら拳を握にぎり締めたブランシェ、そして己おのれの詰め襟を寛げようとしていたトーマを制したレイヴンの顔は、この上なく苦い。トーマは彼が唯ゆい一いつ吸血したことがある人間であり、そのことをずっと後こう悔かいしているのはブランシェも知っている。

　彼のような人に、これ以上つらい思いをさせたくない。自分は人々を守るために存在しているのだから。

「分かっております。私は、グレイドル様のことを信じておりますし、あなたが誓いを守れるように最大限努力いたします!!」

　万一ブランシェの血を吸うようなことがあれば、誰よりもまずレイヴン自身が、己の裏切りに傷つくだろう。またしても大階段から蹴り落とすようなことになっても、絶対にそれだけは阻そ止ししてみせる。

「……ありがてえ話だが、あんまり無理するなよ、姫さん」

　いろいろな意味で複雑そうにつぶやいたレイヴンが、サーナキアの手をべしっと払って彼女の髪を元に戻もどす。はらりと肩に落ちたその髪を、浅黒い指が丁てい寧ねいに直してくれた。

「だが、前にも言っただろ。俺はあんたの騎士なんだ。この先たとえ何があろうが、あんたの血だけは絶対に吸わねえ。……それは俺が、本当に人間を辞やめる時だ」

　意外に器用な指先に触れられているのは、髪だけ。レイヴンは慎重に肌に触れるのを避けているようなのに、なぜか首筋がざわざわする。そこだけ血の流れが速くなったようだ。
















「あ、あの……今、私の血を吸われました？」

「なんでだ!?」

　誓い直した側から誓せい約やくを破ったのかと疑われ、眼を剝くレイヴンにブランシェは慌てた。

「いえ、吸血鬼に血を吸われると、なんだかどきどきするとサーナキアが……」

　最後まで言い終わる前に、そのサーナキアが今度はレイヴンの手をべしっと払う。

「いてっ!!　何しやがんだ、てめえ!!」

「それはこちらの台詞ですよ、神子姫様の血を吸わないならさっさと行きなさい。それともちろん、この方の血を云うん々ぬんというのは冗談ですからね？　わたくしもあなたの誓いを信じておりますよ、英雄殿」

「……そいつはどうも!!」

　肩を怒いからせたレイヴンが、大おお股またに歩き出す。

　帝国の首都であるラーラベル、その中心部に位置する神子神殿はかつてレイヴンをも復活させたほどの大地の精気が満ちているが、彼にとって最もそれを吸収しやすいのは神殿正面の広場なのだ。人目がある上、吸血鬼が苦手とする太陽が輝くこの時間におおっぴらに出て行くのはまずいので、大階段の上あたりで精気を集めるつもりなのだろう。

「さて、わたくしたちも行きましょう、神子姫様、殿下」

　ほんのり熱を帯おびた首筋に手を当てていたブランシェは、サーナキアに軽く肩を抱かれる感かん触しよくにより現実に引き戻された。急いでうなずく彼女の耳元に、奇き妙みような質問が吹き込まれる。

「ところで、神子姫様。神子姫様は先ほど二人の男性に、肩に手を置かれました。セイブル閣下はためらいなく蹴飛ばそうとしましたが、どうして英雄殿のことはそうしなかったのですか？」

「え？」

　そういえば、そうだ。あまりにも自然だったので、指摘されるまで自覚していなかった。

「それは……きっと」

　首筋から髪へ、まだレイヴンのぬくもりが残っているような部位へと指を滑らせながら、ブランシェは考え考え答えた。

「きっと、回し蹴りではなく、肝臓打ちを想定してたくさん練習したからだと思うわ」

「さすがわたくしのお育てした神子姫様、勉強熱心ですね。さあ、トーマ殿下、あなたも」

　妙みように機き嫌げん良く笑ったサーナキアに言われ、トーマも「お任まかせ下さい、小官が信頼している料理人に食事の内容は任せておりますので！」と胸を張る。瞳にはまだ薄い懸け念ねんが残っているが、それを振り払うように駆かけ出していってしまった。

　ブランシェもなんとなくトーマの様子が気になったが、今はなぜか、いったん答えを出したはずのサーナキアの問いが頭に引っかかっていた。

　回し蹴りもだが、実際は肝臓打ちも出そうと思わなかった。勲章授与式の際、レイヴンに口づけを迫せまられた時は、人目を気にする暇もなく蹴り飛ばしてしまったのに。

　口づけ。

「おや、どうしました神子姫様？　顔が赤いですが」

「あ……ううん、ごめんなさい。さっきの質問から、前にグレイドル様に口づけされたことを思い出してしまっサーナキア!?」

「なんですか？」

「なんで急に、柱に回し蹴りしたの!?」

　ものも言わずにサーナキアが放った一いち撃げきにより、、神殿を支える列柱の側面に無む惨ざんなひびが刻み込まれてしまっている。

「ああ、これはもちろん、あなたに教えるためですよ。わたくしのように性を超ちよう越えつした存在ならとにかく、異性との接せつ触しよくを禁じられている神子姫にみだりに手を出すような輩やからには、この程度の仕置きが必要であると。……しかしいつ、そのようなことをされたのです？」

　唇には薄い笑み、口調はいつもどおり柔やわらか。しかしブランシェは彼が非常に怒り、そして動どう揺ようしていることを感じ取っていた。

「ご、ごめんなさい、……あの、ほら、あなたが……一度灰に還かえった後。私、グレイドル様に死んでほしくなくて、『染心』にかかってほしい、行かないでってお願いしたら……もうかかってるとおっしゃって、私に……その、ここまで面倒見た分の代価だって……」

　サーナキアに見限られかけ、戦った末に彼を一度殺害したことは、ブランシェにとっていまだ大きな心の傷である。あまり思い出したいことではなく、その後の処理にかまけて自然とレイヴンとのやり取りを忘ぼう却きやくしていたのだ。

「……なるほど、やはり概がい略りやくを聞いたぐらいで満足していてはいけませんか。英雄殿は、しっかりそのような褒ほう賞しようを得ていたのですね」

　重々しくつぶやいたサーナキアに、ブランシェは恐おそる恐おそる聞いた。

「ごめんなさい、今まで報告するのをすっかり忘れていて……お、怒ってる……？」

「とんでもない。むしろ、英雄殿を見直しました。彼ならば……きっと、わたくしの本気のしごきにも耐たえきれるでしょう……」

　白しら々じらしく目め頭がしらを押さえたサーナキアの眼は、不気味な光を放っていた。







　聖界騎士団再決起式も無事に終わり、数日経たった日の昼下がりのことだった。

「興味深い内容だったけれど、アルシェイラ様が堅かたパンにチーズを載のせて焼いたものがお好きだったこと以外、めぼしい記き載さいはないわね……」

　神子神殿の奥にある談話室にて、ブランシェは初代神子姫の名を口にしながら古びた書物をめくっていた。

「でも、私はアルシェイラ様に比べて容姿も能力もはるかに劣おとるのだから、とりあえず真似できるところから真似してみるべきよね。額に本物の『天眼』をお持ちだったとか、空を飛べたとかは、まだちょっと私には早いようだから……」

　別の古こ文もん書じよを手に取ったブランシェは、アルシェイラの挿さし絵えに描かれた第三の眼を見つめてうなっている。その向かい側でちらちらと彼女の様子を盗ぬすみ見ていたレイヴンは、堪たまりかねたように口を開いた。

「あのな、姫さん。勉強熱心なのもいいが、少し休めよ。ひどい顔色だぜ」

「えっ……あ、そうですか？」

「そうですか、じゃねえよ。……今日も朝一で最大範囲の『天眼』を使っただろ、ちょっと昼寝でもしてきたらどうだ？」

「天眼」は使用者の体力と引き替えになるため、一日数度の使用が限界。ブランシェは見た目より体力があるが、歴代随ずい一いちとの誉れ高い強力な能力を持っているがゆえに、消しよう耗もうも激しいのだ。

「いえ……グレイドル様こそ消耗していらっしゃるのですから、私ががんばりませんと」

「俺が消耗？　馬ば鹿か言うな、俺のほうがあんたより何倍も体力がある。確かに最近、サーナキアのしごきがやけにきついが、騎士団のしごきで慣れてるしな」

「ですがその本、逆さまですし……」

　恐きよう縮しゆくしいしい指摘すると、レイヴンはばつが悪そうな顔になった。

「……いや、これは元々、俺があんまり読書が得意じゃねえからで……」

「分かっております。それなのに、私が義務を果たすために、手助けして下さっているのですよね」

　物もの憂うく眼を伏せたのも束つかの間ま、彼女の瞳は使命感を帯びてきらきらと輝き始めた。

「ですが、今しばらくお待ち下さい。私がアルシェイラ様のようなすばらしい神子姫となり、あなたを人間に戻す力を身につける、その日まで……!!」

　現在のところ、元の人格を損そこなわない状態で人間を「魔族」化することはできても、人間に戻す方法は見つかっていない。そしてレイヴンは大地の精気を吸い上げる技こそ身につけたものの、血への渇かつ望ぼう自体は失われていない。

　万一彼が理性を失い、欲望のままに生き血をすする化け物に成り下がったとしたら──今度こそ、退治しなくてはならなくなる。

　だからブランシェは、通常業務のかたわら必死に資料に当たっているのだ。あのサーナキアの心をいまだ「染心」で縛る稀き代だいの神子姫、アルシェイラと肩を並べるために。

「ありがてぇ話だけどな、姫さん。具体的にそれがどういう能力なのか、この資料の山から、まずは探し出さなくちゃならないんだろ？　しかもサーナキアは、一切の手がかりをくれないときてる」

「……は、はい」

　若干勢いを削そがれたブランシェだが、瞳の輝きは増しこそすれ損なわれることはない。

「確かにサーナキアに聞きましたところ、『なんでも人に聞くような神子姫様に、育てた覚えはございません』と言われて、この資料を閲えつ覧らんする許可をくれたのです」

　卓たくの上にはとても収まらず、床ゆかにも山積みの古文書だの巻物だのは全て、サーナキアが神殿の奥から引っ張り出してきたものだ。幻術により長らく人目から隠されていたそれは、帝国、「魔族」、そして神子姫について、彼が秘ひ匿とくしてきた貴重な資料だった。

「つまり、私に自みずから学習する機会をくれたのです！　ただ知識を得ただけでは、実じつ践せんする能力が身につかないと考えてのことです。多少時間はかかるかもしれませんが、地味な努力により積み重ねた力で、必ずやあなたを元に戻してみせます!!」

「……あんたは前向きなんだと思うが、素直に褒める気がしないのはなぜだろうな……」

　はあ、とすっかり癖くせになったため息をつくレイヴンの表情は、一層疲れを帯びてしまった。まだ付き合いが浅い上、元々よく思われていないと知っているせいか、彼の言葉は時折ひどくブランシェを打ちのめす。

「ほ、褒める気はしませんか……申し訳ありません、今はまだ実績が何もない状態ですし、そうおっしゃるのも無理はありませんが……ですが、あなたを救いたいという気持ちだけは本当なのです」

「……救う、ねえ」

　曖あい昧まいにつぶやく声に、出会った時ほどの棘はない。とはいえ、多くの民が自分に寄せてくれるような全ぜん幅ぷくの信頼からはほど遠い。

　だが、仕方がないのだ。一時の不調を乗り越え、ほぼ回復した「天眼」能力には多少の自じ負ふ心しんもあるが、「天眼」では今のレイヴンの力にはなれない。ブランシェにできることは、愚ぐ直ちよくに願いを繰くり返すのみ。

「また綺き麗れい事ごとを、とお思いでしょうが……私は……あなたのような、すばらしい騎士を……失いたくないのです」

　緑の瞳を見上げ、一心に訴えれば、やがてレイヴンががりがりと頭をかきながら顔を背そむけた。

「……また『染心』かよ。ちょろいくせに、ずるい姫さんだ」

「染心」は吸血鬼が使うもの。だが実はアルシェイラ同様、ブランシェも少しだけ「染心」が使えるのだ。

　ただし、これは神子姫というより、箱入りブランシェにはいまだ遠い存在である「普通の女の子」の力なのだとか。なにせあのサーナキアがアルシェイラ会いたさに正体を隠し、彼女の再来を求めて神子姫を育て続けているのだから、その支配力は推おして知るべし。

「え？　も、申し訳ありません、私ったらいつの間に……あの、しばらく使っていなかったので、大丈夫かと思いますが……平気ですか？　中毒の兆きざしは、ありませんか？」

「染心」には中毒性があり、連続して使用されると自ら吸血鬼の命令を求めるようになるという。幸か不幸かブランシェの「染心」は対サーナキアとレイヴン限定であり、強力な吸血鬼である二人には多少濫らん用ようしても平気だと聞いてはいるが。

「……今はまだ、大丈夫だろう。今はな」

　半なかば自分に言い聞かせるようにうなずいたレイヴンが、再び話を戻す。

「だが、今日はそういうのはやめてくれ。……ただでさえ、あんたと二人だと思うと、落ち着かねえんだよ。うかつに人を呼ぶ訳にもいかねえし……」

　サーナキア、レイヴン、そしてもうひとり。人外の者たちを三人も抱え込んだ状態であるため、神殿の奥の生活空間に当たる場所に入れる人間は非常に限られている。幻術でごまかしは利くにしてもぼろが出ない保証はなく、サーナキアが極力人前に出ない暮らしを送っているのもそのためだ。

「そうですね。サーナキアは、また神子姫候補たちのところに行ってしまいましたし……」

　ブランシェの「天眼」が衰おとろえたと思われたため、急きゆう遽きよ探し出された神子姫候補。彼女たち自身のたっての希望もあり、神殿とは別の場所で育成が続けられているのだ。

　ちょっとしょんぼりするブランシェを、レイヴンがじっと見て言った。

「あんた、本当にサーナキアのことが好きなんだな」

「ええ、大好きです」

「……そりゃよかった」

　迷いなくうなずいたところ、なぜかレイヴンは余計疲れた顔をして黙ってしまった。そこだけは感じ取ったブランシェは気を利かせる。

「あの、では、神子姫としての修行はこのあたりにして……『普通の女の子』の修行を、始めましょうか」

「なんでだ!?」

　レイヴンが盛せい大だいに声を張り上げたので、ブランシェのほうが驚おどろいてしまう。

「だ、だめですか？　そのほうが、グレイドル様にとっては消耗が少なくていいかと思うのですが。それに先日サーナキアから出された課題が、お互いにまだ消化できておりませんし……」




『神子姫様は、まず異性との接近に慣れること。そして英雄殿は、神子姫様への吸血衝しよう動どうを抑おさえること。そのためには……お膝ひざにちょこん、これです』




　真面目な顔で言い張ったサーナキアの命めいに従い、先日ブランシェはレイヴンの膝に乗って資料を読もうとしたのだが、全力で拒きよ否ひされてしまったのだ。

「ただ、私をお膝に乗せて下さればよろしいのです。確かに私は、見た目よりちょっと重いかもしれませんが……」

「……まあ、意外に筋肉がついてそうでは、おい、ちょっと待て、なんで近づいてくる!?」

　席を立ったブランシェに、レイヴンがにわかに慌て始める。彼も席を立とうとしたので、ブランシェはぱっと小走りに駆けてその腕を摑んだ。

　息を吞んで動きを止める彼の眼を、正面からじっと見つめる。

「それに、最近のグレイドル様の様子を見ていると……私はもっともっと、『普通の女の子』としてもがんばって……あなたに『染心』をかけなければいけない気がしているのです。気のせいなら、いいのですが……」

　言いながら、じり、じりとその膝に乗り上がっていく。下手に突き飛ばして怪け我がをさせてもいけないと思っているのか、レイヴンは背もたれにしがみつくようにして必死に避けるだけだ。

「ちょ、や、やめろ、近い、やばい、まずい、まずいって……!!」

　確かに、近い。

　勲章授与式の時、彼のほうから迫せまってきた時と同じくらい近い。……でも、実際に唇が触れたあの時よりは近くない。

　いや、距離など関係ない。自分たちの関係は、お互いに理解しているはずだ。

「大丈夫です！　グレイドル様は誰よりも騎士と人間の誇りにあふれた方です。吸血衝動などに負けることはありません、信じております!!」

「騎士であり人間であり、そして男だ!!　吸血以外にいろいろ衝動を持ってるんだよ、ちょっとは分かれ、この世間知らず!!」

「ご心配なく!!　あなたがもしもおかしな真似をしたとしても、上に乗って腰を足で押さえれば、私のほうが断然有利だとサーナキアが言っていました!!」

　最近やたらと近接格かく闘とうに関する知識を仕込みたがる教育係の名を呼べば、レイヴンはぎょっと眼を剝いた。

「違う、それは俺が完全に仰あお向むけになってる時の話で……!!　ああくそ、あんた少しは、あの『顔だけ吸血鬼』を疑えよ!!　分かってねえのか、あんたはあいつに、子供の頃からずっと『染心』を……!!」

　迫ってくるブランシェを、その体から漂ただよう甘い血の匂いを避けようと宙を搔かいたレイヴンの手から、逆さまの資料が落ちそうになる。

　危あやうく摑み直した拍ひよう子しに、後ろのほうの頁ページがぱらぱらとめくれた。それを見たレイヴンが、ある頁に急いで指を差し込む。

「……おい、姫さん。これじゃねえのか、アルシェイラ様の能力ってのは」

「えっ？」

「さっき言ったとおり、俺はあんまり本を読むのが得意じゃないんだが……だがこの挿絵、女の子が化け物に手をかざして、人間の姿にしているように見えるぜ」

　気が逸それたブランシェをさり気なく押しのけたレイヴンは、指で押さえた頁を卓の上に開いてみせた。

　時代や作者によって微び妙みように異なる姿で描かれるアルシェイラだが、この絵の彼女は第三の眼ではなく、人間離れした美貌によってその特異性を強調されていた。貴重な鉱石を練り込んで表現された銀髪は、今なおきらきらと輝いている。

「これは……!?」

　ぱっと顔を輝かせたブランシェが、レイヴンに肩を寄せるようにして横から資料を覗のぞき込む。清らかな甘い血の匂いが、またしても至近距離で彼の鼻先をくすぐる。

「お、おい、だから、近いって……!!」

　安あん堵どしたのも束の間、再びの誘ゆう惑わくに動揺したレイヴンが懐ふところに手を差し込み、「魔除け」を取り出そうとする。だが次の瞬間、勢いよく扉とびらを開ける音にはっと我に返った。

「神子姫様、レイの兄貴!!」

　ブランシェも顔を上げ、意外な訪問者に驚きの声を上げる。

「あら……トーマ殿下」

　二人を呼びながら談話室に飛び込んできたのは、トーマだった。肩を寄せ合う二人の視線に出会うと、恐縮したように身を縮める。

「も、申し訳ありません、お邪じや魔まだったようで……」

「いや、でかしたトーマ！　だが、その……どうした？　今日来るとは聞いていないぞ」

　ブランシェとトーマの中間地点に移動したレイヴンに問われ、トーマはもっと身を縮めた。

「あの……いえ、その、大した用事ではないので……楽しそうなところを、お邪魔しました。また後日……」

　最初の勢いはどこへやら、そのまま取って返そうとしたトーマの手首を、立ち上がったレイヴンが摑む。

「待て」

「染心」を使用した様子ではない。しかし敬愛する元上官の命令は、それだけでトーマには効果がある。

「レ、レイの兄貴……」

「トーマ。お前、この間の再決起式の時から、なんか様子が変だったよな。俺に隠してることがあるだろ、言ってみろ」

　図星だったようだ。口ごもるトーマとその首筋から眼を逸らし、レイヴンは小さくつぶやいた。

「……お前にまた『染心』を使うのは、俺だって嫌なんだ。素直に話してくれないか」

「染心」中毒については、トーマも身近な例で苦い気持ちを抱えている。ややあって、彼は意を決した顔になった。

「……サーナキア様はレイの兄貴の師し匠しように当たる訳なのだから、小官は大先生とお呼びしてしかるべきだと、この間こちらに伺った時」

「確かに気にはなってたが、そっちじゃねえ！」

　思いきり突っ込んだレイヴンの横で、金髪の美青年がころころと笑っている。

「そうですね、トーマ殿下は実に素直な方ですから」

「サーナキア!?　てめえ、いつの間に」

　気付かなかった、と驚きよう愕がくするレイヴンに、サーナキアは白い眼を向ける。

「つい先ほど、何やら桃もも色いろの不安を感じたので、帰ってきたのです。もちろん何事もなかったのですよね？　英雄殿も、神子姫様も」

「ええ、ごめんなさいサーナキア、課題が未達成だけど……でも、アルシェイラ様の能力については少しだけ分かったかも！」

　明るく報告するブランシェの全身をすばやく観察したサーナキアは「なるほど、英雄殿は誠まことに信頼に足るへたれ、いえ、騎士ですね」と意味ありげに微笑ほほえんだ。

　聞こえないふりをしながら、レイヴンはうなだれているトーマの顔を覗き込む。

「トーマ、俺が怒ると思ってるだろ」

「……いえ……」

「あのな、お前はもう俺の副官じゃねえ。それどころか、兄貴がああいう状態である以上、実質的にこの国の最高責任者なんだ。お前は嫌がるだろうが、本来は俺ももうちょっとへりくだって接すべきところなんだぞ。だから別に、俺が怒るぐらい……」

　トーマの兄のことが話題になると、レイヴンも若干歯切れが悪くなる。言葉を探すように視線をさまよわせる彼の顔を、トーマは沈しずんだ表情で見上げた。

「……レイの兄貴が怒ることなら、まだよかったのですが。レイの兄貴が、悲しむことかもしれないので……」

　自分以上に歯切れの悪いトーマの口調に、レイヴンも真顔になった。

「俺が悲しむ？　どういうことだ」

　そこでトーマは、二人の会話に耳をそばだてているブランシェをちらりと見た。

「あの、私たちが聞くべきではないことでしたら……」

　気を利かせようとしたブランシェだが、トーマは彼女の気き遣づかいによってかえって決心できたようだ。

「……いえ、神子姫様にも関係のある話ですので。実は……半月ほど前、ラーラベルの東、セルファデスとの境界付近で……クリス様によく似た風ふう貌ぼうを持つ『魔族』が人々を襲おそっていると、連絡が入りました」

　クリスティアン・ハーテル。

　思いがけない名前が思いがけない形で出てきて、ブランシェとレイヴンの表情を同時に凍りつかせた。サーナキアでさえ、ちょっと意外そうな顔をしている。

「種族名は不明ですが、とにかく非常に多た彩さいな力を持つ珍しい『魔族』だそうでして、聖界騎士団へも派兵の依い頼らいがありました。群れを率ひきいているような様子はないので、少数精せい鋭えいで事に当たるのが望ましいと……」

　あえてのように事務的なトーマの声だけが、静まり返った室内に淡たん々たんと響ひびく。

「ある程度の知性を備えているようで、散発的に襲しゆう撃げきを行った後は、追っ手をまいて逃げてしまうのです。なので……居場所を捜すために、神子姫様にもご足労願えないかとの話が出ておりまして……」

　語尾が弱々しく消える。ブランシェがそろりと見上げたレイヴンの顔からも、表情が消えていた。

「──見た目がたまたま、似てるだけじゃねえのか。それに『魔族』の中には、変身能力を持つ奴も大勢いるだろう？」

　乾かわいた声にも、彼独特の吸引力が欠けている。予期していた反応だったらしく、トーマもつらそうな表情になったものの、彼にはまだ言うべきことが残っていた。

「実は……兄上の、研究資料から……クリス様の実験結果も、見つかっております」

「えっ」

　息を詰めて二人の会話を聞いていたブランシェは、思わず声を上げてしまう。

「資料は全て、神殿に収めていただいたのではなかったのですか!?　全てに一応眼は通しましたが、ハーテル様の名前は見かけておりませんが……!!」

「み、神子姫様、もうあれを全部確認されたのですか？　さすがです……!!」

　一瞬違う方向に気が逸れたトーマだが、その時レイヴンが小さく「ふざけるな」とつぶやいた。

「クリスが俺より先に改造されていた。そして、野放しになっている。なんでそんな大事なことを、俺に教えなかった!?」

　怒りが、その眼を赤く染めている。ぎらぎらと光る瞳を直視できず、トーマは副官だった頃のように深々と頭を下げた。

「お、お許し下さい……！　神子姫様の口からこの話が伝われば、兄貴が傷つくかと思って……!!　小官の独断で、一部の資料は王家が預かっており……」

「俺が傷つくとか傷つかないとか、そういう問題じゃねえだろ!?」

　ぎりぎりでトーマとブランシェを避けたレイヴンの拳が、近くの石いし壁かべに直ちよく撃げきした。吸血鬼としても類たぐい希まれなる腕わん力りよくを誇る彼の拳が、壁にくっきりと跡を刻む。

「あいつの名めい誉よは取り戻した。それでやっと、俺の中で折り合いをつけたってのに……!!」

　今の立場を正式に引き受ける際、レイヴンはいくつかの条件を出した。その中で最優先とされたのが、親友が無実の罪で処刑されたことの公表だ。

「クリスはもう、とっくに人間だった頃の意識なんかないのかもしれねえが……処刑されたことにしてから二年もの間、化け物と化して人を襲っているあいつを王家は放置していたのか。どこまでクリスを貶めれば気が済むんだ……!!」

　トーマを害しようとしていた、との罪をでっち上げられ、処刑されたクリスティアン。実はそれは、時流に乗って出世していくレイヴンへの警告だったという。

　逆に言えば、『魔族』退治の優秀な駒こまであるレイヴンに直接手は出せないが、家いえ柄がらも能力も優秀ではあるが飛び抜けたところのないクリスティアンは見せしめにできた。それが分かっているからこそレイヴンの怒りは深いのだが、トーマにはさらに報告すべきことがあった。

「──クリス様の改造は、失敗したと資料にはありましたので!!」

　意外な言葉に、レイヴンが大きく眼を見張る。ブランシェも、サーナキアの腕に抱かれたまま絶句した。

「平均的とはいえ、優すぐれた資質を持つ御お方かたです。ですが、やはり兄貴ほど丈夫ではなかった、あるいは技術がまだ洗練されていなかったのでしょう。……むごい改造を受けた後、最後には耐久性の実験をされて……亡なくなった、と」

「やはり人間は優ゆう雅がさに欠けますねぇ。殺してしまっては、もう殺せませんのに」

　先日レイヴン相手に耐久実験をしたと噂うわさのサーナキアが、しれっと感想を述べる。

「サーナキア、なんてことを言うの!?」

　あまりの無神経さにブランシェでさえ硬こう直ちよくし、危うく回し蹴りを繰り出すところだったが、レイヴンはその無神経さで逆に冷静になったようだ。

「だが……生き延のびていた可能性があると、言いたい訳か」

「はい……」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで、トーマはうなずく。

「……そうだな。あれでクリスは、案外したたかな部分があった。ちゃっかり生き残っているってことも……」

「ですが、あの、でも、見た目だけかもしれません！　あるいは何か目的があって、『魔族』がクリス様の容姿を真似ている可能性もあります。そもそも、あの方が亡くなったとされてからもう何年も経っているのに、今になって突然」

　慌ててトーマが付け足すが、レイヴンは冷静に反論する。

「だが、目もく撃げき者しやがいるんだろ。……それこそ、クリスが処刑されてからもう何年も経ってるのに、すぐにあいつを思い出せるぐらいの。そうでなければ、お前もそんなに動揺しねえよな」

　トーマは言葉に詰まり、結果として元上官の指摘の正しさを証明した。ため息をついたレイヴンは、気持ちを切り替えるように鋭するどい声で命令を発する。

「立場上、お前は前線に出られないだろう、トーマ。……だが、その話が本当なら、事情を知らない奴ら任せにはできねえ。俺が姫さんと行く、いいな」

「……申し訳ありません。お願いできますか」

　トーマもおそらく、裏事情に精通し戦せん闘とう能力も申し分ないレイヴンにも出動を依頼したかったに違いなかった。しかし相手が相手なので、いざ本人を眼の前にすると腰が引けてしまったようだ。

　一方レイヴンは、完全に腹が決まったようである。

「それと、近いうちにお前の兄貴に会わせろ。どういうことか、知りたい」

「！　それは……」

　ぎょっとしたトーマだが、レイヴンは平静に理由を説明する。

「資料とやらは持って来てくれているんだろうが、今の時点でその資料と現実がずれてるんだ。『魔族』作成を実際に行っていた変態学者どもは行方ゆくえ知れずのままなんだろう？　なら、総責任者から事の次し第だいを聞きたい」

「……分かりました。申しん請せいを出します。日程が決まり次第、また改めてご連絡いたします」

　最も早はや完全に在ありし日の上官と副官の状態だが、本人たちもこのほうが自然なのだろう。的確な命令にどこかほっとした顔で、トーマはうなずいた。

「それと、今度何かあったら、余計な気を回さずに早めに報告しろよ」

「はい、気をつけます……あ、どうされました、神子姫様？」

　しばらく二人のやり取りを見守っていたブランシェは、おもむろにレイヴンを見上げる。無論、彼の膝に乗るためではない。

「グレイドル様。私も、ギルディアス殿下のところに一緒に行きます」

「……なんだと？」

　一瞬、レイヴンの眼がきつくなる。この反応は薄々予想していたため、ブランシェは少々どもりながらも話し続けることができた。

「その……ハーテル様がどういう改造を施ほどこされたのか、事前に知ることができれば……『天眼』を使う際の、助けになります。……早く、見つけ出せます」

　ブランシェの「天眼」は非常に優れているが、外見までは分からない。別の「魔族」と間違えないように、相手の能力を知っておいたほうが都合がいいのだ。

　そのほうが、無む闇やみに事態を長期化させず、レイヴンやトーマの心を削けずらずに済む。

「……そうだな。そうしてもらおう。……気を遣わせて悪わりぃな、姫さん」

　ブランシェの意い図とが分かったのだろう。日焼けした顔に浮かぶかすかな笑みに、ブランシェもほっと胸を撫で下ろした。
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　首都ラーラベルの中心、城じよう壁へきに囲まれた帝王の居きよ城じようアルシェイラ。巨大な白い王城は落日の光を浴あびて、紅こう玉ぎよくさながらの輝かがやきを放っている。

　初代神み子こ姫ひめの名を取った壮そう麗れいな城の最上階にある一室の前に、ブランシェは緊きん張ちようしながら立った。横でレイヴンも、強こわ張ばった顔をしている。

「──失礼いたします、兄上」

　二人以上に強張った顔をしたトーマが、一行を代表してゆっくりと扉とびらを叩たたく。程ほどなく入りなさい、という落ち着いた声が聞こえ、「聖せい別べつ」された銀の鎧よろいで武ぶ装そうした兵士が静かに扉を開いてくれた。

「ああ、トーマ、神子姫様、それにグレイドルも……よく来てくれた」

　壁かべを埋うめ尽つくす書しよ架かの中央、歴代の帝王の肖しよう像ぞう画がの下で革かわ張ばりの椅い子すに腰こし掛かけた優ゆう雅がな男性。暗い金きん髪ぱつと同色の口ひげに威い厳げんを漂ただよわせた彼は、オリオロン第一王子であるギルディアス・セルヴァン・オリオロン。

　病びよう床しように臥ふしていると噂うわさの帝王よりも、代々の王の私室がはるかに似合っている。たとえその姿が、薄うす青あおい結界の光の向こうにあっても。

「どうした？　気楽にして、腰掛けたまえ。今、茶ちや菓が子しの用意をさせよう」

　これまでと何も変わらない態度で、彼は部屋の隅すみに控ひかえた者たちに命令する。ただし相手はメイドや従じゆう僕ぼくではなく、聖せい界かい騎き士し団だんに属する高位の聖職者であり、ギルディアスをこの部屋に閉じ込めるための封ふう魔ま結界を維い持じしている者たちだ。

「……殿でん下か、失礼ですが」

　自分たちはそんなことをするために、ここに詰めているのではない。聖職者たちの控えめな拒きよ否ひを、ギルディアスは笑い飛ばす。

「おや、客人をもてなすぐらいはしてくれてもいいだろう？　なにせ私はまだ、この国の礎いしずえなのだから。だからこそお前たちも、こうして私を閉じ込めているだけで、殺すことはできないのだ」

「魔族」吸きゆう血けつ鬼きと化した第一王子は、軟なん禁きんされているとは思えない態度で悠ゆう々ゆうと宣言した。

　実際、ギルディアスの言うとおりである。帝王である父が「魔族」化に失敗し息をするだけの肉にく塊かいになって以来、帝王代理としてオリオロンを支え続けていた彼の存在なくしては、この国は立ち行かない。誰だれもがギルディアスが次代の帝王となることに疑いを抱いだいていなかったため、後こう継けい者しやが育っておらず、また彼の「魔族」化自体を公表できない以上、今までどおりに働いてもらわねば困るのだ。

「安心しなさい。オリオロンを守りたいと、私は誰よりも願っている。だからせめて、帝王代理として客人に茶菓子を振る舞う程度の自由がほしいだけだよ。お前たちの術に阻はばまれて、私はメイドを呼ぶことすらできないのだから」

　悪びれない姿にブランシェは圧あつ倒とうされて何も言えず、レイヴンはぎちり、と音を立てて強く拳こぶしを握にぎり締しめる。

　一いつ瞬しゆんでギルディアスに掌しよう握あくされた空気の中、トーマが「ルメーナ、伝心の神の子よ」と小声で唱えるのが聞こえた。

「茶菓子の用意は小官が頼たのみました、兄上。……神子姫様、レイの兄貴、お座り下さい。あと、悪いがお前たちは少し外はずしてくれ。結界の維持は、短時間であれば小官がやれる」

　術の使用に長たけた彼は、兄が場の空気を荒すさませている間に伝達術で茶の用意を言いつけたらしい。ついでに兄を封ふうじる結界の維持まで引き受けて、人払いをしてしまった。

「ありがとう、トーマ。お前が選んでくれた茶菓子なら、間違いはなかろう」

　トーマの食べ物に対する選えり好ごのみの激しさは有名である。満足そうに笑ったギルディアスの前、訪問者のために用意された長椅子にブランシェはレイヴンと並んで腰を下ろした。

　やがて何も知らないメイドが持ってきた茶菓子を、「これならいい」と満足そうに笑って戸口で受け取ったトーマが全員の前に配る。

「あ、私が」

「あんた不ぶ器き用ようなんだから座ってろ」

　手伝おうと腰を浮かせかけたブランシェだが、すげなくレイヴンに止められてしまった。しょんぼりする彼女の前に、少し間を置いて凝こった模も様よう入りの焼き菓子が押しやられてくる。

「その代わり、俺の菓子を食ってくれ。……せっかくトーマが選んだ菓子だ、無む駄だにするのも悪いしな」

「レイの兄貴……」

「は、はい、よく味わっていただきます……！」

　感動するトーマ、そして役に立てると喜ぶブランシェの顔を、ギルディアスは微笑ほほえましそうに見つめた。

「ほう、さすが面倒見の良さで有名な英えい雄ゆう殿どのだ。一度に二人の機き嫌げんを取ってしまうとは」

「なんの話だよ。俺はただ、せっかくのうまそうな菓子を無駄にしたくないだけだ。どこかのひげ親父おやじが、俺の味覚まで化け物にしてくれたんでな」

「なるほど、こんなうまいものが味わえないとは気の毒に」

　他人事のように言って、ギルディアスが焼き菓子に手を伸ばす。生き地じに食い込む牙きばこそ鋭するどいが、良質のバターを使った上品な味わいを楽しむ表情に無理はない。

「おや、どうした、おかしな顔をして」

　絶句している三人を代表して、ブランシェが眼めをぱちぱちさせながら尋たずねる。

「ギルディアス殿下は……その、味が、分かるのですか？」

「ああ、私はグレイドルのように、わざと弱点を作るような改造の仕方をしていないからな」

「……味覚を操そう作さして、血への嗜し好こう性せいを強化している訳か。堪こらえきれずにふらふら人間を襲おそったところを、騎士団が退治するって寸法だな」

「理解が早くて助かるよ、グレイドル。お前には貴族の教養はないが、頭の回転は速いし知識の吸収率もいい。残念だな、ぜひとも私と共にこの国を支えてほしかったのに」

　懲こりない言葉に、レイヴンが本気で怒おこりだしたのを感じたのだろう。ギルディアスは肩かたを竦すくめてみせた。

「さて、サーナキアもいない状態では、そこの英雄殿が痺しびれを切らすと誰も止められないだろうな。手っ取り早く、本題に入るとしようか」

『あなた方全員でお出かけされるなら、わたくしは神子姫候補たちの顔を見てきましょう』

　そう言い置いて出て行ったため、サーナキアは今回同行していない。

　自分以外の神子姫候補。彼女たちのことを考えると、ブランシェの胸は少しだけもやもやする。一方ギルディアスは、これ以上レイヴンを刺し激げきするとよくないと理解しているらしく、さっさと話し始めた。

「クリスティアン・ハーテル、よく覚えているよ。いろいろな意味で、気の毒な青年だった」

　白しら々じらしいひと言に、いったん怒いかりを抑おさえたレイヴンの顔色がみるみる変わる。

「……てめえがそれを言うか……！」

「グ、グレイドル様、落ち着いてください、下へ手たをするとあなたまで……!!」

　ブランシェとトーマが、左右から彼を押し留とどめた。強力な「魔族」であるギルディアスを抑えるために、帝王の私室周辺には大勢の聖職者や騎士団が常時控えているのだ。ここで吸血鬼の本性を明らかにすれば、レイヴンが退治されてしまう。

「全く、頭は悪くないが短気な男だな。だが、その直情がトーマの心を摑つかんだのだから羨うらやましい。私も若い頃は……」

　のんびり話し始めたギルディアスに、意を決したブランシェは静かな瞳ひとみで注意する。

「王子殿下、あなたはグレイドル様を刺激しないようにお話しできる聡そう明めいさをお持ちのはずです。申し訳ないですが、手短にお願いいたします」

　険けわしい表情を見て、ギルディアスはひげの先をひねった。

「おやおや、私にはずいぶん手厳しいことだ。悲しいね、神子姫様。あなたになら……何を犠ぎ牲せいにしてでもこの帝国を守りたいと願う、私の気持ちも分かってもらえるかと思っていたのだが」

「……分からなくは、ありませんが」

　ブランシェも、実の母に「化け物」と蔑さげすまれるまでに神子姫教育を施ほどこされて育てられてきた。国のために身を捧ささげる覚かく悟ごはできているが、ギルディアスの努力は本末転倒ではないか。

「ですが、オリオロンを『魔族』が支配する国にするつもりはありません。私はあくまで、人間を守るための神子姫ですから」

「はは、人間か。なるほどね」

　軽かろやかにギルディアスが笑えば、レイヴンの眼が赤く染まり始める。

「……てめえが姫さんを笑うんじゃねえよ」

「おや、これはまた意外なことだ、グレイドル。ちょっと手なずけただけかと思いきや、神子姫嫌ぎらいはすっかり治ったようだな。あの授じゆ与よ式しきの時は、乙女おとめの純じゆん潔けつを奪うばうような真ま似ねを」

「そこまではやってねえだろ!?」

　思わず大きな声を出したレイヴンは、再びブランシェたちに諫いさめられる前に話を戻もどした。

「……少なくとも、自ら人間を辞やめちまったり、他人に人間辞めさせたりしたあんたよりはましだと思ってるよ。……で？　あんたは一体、クリスを何に変えたんだ」

「トーマに渡した資料を読んだのではないのか？　いろいろなものに変えようとしたが、結局何にもならなかった」

　平然と、ギルディアスは応じる。レイヴンの口の中で牙が嫌いやな音を立てた。

「……俺は細かい文字を読むのが嫌いなんだよ。それより、ふざけてると、ためにならねえぜ」

「ふざけている訳ではなく、言葉どおりの意味だ。いやはや、クリスティアン・ハーテルという男を評価すると、惜おしいというこのひと言に尽きるな」

　芝しば居いがかったしぐさで嘆たん息そくすると、ギルディアスはクリスティアンについて話し始めた。

「研究者たちによればグレイドル、お前は吸血鬼以外の素そ養ようをまるで持っていなかった。だがハーテルは逆に、実に様々な素養を持っていた」

「魔族」にするにも向き不向きがあるらしいことは、ブランシェも資料を読んで学習している。触しよく媒ばいや他の生物との組み合わせによりある程度は補おぎなえるが、天分はどうしようもない、などと書かれていた。……どれだけ「魔族」に向いていたからといって、本人が喜ぶとも思えないが。

「最初は私も、これは思わぬ拾い物かと期待したのだよ。ゆくゆくは私自身を改造するにあたり、役に立つかもしれないとな。だが結局、ハーテルは吸血鬼にも人じん狼ろうにも人魚にもケンタウロスにもミノタウロスにもなれなかった。いずれもいい線まではいくが、最後の一線を越えられない。奴やつの人生は、思えばそういうことの繰くり返しだな」

　ギルディアスの眼が思わせぶりに自分のほうを向いたことに気づき、ブランシェはどきりとする。

　クリスティアンは幼おさない頃、神子姫の候補だったという。男性の神子姫も過去に例がない訳ではないため、オリオロンで銀髪の子供が生まれれば誰もが一度は「天眼」能力を発現し、王家から莫ばく大だいな報ほう奨しよう金きんを得られる存在になることを期待される。

　しかし彼は神子姫にはなれなかった。なったのはブランシェだ。

「……クリスの人生に対する感想は求めてねえ。続きを言え」

　むっつりとした顔で、レイヴンが先を促うながす。

「線が細いようでいて、意外に頑がん丈じようというところも実に惜しかった。あともう少し改造すればいい結果が出るのではと、私も研究者たちも粘ねばってしまってね……だが結局、できたのは『魔族』と言うにはあまりにも脆ぜい弱じやくな、半はん端ぱな能力の集合体だった。一部の者は『つぎはぎの怪かい物ぶつ』などと呼んでいたな」

　様々な材料をつぎはぎにして作り上げられた、悲しい怪物の物語はブランシェも知っている。人間の学者が好奇心で生み出した化け物は、人々から忌いみ嫌われ、やがて自分の創造主を激しく憎ぞう悪おし始めるのだ。

「珍めずらしいことは珍しいので、しばらくあれこれと実験を繰り返していたのだが……気付けば動かなくなってしまって、それきりだと報告を受けている。もしかすると、情を移した誰かが逃にがしてやったのかもしれんな」

　つまり、ギルディアス自身は最さい期ごを確認してはいないということだ。同時にそれは、彼が自ら罠わなにかけたクリスティアンに対し、さほど熱意を持っていないことを示していた。

　トーマは奥歯を嚙かんでじっと動かない。レイヴンは怖こわいほどに静かな声でブランシェに尋ねてきた。

「──姫さん。あんたは他に、聞きたいことはないのか」

　押し殺した怒りの気配に怯おびえながら、ブランシェはしっかりして、と自分に言い聞かせた。こういう空気になることは分かっていてついてきたのだから、きちんと義務を果たさねば。

「検知に役立ちそうなことは、分かりましたが……要するに、本当にハーテル様であれば……いろいろな『魔族』の気配が混ざり合ったように感じるはずということですね」

　以前レイヴンが退治したマンティコアのように、様々な生き物の姿が交まじった「魔族」は数多く存在する。しかしクリスティアンに加えられた改造内容を鑑かんがみるに、それとは全く別物と考えたほうがいいだろう。

　また「天眼」が混乱するようなことがなければいいけど、と不安を覚えつつ、ブランシェは思い切って聞いた。

「ハーテル様がその、死亡したとの報告を受けた後どうなったか、殿下は全くご存じないのですね？」

「『染心』をかけてもらっても構わんよ？」

「いえ……私の『染心』は、グレイドル様とサーナキアにしか」

「姫さん！」

　横からいきなりレイヴンの声が飛んできた。やけに慌あわてたその顔を見てギルディアスも怪け訝げんな眼をしたが、ブランシェの面おも白しろ発言に慣れているせいか、あっさり流して先に進む。

「生あい憎にくと私は本当に、これ以上は何も知らない。しかし、ハーテルの末路を間近で見ている者としては、彼が今まで生き延のびているとはにわかには信じがたいな」

　独り言めいた感想を聞いて、レイヴンの眼が一気に険しくなった。

「……あんたの親父みたいな、肉の塊かたまりにでもしちまったのか？」

「あそこまでとは言わないがね。ハーテル本人も、自分の見た目を変えられることにひどく恐きよう怖ふ心しんを抱いていたようであるし」

　挑ちよう発はつも悠々と受け流す態度には、相変わらず王者の貫かん禄ろくがある。

「まあ、ハーテル様は、きっとサーナキアのように美しい方だったのですね……」

　己おのれの美に絶対の自信がある教育係に思いを馳はせれば、ギルディアスは眼を細めて彼女を見た。

「サーナキアとまではいかないが、そうだな……あなたに少し似ていたかな、神子姫様。なにせハーテルは、神子姫の候補だったのだからね」

「私に似ていらしたのですか……大丈夫です、サーナキアも人間は顔ではないと言ってくれていますし……」

「いや、クリスは割ときれいな顔だったが、あんたのほうが……いやその、まあ、サーナキアは人間の顔じゃねえからな、いろいろな意味で」

　盛せい大だいにため息をついたレイヴンの口からも、これ以上の質問はなさそうだ。一瞬、室内がしんと静まり返る。

　気を散らすものがなくなったせいだろう。不意に、ブランシェは強い「魔族」の気配を感じた。ギルディアス、そしてレイヴンのものと混じって分かりにくいが、これは……

「きゃっ!?」

　次の瞬間、気詰まりな静せい寂じやくを巨大な打だ撃げき音おんが割る。

「なんだ!?」

　とっさにブランシェを庇かばいながら振り向いたレイヴンを含ふくめ、室内の全員が見たのは部屋の扉に大穴が開き、そこから伸びた小さな手が空くうを搔かく様だった。

「兄様！　ギル兄様……!!」

　声変わり前の高い少年の声が、切せつ羽ぱ詰つまった様子でギルディアスを呼んでいる。

「ルー……!?」

　弟の愛称を口にしたトーマは、慌てて扉を開いた。途と端たんに小さな人影が、自らが破は壊かいした扉から腕うでを引き抜ぬき、室内に駆かけ込んでくる。

「ギル兄様！」

　ふわふわとした金髪を振り乱し、一いち目もく散さんにギルディアスのところに行ったのはオリオロン第三王子であるルーベランだ。兄とは二十以上歳としが離れているので、見た目はほとんど親子であるが、兄を真似た付けひげのおかげで鼻の下だけお揃そろいである。
















「トーマ殿下、も、申し訳ありません、押さえきれず……!!」

「構わない、それより怪け我がはないか。お前たちにも、ルーベランにも……！」

　護ご衛えい官かん兼けん監かん視し官かんの謝罪も、ルーベランの耳にはまるで入っていないようだ。赤く染まった瞳には、上の兄の姿しか映っていない。

「兄様、ギル兄様……!!」

「ああ、ルー、十日ほどぶりか？」

　父のような慈じ愛あいを込めてつぶやいたギルディアスは、大きな手でそっと弟の髪かみを撫でた。そして、弟と同じ赤に染まった瞳でじっと彼を見つめた。

「だが、私の部屋の扉に穴を開けるとは悪い子だ。さあ……またしばらくは、トーマと神子姫様の言うことを聞いて、いい子にしているのだよ」

「はい、ギル兄様……」

　うっとりと、ルーベランが兄を呼ぶ。捕ほ食しよくされることを喜ぶ草食動物のような、倒とう錯さくした喜びが幼い顔を上気させていた。

「魔ま眼がん」あるいは「邪じや視し」。吸血鬼特有の「染心」が、瞳を通じてルーベランの心に送り込まれていく。それをブランシェたちは、何もできずに見守っているしかなかった。

　ギルディアスの手により吸血鬼に変えられたルーベランは、兄の「染心」中毒に陥おちいっている。普段は中毒から脱だつするため、神子神殿の一室にギルディアス同様軟禁されているのだが、一定の頻ひん度どでギルディアスに会わせないと派手に暴れ出すのだ。

　ルーベランが落ち着いたところを見み計はからい、トーマが弟を呼ぶ。

「……もういいでしょう、兄上。ルー、おいで。あと、そのひげは、もう……」

「嫌です！　嫌！　取らないで……!!」

　また暴れ出したルーベランの手が、トーマの手の甲をかすめた。吸血鬼特有の腕わん力りよくが皮ひ膚ふを浅くえぐり、トーマが顔を歪ゆがめる。

「あっ……ごめんなさい、トーマ兄様……！」

「いいよ……これぐらい、兄様は治せるから。さあ、ひげはそのままでいいから、行くんだ」

　ルーベランは一瞬、未練の瞳でギルディアスを振り返った。だがそのギルディアスに「行きなさい」と言われ、渋しぶ々しぶ護衛官と一緒に部屋の外に出た。

「本当にごめんなさい、トーマ兄様。ギル兄様、また、来ます……」

　小さな声が遠ざかっていく。唇くちびるを嚙かんだトーマは「マリアンデール、慈愛の神の子よ」と唱え、弟にえぐられた傷を癒いやした。

「もう少し間かん隔かくを空あけられるかとも思っていたが、やはりだめだったか。また十日ほど経たったら、連れて来てくれ」

　弟たちの様子を見ていたギルディアスが浅いため息をついた。と、レイヴンが険しい眼で睨にらんでいるのに気づき、口ひげをひねって微笑む。

「お気に召めさないようだな」

「……召す訳ねえだろ、胸むなくそ悪い」

　吐はき捨てるレイヴンは、吸血鬼として「染心」の使い方に非常に注意を払っている。その分、弟を意い図と的てきに中毒状態にしたギルディアスに対する怒りを禁じ得ない様子だ。

「……ルーは、あとどれぐらい経てば……兄上から解放されるのですか」

　感情を抑えた声でトーマが聞くと、ギルディアスは「さあな」と非情に答えた。

「兄上……!?　そんな、無責任な!!」

「元々私は『染心』に特化した吸血鬼だ。それに、同じ吸血鬼に『染心』がどの程度効力を発はつ揮きするかもはっきり分からない。そもそも『染心』を解く気はなかったのだから、いつ解けるのかと言われても知らんよ」

　さすがに厳きびしい表情になったトーマに、ギルディアスはすかさず言い放つ。

「お前のせいでもあるのだよ、トーマ。お前が地位を返上して城を去った後、ルーベランがどれだけ悲しんでいたか知らないだろう？　トーマ兄様はお母様のように僕のせいで死んだのかと、毎日泣いて……とても見ていられなかった」

「ッ!!」

　言葉に詰まるトーマに代わり、レイヴンがぐっと身を乗り出した。瞳に、赤が交じり始めている。

「だから、それが分からないように中毒にしてやったとでも言いたいのか。トーマがてめえの元を離れたのは、てめえのその偽ぎ善ぜん者しやぶった態度の裏にある傲ごう慢まんのせいだぞ」

「そのとおり。あの子も帝国も、私は傲慢にも一生背負うつもりだった。その覚悟がなければ、易やす々やすと人間を辞めたりはせんよ」

　気負いなく言い切る姿に漂う威厳。虜りよ囚しゆうとは思えぬ堂々たる態度が、レイヴン以下全員の反論を封じる。

「グ、グレイドル様だって、一度拾ったものは最後まで面倒を見るとおっしゃっていました！」

　謎なぞの衝しよう動どうに突き動かされるまま叫さけんだブランシェに、ギルディアスは奇き妙みように優しい笑えみを向ける。

「神子姫様、あなたなら分かってくれるのではないかな？」

「え？」

「あなたは『普通の女の子』の道を捨て、神子姫となった。言うなれば人間を辞めたような……」




「黙だまれ！」




　響ひびき渡る「染心」は、「染心」を得意とするため強い抵てい抗こう力りよくを持つギルディアスより、むしろブランシェやトーマに強く作用した。口をぱくぱくさせている二人にしまった、という顔になったレイヴンは慌てて「しゃべっていい」と命じ、改めてギルディアスを睨みつける。

「疑うことを知らない姫さんに、余計な話を吹き込むんじゃねえよ」

「……なるほど、本当に面倒見のいい男だ。確かに私たちは、意外に似た者同士なのかもしれないな、グレイドル。だからこそ、反発も覚えるのだろう」

　おかしそうに笑ったギルディアスが、標的を変える。

「ではお前はどうだ、グレイドル。お前も、人間を辞めたいと思ったことはないのか？」

「……なんだと？」

「騎士団内の醜みにくい出世争いに辟へき易えきし、お前はすっかり荒んでしまった。先日トーマは、ここで私にそう言って嘆なげいてみせたものだ」

　レイヴンは無言でトーマを睨んだ。

「も、もちろん、今はだいぶ元に戻られました……きっと神子姫様のおかもが」

「トーマ、うまいか、そうだな、お前が客に出せる菓子だもんな!!」

　レイヴンがギルディアスの手元から奪った焼き菓子を、元部下の口に突っ込んで黙らせる。ギルディアスは「仲が良いことだ」と微笑みながら続けた。

「トーマも手た綱づなを握るのに苦労しているようだが、騎士団などまだ序の口よ。お前も司令官職に在ある人間だ、何度か帝国評議会に出たことがあるだろう？」

　帝国評議会とは、オリオロンを構成する国家群の代表者が一堂に会する議会のことだ。一度だけその場に連れて行かれたことを思い出し、ブランシェも背筋がひやりとした。

　といっても新たな神子姫としてのお披ひ露ろ目めに引っ張り出されただけで、滞たい在ざい時間は短かった。しかし露ろ骨こつな値ね踏ぶみの視線の中、背筋を伸ばしているだけで精せい一いつ杯ぱいの時間は異様に長く感じられたものだ。

「私にはあそこにたむろする『魔族』顔負けの魑ち魅み魍もう魎りようを取りまとめ、この帝国を維持する責任があるのだ。お前と同じぐらいの歳の時は、『魔族』を作成し、臣しん民みんを騙だますことが苦痛で仕方がなかったが……自分が矢や面おもてに立つと、考え方も変わるものさ」

　レイヴンも、帝国評議会での不快な記き憶おくを辿たどっているらしい。眉み間けんにしわが寄ったが、より不快な記憶がギルディアスへの共感を断たち切ったようだ。

「──だからクリスを殺した挙あげ句く、二人揃って人間辞めさせてくれた訳か。ありがてえ話だな」

　飴あめ色いろに光る高価な木材で作られた卓たくに、彼はばん、と音を立てて手を突いた。レイヴンの現在の腕力であれば卓を真っ二つにしてもおかしくないのだが、かろうじて力を制せい御ぎよしたらしい。

「要するに、今のクリスについてはあんたも何も知らない訳だ。それが分かりゃ十分。帰るぞ、トーマ、姫さん。じゃあな、殿下」

　話は済んだとばかりにレイヴンが立ち上がったので、ブランシェもトーマも慌てて従う。ギルディアスは別段引き留めようともしなかったが、いきなりブランシェに声をかけてきた。

「神子姫様、お父上はまた別の屋や敷しきを購こう入にゆうされたそうだ」

　室外に出る寸前でかけられた声に、ブランシェは小さく肩を跳はねさせた。神子姫に選せん抜ばつされた娘むすめによって莫大な報奨金を得たため、変わってしまった両親の話題は「染心」を使うまでもなく彼女の心を縛しばる。

「酒量も増える一方のようなので、よければ有能な執しつ事じを派は遣けんして、健康に眼を配るように言いつけておこうか」

「……はい。お願いしま……」

　うつむき、小さくうなずいたブランシェの耳に浅黒い手が当てられた。不機嫌そのものの顔をしたレイヴンが、振り返って彼女の耳を塞ふさいだのだ。

「グ、グレイドル様？　あの、殿下にあまり『染心』を使ってはいけませんよ？　もしも中毒になられたら、あなたに会うために神しん殿でんの扉に穴を開けてしまうかも」

　急接近に不思議なざわめきを覚える一方で、自分の耳を塞いだのはギルディアスに「染心」を使うつもりかという心配が込み上げてきた。だがレイヴンは通常の、しかし限りなく低い声でこう命じるに留めた。

「姫さんをいじめるな」

「失礼な男だな、私は彼女のために」

「分かってるくせに、しらばっくれるんじゃねえ。黙って有能な執事とやらを派遣しておけば、それで済む話だろ。……あんたと俺は違う、俺はちょっと面倒を見てるだけだ、あんたがしてることは支配だ」

「面倒を見るのと支配するのは、実態はそれほど変わらないのではないかね？　されるほうとしては、むしろはっきりと支配してやったほうが、疑いを抱かずにいられる分、幸せということもあり得るだろう？」

　言葉遊びを面白がるようにギルディアスが問うと、レイヴンは一瞬黙った。

「グレイドル様……？」

　何を話しているのか気になって仕方がないブランシェをちらっと見てから、短く答える。

「……俺はあんたみたいには、絶対にならねえ」

　言いながらブランシェの耳を塞ぐのをやめたレイヴンは、当とう惑わくしているブランシェの手を引いて歩き出す。

「お前はいつか、私に感謝するだろう、グレイドル」

　予言めいたギルディアスの声に首をひねりながら、ブランシェは引っ張られるまま素直に部屋の外に出た。

「そして、神子姫様。あなたもな」

　ギルディアスの声が追いかけてくる。レイヴンの指に力がこもり、ブランシェはかすかに眉まゆを寄せた。







　トーマはルーベランと少し王城で過ごしてから戻ると言った。ブランシェはレイヴンと連れ立って、神子神殿への帰り道をゆっくりと歩く。レイヴンの正体を露ろ見けんさせないため、城を出る時に勧すすめられた供の類たぐいは断った。

　気付けば秋の陽ひはすでに落ちている。吸血鬼にとっては過ごしやすい時間帯に入っており、だからこそギルディアスはこの時間の面会を指定したのだろうが、隣となりを歩くレイヴンの顔は険しい。

　最後にギルディアスと、何を話したのだろう。気になったが、自分の両親絡がらみのことかと思うと切り出しにくかった。

　部屋を出た途端に素そっ気けなく放された手が、なんだか少し寂さびしい。異性との接せつ触しよくを禁じられている身ではあるが、長年そう言い続けてきたサーナキア自身から「英雄殿どのを鍛きたえるためにも、たまに不意打ちであなたから接触してやりなさい」と言いつけられている。

　だが実行するたび途と轍てつもなくレイヴンに怒られることは、先日「お膝ひざにちょこん」を避さけられたことでも明白だ。第一今の彼はあからさまに不機嫌という訳ではないが、妙みように声をかけづらい。

「わ、私から、手を握る、べき……？」

　何かをじっと考え込んでいる今のレイヴンなら、距きよ離りを詰めること自体は簡単そうにも思える。

　しかし距離を詰めた後、以前のように回し蹴げりを決めるならまだしも、手を握ろうと思うと妙に肩に力が入ってしまうのはなぜか。同じ状じよう況きようでもサーナキア相手なら、抱だきつくことだって可能なのに。

「それとも……」

　口づけ。

「ち、違ちがうわ！　何度もそんなことをしたら、私は……!!」

　神子姫としての力を失ってしまう。思いつきに、すうっと背筋が冷えた。

　──だが、『普通の女の子』なら、こんな時どうするのだろう。神子姫の道を選ばなかったら、ブランシェにも簡単に分かったのだろうか。

　母の声が、さっきのギルディアスの声が、なぜか繰り返し思い出される。化け物。人間を辞めた。

　──それでこそ、わたくしがお育てした神子姫様！

　そのたびに脳内サーナキアが極ごく上じようの笑顔で打ち消してくれるのに、また同じ声が聞こえるのはどうしてなのか。今までは、こんなことはなかったのに。

　揃って口を閉ざしたまま黙もく々もくと歩き、元々近い距離にある神子神殿の敷しき地ち内ないに入りかけた時だった。

「姫さん」

　レイヴンも、話しかける間合いを計はかっていたのだろう。押し殺したような声は、いつも響きのよい彼のものとしてはやけにこもっていて、聞き取りにくい。

「もし……もしもだ。もしも本当に、クリスが……生きているのなら」

　急きゆう激げきに暗くなってきたせいか、表情も分かりにくい。だがその分、レイヴンの懊おう悩のうはよく伝わってきた。

「あんたの力で……人間に戻してやってくれねえか」

「──はい！　もちろん!!」

　何をそんなに悩なやんでいるのかと思っていたが、当たり前の願いにブランシェはほっと胸を撫なで下ろす。だがレイヴンは、ますます申し訳なさそうに大きな体を縮こまらせた。

「悪いな、あんたに負担をかけると分かっていることを……」

「いいえ、滅めつ相そうもありません！　だって私は、神子姫ですもの。頼って下さって、むしろ嬉うれし」

「言うな」

　こもっていた声が一転、明めい瞭りようになった。「染心」を使った様子はないが、その声は妙に胸に刺ささる。

「わ、私はまた何か、おかしなことを言いましたか……？」

　出会って以来ずっと迷めい惑わくをかけ通しで、何度「あなたを人間に戻します」と宣言しても半信半疑の様子だった。そんな彼がやっと、自分自身のことではないが「頼む」と口にしたのだ。

　ようやく神子姫として信頼してもらえたと、そう思ったのに。

「いや……そうだな。あんたは、神子姫様だ。そうあってもらわないと、困る……」

　うめくような声が、苦いため息に変わった。

「……最悪だ。結局俺も、ずるいんだな」

「し、信じて下さい。至らぬ点が山ほどあるのは承知しておりますが、私、がんばりますから！」

　この機を逃のがすまいと必死のブランシェを見て、レイヴンははあ、とまた大きなため息をつく。

「……信じてるし、がんばってるのも知ってるよ。だから……いや」

　このままでは無む為いなすれ違いを延々と繰り返すだけと悟さとったらしく、彼はひとりで結論に達した。

「……あんたの負担を減らす方向で考えるべきか」

「グレイドル様？」

「なんでもねえよ、さっさと帰ろうぜ」

　ぶっきらぼうにそう言うと、レイヴンが心持ち足を速める。ブランシェも小走りにその後をついていった。










　オリオロンは周辺国家を併へい吞どんして成立した巨大な帝国であり、大小様々な国や地域を内包している。

　以前ギルディアスが危き惧ぐしていたように、水面下では利害関係の不ふ一いつ致ちによる摩ま擦さつや衝しよう突とつが発生していることはブランシェも理解し始めていた。だが神子姫により強固に守られた首都ラーラベル、およびその周辺地域は聖界騎士団が隙すき間まなく警備態勢を敷しき、「魔族」の襲しゆう撃げきや人間同士の争いを防いでいるため治ち安あんは安定している。

　そしてその安定の礎であり象しよう徴ちようであるため、ブランシェはほとんどラーラベルから出たことがない。そもそも、神殿を出ることが珍しい。

「ここがセルファデス……何度も名前を聞いた場所なのに、来るのは初めてね……」

　セルファデス、正確には旧パージェ公領セルファデス。ラーラベルにも通じるファレロ運河が流れる交こう易えきが盛さかんな区域であり、中でも今回訪れたラドは帝国内の様々な物資が集まってくる商売人の街だ。

　四日に及およぶ馬車での長旅の疲つかれを落とすために湯ゆ浴あみをし、早めの夕食も終わった。堅かたパンにチーズを載のせただけの食事を所しよ望もうしたのは、疲ひ労ろうしすぎて食欲が落ちているためと思われたようである。

　宛あてがわれた騎士団の詰め所である二階の一室に戻ってきたブランシェは、窓辺に立って行き交かうラドの人々を眺ながめていた。刻こく一いつ刻こくと夜に近づいていく夕ゆう映ばえの中、漂う水の匂においをかき回すようにしながら大勢が闊かつ歩ぽしているのが見える。

「もう遅おそいのに、とても楽しそう……」

　レイヴンに連れ出され、オリオロンの下町である円周街に久しぶりに行った時のことをぼんやりと思い出した。月と星以外に灯あかりのない闇やみの中、ごみ漁あさりをする男以外全く人ひと気けがなかった。

　無論あの時は完全に真夜中だったし、レイヴンに拉ら致ちされたも同然だった以上、人気がないところを選んでいたのだろう。夜間外出が取り締まられているようなことも聞いたが、何かと制約の多い首都に必死にしがみついているより、ここに住まう人々のほうが生き生きとして楽しそうに見える……

「あんまり外に顔出すなよ、姫さん」

　不意に後ろから声が聞こえてきた。眼の前に伸びてきた浅黒い手が、薄い緞どん帳ちようを引いてブランシェの姿を外から覆おおい隠かくす。

「あんたが姿を見せると、その辺の奴らが騒さわいじまう」

　相変わらずの着き崩くずした制服姿のレイヴンが、ブランシェに下がるように言いつける。先ほどまでは別室で眠っていたはずだが、吸血鬼にとっては今からが活動時間だ。

「そうですね、やはり神子姫という肩書きは効力がありますから……」

　どこか物もの憂ういものを残した顔で振り返ったブランシェは、まだかすかに湿しめり気の残る髪を無意識にかき上げた。母の手でこの髪が茶色く染められていた時を、思い出す。

「……ああ、まあ、そうだな」

　奇妙に大人びた動作に釘くぎ付づけになりながらうなずいたレイヴンは、何か言いたそうな顔をしているサーナキアを牽けん制せいするように睨んだ。サーナキアが「おお怖い」と大おお袈げ裟さに後ずさるのを無視して、

「それより姫さん、そろそろ『天眼』を使ってくれるか？」

「……はい、分かりました！　やはり出現するのは夜が多いようですものね」

　そうだ、セルファデスに来たのは観光のためでも感傷に浸ひたるためでもない。できれば早めに帰き還かんを、と再三言われているのだから、気合いを入れなければ。

「お願いね、サーナキア」

「ええ、神子姫様」

　いつものようにサーナキアに頼み、「天眼」を開く。五感が閉ざされ、代わって目覚めた感覚を外へ外へと広げていく。

　だから、レイヴンとサーナキアの会話も聞こえない。

「……一応俺もいるってのに、当たり前みたいに、『顔だけ吸血鬼』を頼たよるんだな」

「妬やいていらっしゃるのですか？　仕方がないでしょう、神殿ならとにかくこの場で危険な単語を口走る英雄殿より、わたくしのほうが頼りになりますからねえ」

「そういう意味じゃねえ。分かってるだろうが、顔だけ教育係。姫さんに体力を削けずらせて、『天眼』を使わせなくても……」

　苦いレイヴンの声に耳を傾かたむけることもないまま、「魔族」の気配だけを追う。追って、追って、追えるだけ追いかけて。

「……っ!!」

　はっと眼を開くと、レイヴンの顔が近くにあった。

「おい、大丈夫か、姫さん!!」

　軽く肩を揺ゆすられ、ブランシェは自分が床ゆかにへたり込む寸前であることに気づいた。どうやら「天眼」の範はん囲いを広げすぎたようだ。

「申し訳ありません……気配はいくつか感知できましたが、いずれもそれほど強くはありませんし、その、普通の『魔族』です。ハーテル様と思おぼしきものは……」

　運河があるせいだろう、水すい棲せいの「魔族」が周辺に何種類か検知できたが、それ以外の気配はない。騎士団の守りは堅けん牢ろうであるらしく、街中に入り込んではいないようだ。

　だが、「神魔」ならどうだろう。ちらりとサーナキアを窺うかがったブランシェの前、卓の上にレイヴンがセルファデスの地図を広げた。

「なるほど。じゃあ、ひとまずそっちの討とう伐ばつをしないとな。悪いが、この地図に『魔族』の居場所を書き込んでくれるか」

「天眼」を使った後のいつもの流れではあるのだが、ブランシェはやや意外な思いに打たれる。

「ハーテル様以外の『魔族』も、討伐なさるのですか？」

「普段は首都の防ぼう衛えいに専念している神子姫様に、せっかくここまでご足労願ったんだ。……クリスが見つかるとも限らねえし、見つけたやつは退治すべきだろ。そのための騎士団だからな」

　クリスティアンそっくりの「魔族」を見つけることはレイヴンの願いではあるが、同時に彼はブランシェ同様、帝国から俸ほう給きゆうを得ている身だ。「人のために働いても、何もいいことなんかない」とうそぶきながらも、人外の存在に堕おとされた今も、魂たましいがその本分を忘れることはない。

「やはりあなたは、すばらしい騎士ですね」

「……当然のことをしてるだけだ、一々褒ほめてくれなくていい」

「そ、そうですね……では私も、神子姫として当然のことをいたします」

　失言だったと反省したブランシェは、羽は根ねペンを借りて「魔族」の居場所を書き込んでいく。

「運河の中なので、流れに乗ってすでに移動している可能性もありますが、……彼らは人間に引き寄せられますから。近くの船せん舶ぱくや港には注意を呼びかけたほうがいいと思います」

　ギルディアスから押収した資料によれば、現在この世界にはびこる「魔族」の大半は彼らが生み出し、野に放ったものだ。倒される宿命を負った「魔族」は攻こう撃げき衝動に導かれるまま人を襲うが、一部は自然繁はん殖しよくしているような例もあるという。

　そしてさらにその一部が、「魔族」のもとである「神魔」のような力を取り戻し始めているという……

「ほほう、慣れない土地なのでどうかと思いましたが、セルファデスのほぼ全域を検知できましたか。さすがわたくしがお育てした神子姫様。容姿は冴さえませんが、『天眼』はますます冴えていますね」

　神子姫アルシェイラ。圧倒的な力を持っていたという初代神子姫。彼女に滅ほろぼされなかった数少ない「神魔」であるサーナキアが、いつもの微び妙みような言い回しで褒めてくれる。

　分かっている。彼はどんな「魔族」よりも厄やつ介かいな化け物であり、疫えき病びようを操あやつるという能力を振るえば本気でオリオロンを、それどころか人間世界を滅ぼしてしまうだろう。

　だが、時々何を言っているのかよく分からないことがあっても、一番肝かん心じんな部分においてはブランシェは確信している。

　アルシェイラには到とう底てい及ばないにしても、僭せん越えつながら神子姫の素養が高い自分のことをサーナキアは好きなのだ。だからブランシェが誠意ある努力を続けている間は、こうして側にいてくれるはず。

「ありがとうサーナキア、これからもがんばるわ」

「ふふ、あなたは本当に顔はとにかく、中身も実に愚おろかで愛らしいですよ」

　にこにこと微笑むサーナキアとのやり取りをうんざりと眺めていたレイヴンは、あえてのように乱暴なしぐさでブランシェの手元から地図を取り上げた。

「もういいんだな？　見せてくれ。ふん、なるほど……セルファデスを管かん轄かつにしてる騎士団の責任者とは顔見知りなんだ、言こと付づけを頼んでおこう」

「グレイドル様は、その、やはり、まだ戦線には出られないのですね」

　少々のためらいを挟はさみつつ確認すると、レイヴンは「俺だって、そろそろ前線に出たいんだけどな」とぼやいた。

「だが下手に出て戦うと、正体がばれる恐おそれがある。出るとすりゃ単独でってことになるだろう。どこかの顔だけ教育係が教えてくれた幻げん術じゆつは、ご大たい層そうすぎて俺には荷が重いんでね。特に戦せん闘とう中は」

　人間離れした腕力はまだしも、赤く変じる瞳と鋭い牙は明らかに「魔族」のものである。舌でも出しそうな表情で嫌いや味みを口にすれば、サーナキアはレイヴンを小こ馬ば鹿かにしたように見た。

「あなたはつくづく術の素養がありませんからねえ。というか、暴力の素養しかないんですけど」

「うるせえな、突とつ撃げき馬鹿は自覚してるよ。だから副官には、俺の足りないところを補ってくれる奴を選んできたんだ」

　レイヴンの副官。その言葉に対応する人物を、ブランシェは二人知っている。

「副官が……必要ですか？」

「……ほしいところだが、今は無理だろ。今のトーマを呼び戻す訳にもいかねえし。ただでさえ俺だけ司令官職を維持していることをいろいろ言われてるのに、これ以上悪目立ちする気はねえよ」

　ひとりはトーマ。そしてもうひとりには、場合によっては彼が今から、二度目の死を。

　いや、それを防ぐために自分がいるのではないか。

「……ハーテル様を、人間に戻せれば……」

「そうだな。そのために、寄よ越こせよ」

　くるくると地図を丸めたレイヴンは、ひょいと片手を差し出す。

「え、何をですか？」

「アルシェイラの資料。持って来てるだろ、どうせ」

「な、なぜ、それを……!!」

　驚きよう愕がくするブランシェに、レイヴンは呆あきれたようにため息を零こぼす。

「あんたのやりそうなことぐらいお見通しなんだ。ほら、足元がふらついてるぜ、いいから寝てな。寝てる間に、俺が少しでも読み進めておく」

　しっしっ、と寝しん台だいに追い払うしぐさを見て、サーナキアが紅あかい瞳を潤うるませた。

「なんという優しい気き遣づかい……！　英雄殿の読書速度を考えると、本当にただの気遣いの域を出ないところが、さらに涙を誘さそいますね……!!」

「うるせえな、何もしねえよりましだろうが!!」

　牙をひらめかせて言い返すレイヴンに、ブランシェは恐きよう縮しゆくして頭を下げた。

「も、申し訳ありません……」

「……あのな、姫さん。あんたにクリスを人間に戻してほしいと頼んだのは俺だ。そしてこの件について、俺は資料漁りぐらいしか手助けできねえんだと、前に言っただろ。互いに義務を果たしているだけだ、一々謝るな」

「いえ、神子姫としての成長は私の義務です！　それをあなたにお手伝いいただくのは……サーナキア？」

　言い募つのるブランシェの耳元に、サーナキアが後ろからそっと唇を寄せてきた。レイヴンがむっと眉を寄せたが、サーナキアとのこの程度の接近はいつものことなので、きょとんとしたまま振り返る。

「そうですよ、神子姫様。それにそこは、『普通の女の子』であれば他に言うべきことがあります」

　小さな耳打ちに、「え、そんなことでいいの？」と思わず聞き返してしまうが、答えはうっとりするほど美しい微笑みである。言葉ならぬ信頼をそこに感じ取り、ブランシェはレイヴンを振り仰あおいだ。

「レイヴン様」

　急に名前で呼ばれ、レイヴンが軽い動どう揺ようを示した。

「なんだいきなり、また『染心』とは卑ひ怯きよう」

「ありがとうございます」

　サーナキアには到底及ばないものの、ありったけの感謝を込めてブランシェは微笑んだ。途端にレイヴンの浅黒い顔にさっと朱が差す。

「……ば、だから別に、当たり前のことをしてるだけだって……」

「え、ええ、そうですよね、私も今、当たり前のことをしただけなのですが……」

　実際ただ、感謝しただけだ。名前で呼ぶこと、じっと眼を見ることだけはサーナキアに指示されたとおりだが、レイヴンはやたらと面おも映はゆそうにしているし、なぜかブランシェまで恥はずかしくなってきた。命令ではないから「染心」中毒に陥る心配もなく、そこはありがたいが。

「つーか、余計な入れ知恵してんじゃねえぞ、サーナキア！　元はと言えば、てめえがもっと協力してくれりゃ、姫さんに『天眼』を使わせる必要はないだろうが!!」

　赤い顔を隠すように、中途半端な角度から怒ど鳴なったレイヴンをサーナキアは平然と見返す。

「おや、どうしてですか？」

　冷れい淡たんな態度に、レイヴンの顔から少年めいた羞しゆう恥ちの表情が吹き飛ぶ。サーナキアは長い金髪をくるくると指に巻きつけながら、うっすらと微笑んだ。

「まあ確かに、私が本気を出せば、あなたのお友達が本当に『魔族』化されてそのあたりにひそんでいるかどうか、探さぐることはできますよ」

　金のまつげに抱かれた紅い瞳が、蔑みを帯おびて細くなった。

「ですが、彼はあなたのお友達でしょう？　わたくしには関係ありません」

「てめえ……」

「……サーナキア、やめて。お願い」

　いきなり険けん悪あく化かした空気に、ブランシェは堪たまりかねて割って入った。

「この間も、それでけんかしていたでしょう？　もうやめて。あなたは確かにグレイドル様の師し匠しように当たるけれど、言っていいことと悪いことがあるわ。どうしてグレイドル様には、そんなにひどいことを言うの？」

　先日ギルディアスを訪ねた日の深夜、二人が言い争いをしているところをブランシェは目もく撃げきしていた。レイヴンがサーナキアにクリスティアンの検知を依頼し、サーナキアはすげなくそれを撥はねつけたのだ。

『王城にご一緒しなかったのも、どういう話になるかは大体分かっていたからです。わたくしは神子姫様以外の人間にも失敗作の『魔族』の末路にも、興味はございませんので』

　ちなみにブランシェがなぜそれを目撃できたかというと、アルシェイラ関連の資料を読もうとしてこっそり談話室に行ったからである。言い争いを中断した二人に挟まれ自室に連行され、寝台に入って眼を閉じるところまで監視されたことは記憶に新しいが、今思い出すべきはそこではない。

　サーナキアが自分に向ける感情は分かっている。でも、サーナキアがレイヴンに向ける感情がいまいちよく分からない。

　考えてみればサーナキアにも、自分以外これといって親しい人間はいない。神子姫以外の人間に価値を見み出いだしていないらしいので当たり前とも言えるが、レイヴンのことは一体どう思っているのか。

「サーナキアはグレイドル様のことも、結構好きだと思うんだけど……違うの？」

　サーナキアとレイヴンが同時に眼を丸くする、という珍しい現象が起こった。次の瞬間サーナキアはふふふ、と喉のどの奥で笑い、レイヴンは苦にが虫むしを嚙みつぶしたような顔でそっぽを向いたが。

「おやおや、あなたは本当に神子姫様ですねえ。そうですね、ある程度認めてはいますよ。ですが……」

　ブランシェとレイヴンを順繰りに見やって、サーナキアは思わせぶりに言葉を切った。

「……まさか」

　あることに思い当たり、ブランシェはごくりと喉を鳴らす。

「グレイドル様が、あなたをサーナキア大先生と呼ばないから……」

「成長されましたね……」

「違うだろ！」

　目め頭がしらを押さえるサーナキアを睨みつけ、レイヴンはぐいとブランシェの手を引く。

「いいんだよ、あんたはそれぐらいの理解で。とにかく、もう寝ろ」

「は、はい」

　サーナキアとの接触なら特になんとも思わないのだが、たまにレイヴンに触ふれられるとなんだかどきどきしてしまう。「吸きゆう精せい」を受けている様子もないのだけど、と首をひねりながら、ブランシェは素直にうなずいた。

「そうですね、少し眠って、体力を回復させたらもう一度『天眼』を使えると思います。ハーテル様と思しき目撃情報は、やはり夜間のほうが多いようですし」

「……ああ、そうだな。俺はここで資料を読んでいるから、よろしく頼む」

「はい、お任まかせ下さい！」

　また「頼む」と言ってもらえた。張り切って宣言し、寝台に横たわったブランシェを曖あい昧まいな表情で眺めていたレイヴンだったが、その肩をサーナキアがちょいと突いた。

「なん、どお!?」

「はいはい、落とさないで下さいね、貴重な資料なのですから。あと、ここの騎士団への報告は私がやっておきます。どこかの不器用な英雄殿に任せておいて、ぼろが出ても困りますからねえ」

　歌うような声で皮肉を発した美しい後ろ姿が遠ざかっていく。ブランシェが持ってきていた資料をいきなり何十冊も押しつけられたレイヴンは、「見てろ、いずれ灰に還かえったてめえを白地図海に散布してやるからな……」と呪のろいの言葉を吐きながら読書を始めた。







　異変が訪れたのは、その翌日。黄昏たそがれの闇が窓の外を染め始めたあたりだった。

　昼過ぎに一度「天眼」を使ったが空から振ぶりだったので、ブランシェは夜に備えて昼寝をしていた。

　昨夜、時間を置いて何度か「天眼」を使ったのだが、結果は変わらなかったのだ。細こま切ぎれの睡すい眠みんが少々堪こたえてはいるが、「魔族」の大だい規き模ぼな襲撃が起こった際にはこのようなことは珍しくないので、睡眠にはある程度融ゆう通ずうを利かせることができる。

「……ほっせぇのに頑丈な姫さんだよな」

「ええ、ですから過分な同情などは不要ですよ、英雄殿。あなただって前線に出ていた際は、何日も徹てつ夜やを強しいられるようなことがあったでしょう？　それと同じことです」

　眉間にしわを寄せて細かな文字を読み進めるレイヴンの正面、焼き菓子を摘つまみながらサーナキアが優雅に答える声をうつらうつらしながら聞いていたのだが、突然激しい叩こう扉ひの音が聞こえてきた。

「も、申し訳ありません神子姫様、例の『魔族』が出現しました！」

　付近を警護している騎士団の伝令だった。扉の向こうから響き渡る悲鳴のような大声に、ブランシェは寝台から飛び下おりる。サーナキアがすばやく扉を開き、報告を聞いて瞳を赤く光らせたレイヴンを見せないように、伝令に顔を近づけた。

「どちらです。方向を正確に教えて下さい」

「あ、サーナキア様……」

　やけに近い距離にぽっと頰ほおを染めた伝令だが、すぐに職業意識を取り戻したようだ。

「に、西です。運河沿いに広がる、草原……荷運びをしていた水夫が何人か、奇妙な歌を聴きいてふらふらした直後襲われ、血を吸われて……」

「死んだのですか？」

「いえ、一命は取り留めました。お聞き及びでしょうが、おかしな『魔族』でして、奴め、ちょっと人間を襲うとすぐ逃げてしまうので、今まで死者は出していないのです」

　改めてそれを聞いて、レイヴンはサーナキアの背後で嬉しいような悲しいような、複雑な顔をする。クリスティアンらしいと、そう思っているのだろう。

「例の『魔族』に間違いないのですね？」

「ええ、灰色の髪の、細身の男という目撃情報とも一致しています。セイレーンなら血を吸ったりしませんし、大体男じゃないですから」

「わたくしほど美しければ、性別など無関係に流し目ひとつで船ぐらい沈しずめられますけどねぇ」

　艶えん然ぜんと微笑むサーナキア、見とれる伝令、生気のない眼でそれを眺めるレイヴン。一方ブランシェは、サーナキアに誰かが見とれるなど当たり前なので特に気にせず、「天眼」に必要な情報を反はん芻すうしていた。

　様々な「魔族」の素養を持っていると言われていたクリスティアン。歌は船乗りを惑まどわすセイレーンの、血を吸うのはもちろん吸血鬼の能力だろう。

「犠牲者は奴の仲間にされている可能性がありますので、聖職者による封魔結界を張り、厳げん重じゆうな監視下に置いてあります。恐れ入りますが神子姫様、『天眼』の使用をお願いします!!」

　実際はオリオロン王家が作成した吸血鬼は「染心」は使えても、伝承にあるような吸血により仲間を増やす能力はないという。だからレイヴンに血を吸われたトーマも吸血鬼にはなっていないのだが、上層部がいまだ秘ひ匿とくしている情報を知らない騎士団としては当然の処置だろう。

「分かりました。……サーナキア、お願い！」

　セルファデスの地図を頭の中に展開させながら、伝令を帰したサーナキアを呼んで「天眼」を開く。後ご手てに回ってしまったことは悔くやしいが、ある程度体力がある時に報告が来ただけでも喜ぶべきだろう。

　五感が消え失せていく。残された「天眼」だけを頼りに、世界を「視みる」。

　だからまた、男たちの会話も聞こえない。

「サーナキア。てめえは、一体姫さんをどうしたいんだ？」

「決まっているでしょう。アルシェイラのように」

「なら、どうして俺に姫さんをけしかける？」

「おや、あなたは神子姫たらんとするブランシェの決意を鈍にぶらせるほどの存在なのですか？　増長速度だけは人並み以上とは、わたくしの教育が至らぬせいですね……」

「俺に噓うそ泣なきは通用しねえぞ。……認めろ。てめえは自分で思ってる以上に、姫さんの『染せん心しん』にかかってるんだよ。だから今のままの姫さんを、ちゃんと受け止めてやれば」

「なるほど、さすが騎士の誓ちかいを立てただけのことはあります。本物の騎士とは忠誠を捧げた姫のあくまで騎士に留まり、ただ主君の幸福のために戦うものですからね。ですが英雄殿、あなたは美しい勘かん違ちがいをしていらっしゃるようだ」

　ブランシェを下等生物として睥へい睨げいしたのと同じ、「神しん魔ま」の眼をしてしゃべるサーナキア。その声を聞けないまま、ブランシェは懸けん命めいに「天眼」の範囲を広げ続けていた。

　やがて昼の空振りが噓うそのように、呆あつ気けなく手て応ごたえを感じた。「魔族」以外何も感知できない異様な世界の中、一ひと際きわ異い彩さいを放つ──……

「……うっ……!?」

　違い和わ感かんを通り越した不快感に襲われ、「天眼」を維持できない。口元を押さえてしゃがみ込んだブランシェを、強い腕が支えてくれた。

「どうした、姫さん、失敗か!?」

　レイヴンだ。その手の感かん触しよくに一瞬胸が弾はずんだが、体験したことのない不快感が強すぎてすぐに上うわ書がきされてしまった。

「い、いえ、検知はできたと、思いますが……」

「分かる」、いや、「分かりすぎた」。他の「魔族」の印象が消えたぐらいだ。

「申し訳ありません……ちょっと、気持ち……悪くて」

　無節操に様々な「魔族」の素養を開花させられた「つぎはぎの怪物」。覚悟はしていたつもりだったが、ここまでおぞましい感触を受けるとは思わなかった。

　夏に起こった事件の後、「天眼」はほぼ安定していたから余計にそう感じるのかもしれない。クリスティアンに付与された可能性がある多くの能力のうち、どれが実際に備わっているのか知りたかったのだが、正直それどころではなかった。

「それほど強力な『魔族』では、なさそうですが……申し訳ありません、ちょっと、待って……」

　吐き気と戦うブランシェを、サーナキアは感心したように見やる。

「おお、これが検知できましたか、さすがわたくしがお育てした神子姫様」

「……無理もねえ。『神魔』とはまた別の方向で、通常の『魔族』とは違うという話だからな。吐いたほうが楽か？　桶おけでも持ってきてやろうか」

　のんきな感想を漏もらすサーナキアを放置して、レイヴンの大きな手がブランシェの背をさすってくれる。

　あたたかい。優しい。母の手の記憶が、脳のう裏りをかすめる。

　だが母と違うのは、そこに交じるのが苦みではなく奇妙な高こう揚よう感かんであることだ。吐き気は収まってきた、収まってきたが……

「大丈夫ですか？　神子姫様」

　レイヴンの反対側から伸びてきた白い手が、ブランシェを抱き寄せる。あ、てめえ、とレイヴンがうなる声は、耳元に響いた柔やわらかな声にかき消された。

「英雄殿にここぞとばかりにいやらしく撫で回されるよりも、わたくしが抱き締めて差し上げるほうが、安心するでしょう？」

「ええ……そうね。グレイドル様が私なんかに、そのようなお気持ちを抱くはずがないけど……安心感は上ね……」

　このままレイヴンに背をさすられていると、吐き気以外の何かが込み上げてきそうだった。そういう意味では慣れ親しんだサーナキアに抱き締められたほうが、よほど安心はする。

　一方レイヴンは、空振りさせられた手を戻して深々とため息をついた。

「しかし……あんたにそれほど気分の悪い思いをさせるような化け物に変えられているのか、クリスは」

　苦にが々にがしい声が、ブランシェの口の中まで苦くする。しばしのためらいの後、彼は地図を広げてみせた。

「……場所は分かるか？」

「はい……もう大丈夫よサーナキア、ありがとう。西の……ここです」

　二人の協力により、だいぶ吐き気は収まった。サーナキアに礼を言って離れたブランシェは、青ざめた指先で地図上のある一点を指し示す。

　熱っぽい眼でサーナキアを見ていた伝令が言ったとおり、方向はセルファデスの西だ。しかし場所はやや離れて、草原の向こうにある深い森の奥、山に突き当たるあたりに、おぞましい気配は留まっていた。

「ベルミとの境目か。セルファデスとは行政区画が別だから、それぞれの管轄騎士団がぶつかって、眼が届きにくいところじゃある。クリスらしい隠れ家と言えるか……」

　レイヴンも付近の事情は、政治的背景を含めて頭に入っているらしい。即座にそうつぶやいてから、軽く頭を振る。

「いや、決めつけるのは早計だな。……悪いが、来てくれるか、姫さん。ぶつかりゃ実際の能力は分かるだろうが、その前に逃げられちゃ困る」

「もちろんです！」

　頼りにされている。誇ほこらしさに胸ふくらませて答えれば、レイヴンは苦い顔でサーナキアを振り仰いだ。

「……おい、大先生よ。てめえは」

「今回はお供しましょう。わたくしにとってはただの失敗作ですが、神子姫様にそれほどの衝しよう撃げきを与える存在ならば、気になりますからね」

　それに、やっと大先生と呼んでいただきましたので。にこっと微笑んだ彼が、当たり前のようにブランシェの手を取る。

「さ、行きますよ、神子姫様」

「ええ！」

　力強くうなずく二人の後ろを、レイヴンは一瞬だけ自分の手を見つめてから無言で追いかけた。
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　以前トーマの報告にあったように、クリスティアンと思おぼしき「魔族」に群れを率ひきいているような様子はない。ブランシェが検知したのも一体だけだった。

　元々秘ひ密みつ裏りに事態を片付けるため、ブランシェまで派は遣けんされたのだ。セルファデス一帯を警備する責任者に後は任まかせるよう言い置いて、ブランシェたち三人は詰つめ所しよを後にした。

　秋の陽ひが落ちるのは早く、外はすでに真っ暗だ。ラドの街を出るまでは自制したのか、レイヴンはおとなしく馬車に乗り、人間を装よそおっていた。

　だが郊こう外がいに出て馬車を帰した直後、何も言わずにブランシェを抱かかえ上げた。

「きゃ……!?」

「あんたに我が慢まんできる最大限の速度で行く。苦しい時は言えよ！」

　よほど気が急せいているのか、サーナキアには断りもなく彼は恐おそろしい速さで走り出した。

「どうでもいいですけど、わたくしに神み子こ姫ひめ様を運べ、とは言わないのですねえ。あなたは来きたるべきご友人との対決に備え、少しでも体力を温存する必要がおありでしょうに」

　どうということもない顔で並走しているサーナキアに、レイヴンはぼそりと言った。

「じゃあ代わるか」

「申し訳ありません、わたくしは重いものはあまり持ちたくなく」

「そう言うと思ったぜ。大丈夫だ姫さん、多少筋肉があろうが、あんたは軽……いや、俺の腕わん力りよくを舐なめるな」

　必死になって少しでも体を浮かせようとしているブランシェを一いち瞥べつし、レイヴンが静かにつぶやく。その眼はすでに、赤い色を帯おび始めていた。

　出世していくレイヴンへの警告として罪を着せられ、処刑されたクリスティアン。レイヴンの元副官であり、親友。彼の家を維い持じするために、レイヴンはいまだに家や賃ちんを払って定期的に部屋の掃そう除じなども手配している。

　その彼と、これから戦うことになるかもしれない。人間に戻もどす術すべも見つからないまま、最も早はや話など通じないただの化け物になっているかもしれない親友と。

「……グレイドル様、そのまま支えていていただけますか。『天てん眼がん』を使います。場所を移動しているかもしれませんから」

「……悪い」

　気まずそうなつぶやきに、ブランシェはちょっとだけサーナキアを見た。サーナキアは、それでいいですよ、と微笑ほほえんでくれる。

「悪いではありませんわ、グレイドル様」

　これでいいのかしら、と思いながら言うと、レイヴンはわずかな間を置いて染しみ入るような笑えみを見せた。

「……そうだな。ありがとう、ブランシェ」

　これは「染せん心しん」ではない。

　ただ眼と眼を合わせ、名前を呼ばれて、感謝の言葉を述べられただけだ。血を吸われた訳ではなく、ルーベランが得意とするような「吸きゆう精せい」能力もレイヴンにはないはず。

　でもなぜか、心臓がばくばくする。

「が、がが、がんばり、ます!!」

「天眼」の行使に影えい響きようが及およびそうなほど跳はねる胸を抑おさえて、必死に五感を捨て去る。途と端たんに心地ここちよい動どう悸きは、胸のむかつきにすり替わった。

「はぁ……っ、う」

　おおよその場所は分かっているので、範はん囲いを狭めた分相手の能力もはっきり分かるはず。だが、気持ち悪い。気持ち悪い。気持ち悪い!!

「……い、姫さん、もういい、やめろ!!」

　真まっ青さおになってぐったりしているブランシェの頰ほおが、軽くはたかれた。いつの間にか立ち止まったレイヴンが、顔を覗のぞき込んでいる。

　気き遣づかいはありがたいが、ブランシェには今すぐ彼とサーナキアに伝えなければならないことがある。痺しびれたような手を伸ばし、眼がん前ぜんに広がる森を指し示した。

　もう「天眼」を開く必要はない、むしろ開くべきではない。鋭えい敏びんすぎる感覚を打ちのめされ、「天眼」そのものに対する嫌けん悪お感かんを抱いだいてしまうかもしれない。

「……すぐそこまで、来ています！」

　目当ての気配は、確かに移動していた。ラドを出る前は奥で息をひそめていたはずの森を抜ぬけ、自分たちのすぐ側まで来て、普段から張り巡めぐらせている検けん知ち網もうを汚お染せんしている。

　ブランシェがそう指し摘てきした直後、草原を渡る風に交まじってかすかな歌声が聞こえてきた。

　惑まどわしの力を帯びた、どこか哀あい愁しゆう漂ただよう旋せん律りつ。水夫たちから抵てい抗こう力りよくを奪うばった、セイレーンの歌声だ。

　慌あわてて耳を塞ふさいだブランシェの夜に慣れ始めた眼に、膝ひざ丈たけほどの草をかき分けて鈍にぶい銀色のものが映る。

　月明かりに灰色の頭とう髪はつを輝かがやかせながら、ひとりの若者がふらふらとこちらに歩いてきた。年ねん齢れいや身長はレイヴンと同じぐらいだが、彼よりはやや細身だ。ささやくような歌声が漏もれる唇くちびるの脇わきにある、小さなほくろが妙みように目立って見えた。

　血の気の失せた真っ白い顔は不気味だが、造ぞう作さく自体は優しげに整っている。この年齢と状じよう況きようでそう見えるのだから、神子姫候補であったその昔着せられていたというドレスはさぞかし似合っただろう。

　しかし現在の彼は、ぼろぼろになった騎き士し団だんの制服を着ている。出会った当初のレイヴンと比べると少ないが、いくつかの勲くん章しようがいまだにその胸を飾っていた。

「……ほう、これはまた」

　サーナキアが、物もの珍めずらしげに瞳ひとみを細める。

「間違いねえ……」

「魔族」としての格が高いせいだろう。セイレーンの歌声に影響を受けている様子はないが、眼前の存在それ自体がレイヴンの声をかすれさせていた。

「俺が見間違えるはずがねえ。クリス。クリスティアン・ハーテル!!」

　悲痛な呼び声に、「魔族」の若者……クリスティアンが赤い瞳でレイヴンを見つめた。
















吸きゆう血けつ鬼きの素そ養ようが強いのか、「魔族」としての力を使う際にその眼は赤く染まるようだ。しかしレイヴンを見た途端、土つち気け色いろの唇から流れる旋律は途と切ぎれ、眼の色も髪と同じような灰色になった。

「……れ、い……？」

　レイヴンの愛称と思しきものが、耳みみ障ざわりな響ひびきを伴ともないながら吐はき出される。

「……くる、なっ」

　苦しげに顔を歪ゆがめた彼は、接近を拒こばむように両手を突き出す。

　だがそれも束つかの間まのこと。無理やりレイヴンから逸そらされた眼は、ブランシェ、サーナキアへと流れた。

　そしてまたブランシェを見つめた時、彼の瞳は攻こう撃げき的てきな赤に染まっていた。歌うことこそやめたが、大きく開いた唇の中でとがった牙きばが躍おどっている。

　典型的な「魔族」の反応に硬こう直ちよくするブランシェの前に、無言でレイヴンが立つ。痛ましさに染まった緑の瞳が、変わり果てた親友を悲しそうに見つめていた。

「……俺が、分かるんだな。だから……出てきたのか」

　重い声は、ほとんど葬そう列れつに臨のぞむ者のそれだ。しかし実際の彼は、今から葬列を引き起こす処刑人になる可能性があるのだった。

「……グレイドル様……」

　吐き気を堪こらえながらその名を呼べば、背中越しに命令が言い渡された。




「誰だれも手を出すな。姫さんもサーナキアも、そこを動くな!!」




　響き渡る「染心」と同時に、レイヴンが地を蹴ける。あっという間にクリスティアンに肉にく薄はくした彼は、草を切り飛ばしながら戦せん闘とうを開始した。

「……おやおや。今のは、わたくしでさえ一いつ瞬しゆん拘こう束そくされかけましたよ」

　弟で子しの成長を喜ぶ教師の口く調ちようで言いながら、サーナキアがブランシェを助け起こす。

「相当負担が激しいようですね。神子姫様、検知網を完全に切りなさい。たとえ側に他の『魔族』が出現したとしても、どうせ今は『天眼』を開くことはできないでしょう」

「ええ、そうね、気遣ってくれてありがとう……」

　サーナキアに言われるまま、常じよう駐ちゆう状態にある検知網を閉じていく。神子姫の義務であるそれを完全終了させることには不安も感じたが、サーナキアの言うとおり、クリスティアンの側でこのまま検知を続けていたら身がもたない。

　今のブランシェにできるのは、「普通の女の子」のようにただ、祈いのるだけ。

「グレイドル様、がんばって……！」

　クリスティアンを下すこと自体は、それほど苦労はないはずだ。問題は彼と心を通じ合わせることができるか、それだけである。

「クリス！」

　案あんの定じよう、押さえつけることにはあっさり成功したようだ。暴れるクリスティアンの上に馬乗りになったレイヴンが、必死に友の名を呼び続けている。




「クリスティアン・ハーテル!!　眼を覚ませ!!　元のお前に戻れ!!」




　瞳を真っ赤に染めたレイヴンは、「染心」を試こころみているようだ。だが格下とはいえクリスティアンも吸血鬼であり、そもそも彼は強い衝しよう撃げきや時間の経過で解ける「染心」にかかっている訳ではない。レイヴン同様、もっと根本的な改造を受けているのである。

「ぐ、ぅ……」

　獣けもののようなうなり声を上げたクリスティアンが、隙すきを突いてレイヴンを撥はね除のける。はっはっと荒い息を吐くその右みぎ腕うでが、不意に一回り太くなった。

「!?」

　驚おどろくブランシェを尻しり目めに、制服の生き地じを突き破りそうなほどにたくましくなった腕をレイヴンに叩たたきつける。レイヴンもこれには驚いたらしく、胃の上をしたたかに殴なぐられて吹っ飛んだ。

「……ぐ、これは、吸血鬼じゃ、ねえな……ミノタウロスあたりか……？」

　吸血鬼も大たい概がい馬ば鹿か力ぢからだが、細い体に見合わないような筋肉の増強は別の「魔族」の因子だろう。

「見た目を変えられたくないと、おっしゃっていたそうなのに……」

「つぎはぎの怪物」という呼称を体現した戦い方は、あまりにも痛ましい。眉まゆ根ねを寄せるブランシェに、唇から血を垂らしながら起き上がったレイヴンが低い声で聞いた。

「……姫さん。こいつの細かい能力、分かったか」

「も、申し訳ありません、そこまでは……」

　ブランシェもそれを知りたいのは山々なのだが、クリスティアン特有の、ぐちゃぐちゃといろいろなものが混じり合った気配を感知しただけで「天眼」が揺ゆらぐのだ。居場所ぐらいは摑つかめるが、それ以上踏ふみ込んだ検知は難しい。

　そうしている間に、クリスティアンの腕は元に戻ったが、彼はその腕を押さえて苦しげに顔を歪めている。多た彩さいな能力を持つ「魔族」として恐れられてはいても、実際は本人にも数多くの能力を制せい御ぎよし切れていないのかもしれない。

「……だよな。それに、ひとつひとつ確かめている暇ひまはねえ。これ以上、罪を重ねさせるぐらいなら……」

　今ここで取り逃のがせば、次にうまく捕つかまえられるかどうかも分からない。早々に腹をくくった様子のレイヴンに、ブランシェは慌てて言った。

「早まらないで下さい、捕ほ獲かくが第一目的のはずです！　捕まえていただければ、後は私ががんばります。ハーテル様もあなたも、元に戻せるように……!!」

「……俺がのうのうと生き延のびてること自体、いろいろ思うところはあるんだぜ、姫さん。第一俺みたいに比ひ較かく的てき抑えが利きくならまだしも、この状態のこいつを拘束しておくのは限界があるだろ」

　冷れい酷こくなほどにばっさりと言い切ったレイヴンが、無言で構えを取る。

　対人用の鉄剣も対魔用の銀剣も抜く様子はないが、彼はむしろ剣を使ったほうが力を制御しやすいようなことを言っていた。単純に、親友に剣を向けることを忌き避ひしているのだろう。

「もう少し粘ねばってはみる。だが、まだ人の命を奪っていないとはいえ、こいつの手はもう血で汚よごれてるんだ。騎き士し団だんに身を置いた人間として……クリスが本当に誰かを殺す前に、終わりにしてやりたい」

　無教養な、田舎いなかの野や蛮ばん人じん。

　自みずからをそう卑ひ下げするレイヴンであるが、騎士の義務について口にする時の横顔はいつも、「染心」なしでブランシェの心臓を鷲わし摑づかみにする。

「サーナキア……」

　いてもたってもいられず、ブランシェはかたわらのサーナキアを見上げた。だがその冷たい眼の色を見て、ただちに考えを改める。

「──そう。いい子ですね、神子姫様」

　セイレーンよりもなお甘く、人を惑わせる響きが形良い唇から流れた。

「確かにわたくしは、『普通の女の子』であるあなたに『染心』を受けております。ですがそれは、あなたが何よりも神子姫として優すぐれていることが前提。己おのれの力が及ばぬことを理由にわたくしにすがるようなあなたには、なんの興味も持てませんよ」

　サーナキアがブランシェに望む基準は、アルシェイラなのだから。

「……ええ。分かってる……私の能力と努力が、必要な期限までに間に合わなかったのだもの」

　サーナキアが渡してきた資料には、必ず必要なだけの情報が含まれているはずなのだ。レイヴンの力まで借りながらそこに辿たどり着けなかったのは、ブランシェの落ち度である。

　ならば今、手持ちのカードからできるだけ有効なものを出すべき。

　決心したブランシェは、大きく息を吸ってからクリスティアンに語りかけた。

「ハーテル様。お願いです、グレイドル様を思い出して下さい」

「姫さん、よせ！」

　気け色しきばむレイヴンが見つけ出してくれた挿さし絵え。地に伏ふした怪かい物ぶつに手をかざすアルシェイラの、気高くも優しい微笑みを思い出す。

　本日も堅かたパンにチーズを載のせ、焼いて食べてきた。今なおサーナキアを「染心」で縛しばる理想の神子姫、今こそ力を。

「あなたを理り不ふ尽じんに奪われたことにより、この方は大きな衝しよう撃げきを受けていらっしゃいます。どうか戻ってきて、グレイドル様を支えてあげて下さい。その未来のために、私もできるだけ努力します。神子姫に選ばれた者として、義務を果たしてみせますから……!!」

　クリスティアンが目指した地位を得た者として、やれるだけのことはやらねばならない。

　そうでなければ、今ここでレイヴンが彼に手を下したとしても、後こう悔かいが残ってしまう。

「……そうだ、クリス。この姫さんは、いろいろアレなところもあるが、全体的にアレな教育係が認めるぐらいの素養を持つ神子姫だ」

　レイヴンも、「友」である自分の呼びかけが通じないなら「神子姫」に賭かけるしかないと思ったのだろう。大変迂う遠えんな言い方で、援えん護ごに回った。

「神子姫嫌ぎらいだった俺でさえ、この姫さんにやる気があることだけは認めざるを得ねえ。いや、勘かん違ちがいするなよ、俺はあくまで神子姫そのものについて言っているだけだし、姫さんは常にやる気全開すぎて逆に危なっかし」

「みこひ、め」

　愚ぐにもつかない友人の注ちゆう釈しやくなど、ほとんど耳に入っていないようだ。虚うつろな眼をブランシェに向けたクリスティアンは、ささやくように彼女を呼んだ。

　灰色の瞳が赤く染まる。優しい顔が、大きく開いた口に引きずられて醜みにくく歪む。

「クリス、よせ!!」

　レイヴンもまた深しん紅くに瞳を光らせて、ブランシェに飛びかかったクリスティアンを止めようと腕を振り上げた。

　しかし少々、勢いがよすぎたようだ。

「ぎゃうん!!」

　ぶたれた子犬のような声を上げたクリスティアンが、もんどりうって草原に転がる。人じん狼ろうの素養もあるのか、四よつん這ばいになった彼は、したたかに打たれた左の脇腹を庇かばうように体を丸めていた。

「わ、悪いクリス、大丈夫か!?　すまねえ、手加減が難しい……!!」

　ブランシェのような、性格はとにかく肉体的に普通の人間相手なら加減も覚えてきたし、サーナキアのような明らかに格上相手なら遠えん慮りよはいらない。だが総合的には自分に劣おとるものの隠かくし球を持っている可能性があり、かつできるだけ殺したくない相手となると腕力の調整が難しすぎる。

　それが結局、隙に繫つながった。

　痛みに、あるいはそれ以外の感情に瞳を赤く燃やしたクリスティアンが大地を蹴る。彼の眼はまっすぐにブランシェを見ていた。

「あっ……!?」

　ブランシェもまた、斜ななめ上から自分を見み下おろす瞳を見上げていた。逃にげようとしても、まだ「そこを動くな」というレイヴンの「染心」が有効なようだ。足に根でも生はえたかのように、動けない。

　このままではいけないと、思った瞬間だった。

　不意に脳のう裏りにひらめく、挿絵とそっくり同じアルシェイラの美び貌ぼう。確かに彼女だ、でもどこかが違う。

「……泣いて……？」

　強い意志を感じさせる澄すんだ瞳が、涙をたたえているように見える。

　なぜだろう。挿絵の彼女は、あくまで気高く、どこか冷酷にすら思える表情で手をかざしていたのに。

　しかし、違い和わ感かんを覚えていられたのはそこまでだった。アルシェイラに導かれるように頭のどこかで光が弾はじけ、その光を帯びた体が自動的に動く。

「姫さん……!?」

「これは……」

　彼女を庇おうと動いたレイヴンとサーナキアの、愕がく然ぜんとした表情も眼に入らない。まるで「天眼」を使った時のように、一点に集中した意識が他のものを遮しや断だんしている。

　だがあの挿絵と違い、ブランシェが動かしたのは手ではなく足だった。







「うわああぁぁっ……!!」

　再度草原に転がったクリスティアンの唇から、人狼とは違う悲鳴が上がる。

「神子姫様、足を下ろしなさい」

　冷静なサーナキアの声にはっとしたブランシェは、慌ててめくれた裾すそを整えた。遅おそまきながら、中空に飛び上がったクリスティアンを蹴りで沈しずめたことを自覚して青くなる。

「あっ!?　も、申し訳ありません、大丈夫ですか!?」

　慌ててクリスティアンに駆かけ寄ろうとしたブランシェだが、蹴ることはできても移動はできない。代わりにクリスティアンに近づきながら、レイヴンが呆あきれたような感心したような声を出す。

「あんた俺だけじゃなく、クリスにまで回し蹴りを決めるとは……確かに手を出すな、としか言わなかったけどな」

「ち、違ちがいます、今のは踵かかと落としです！」

「より高度な技じゃねえか。空中から飛びかかってきたやつを打ち落とすなら、回し蹴りのほうが簡単……それはそうと、もう動いていいぜ」

　すげなく断言したレイヴンは、呆ほうけたように夜空を見上げているクリスティアンの数歩手前で慎しん重ちように立ち止まった。

「……クリス。聞こえるか、俺だ。レイヴンだ」

　気配を察したらしい。半分夢の中にいるような顔はしているが、確かな理性と知性を備えた瞳が動き、レイヴンを捉とらえる。

　瞳の色は、灰色。長じるにつれ銀の輝きを失っていったという髪かみと、同じ色に戻っている。

「……レイ……？」

　友を視認した後、彼は頭ず上じように広がる秋の夜空を冷静な眼で読んだ。

「ここは……星の位置からすると、ラーラベルの近くのようだけど……？」

　教養を感じさせるしゃべり方は落ち着いていて、粗そ野やな雰ふん囲い気きは全くない。レイヴンの顔が、込み上げる感情にくしゃくしゃと歪んだ。

「俺が分かるんだな、クリス……!!」

　泣きそうにかすれた声で彼を呼んだレイヴンは、その側にしゃがみ込んだ。クリスティアンの上体をゆっくりと起こし、先ほど自分が打ちつけた脇腹を、ブランシェに蹴り落とされた背中をてきぱきと検分する。

「よし、骨は折れてねえ。気分はどうだ、クリス」

　聞かれても、クリスティアンは再びぼんやりした表情に戻っていた。煙けぶる灰色の瞳が、ブランシェのほうを向く。

「俺を、呼んだ光は……神子姫……ブランシェ様……？」

「は、はい、そうです!!」

　内心緊きん張ちようを覚えたブランシェだが、たどたどしさを含ふくみながらもクリスティアンの発音はしっかりしていた。先ほどまでのように、いきなり牙を剝むくような様子はない。

「ハーテル様……よかった」

　この状態であれば、今すぐ彼を退治しなければいけないことはなさそうだ。ほっと息を吐いているブランシェの横で、サーナキアははらはらと落らく涙るいしている。

「踵落としで正気を取り戻させるとは、さすがわたくしの面おも白しろ神子姫様……」

「まあ……では、グレイドル様にも踵落としを決めれば、人間に」

「おいやめろ、絶対違う！　さっきあんた、明らかに踵落としと一緒に妙な力を放っただろ!?」

　クリスティアンに肩かたを貸して起き上がらせながら、レイヴンが顔を引きつらせた。

「あ、え、そうでしたか？　確かに一瞬、アルシェイラ様のお姿が脳裏に浮かんだような……やはりお食事だけでも真ま似ねした甲か斐いがあったのでしょうか」

「いや、あんだけ資料を読み込めば……まあその、俺も妙な力ってことしか分からなかったけどな。そもそも俺は、術の類たぐいが得意じゃねえから」

　クリスティアンは二人の会話が聞こえているのかいないのか、友にもたれるようにして立ったまま、またぼんやりとあたりを見回している。そんな彼をサーナキアは、きれいに涙も乾かわいた瞳で観察していた。

「いずれにせよ、そこまで都つ合ごうのいい奇き跡せきが起こった訳ではなさそうですね。この男、『魔族』のままですし」

「うぷ、そ、そうよね……」

　口元を押さえ、ブランシェがうめく。無自覚ながら神子姫として何かの力を使ったのは事実らしく、触しよく発はつされて検知網が復活し、クリスティアンの気配を認識した途端に気持ち悪さがぶり返してきたのだ。

「神子姫様、とりあえず検知網を切りなさい。一応お聞きしますが、先ほどの力をもう一度使って、この男を完全に人間に戻すことはできますか？」

「どうかしら……追いつめられて、とっさに足が動いたという感じなの。とりあえず、もう一回踵落とし」

「やめろ、たぶんクリスが痛い思いをするだけだ。あんたに蹴られると、結構きついんだからな？」

　実感のこもった口調で忠告したレイヴンを、サーナキアは冷たい眼で見やる。

「おや、ではこの中ちゆう途と半はん端ぱな『つぎはぎの怪物』を、まさかこのまま連れ帰るおつもりで？」

「……当たり前だろ。せっかく姫さんが、こいつの理性を取り戻してくれたんだ。時間をかければ、完全に人間に戻せるかもしれない」

「そうですね。可能性の域を出ませんし、いつまた逆戻りするか不明ですが」

　切り返されてレイヴンが言葉に詰まる。代わってブランシェがサーナキアに頼んだ。

「サーナキア、私が気持ち悪くなるからと心配してくれるのは嬉うれしいわ。でも私も、ハーテル様を元に戻して差し上げたいの。『天眼』を鍛きたえる修行にもなるし、この方を人間に戻せれば、あなたが会いたがっているアルシェイラ様により近づくこともできるし！」

　だからお願い、と熱意を込めて頼めば、サーナキアは最近レイヴンがよくするようにため息をついた。

「……ここで『染心』とは。たまに、あなたはずるいですねえ」

「え、あ、あら、いつの間に……」

　やれやれ、と肩を竦すくめるサーナキアに、レイヴンも頭を下げる。深夜の談話室にて、していたのと同じように。

「俺からも頼む、大先生」

「あなたに頭を下げられましてもねぇ……」

「サ、サーナキア、ありがとう！」

「神子姫様、まだ承知していない相手に『ありがとう』は逆効果ですよ。相変わらず応用が利かないことで」

　さらなるため息を零こぼしたサーナキアが、おや、と瞳を動かす。つられて彼の視線を追ったブランシェは、クリスティアンがじっとサーナキアを見ていることに気付いた。

「美しい……あなたはもしや、サーナキア様、ですか……？」

　事態を完全に把は握あくしている訳ではあるまい。この場でサーナキアと向き合っていることへの違和感には気付いていないようだが、だからこそ彼の眼には、純じゆん粋すいな歓かん喜さがあふれていた。

「俺は、クリスティアン・ハーテル……ああ、お会いできて、光栄です……」

　一息にそう言ったクリスティアンの頭が、がくりと垂れた。完全に気を失ったようだ。

「おい、クリス！」

　かろうじて自立していた友人を慌てて支えたレイヴンだが、その反対側からサーナキアがそっと手を貸してくれる。

「お友達は、あなたよりよほど理性的で美的感覚に優れているようですね。ここまで正気に戻すとは、さすがわたくしの神子姫様。大丈夫ですよ、差し当たって神しん殿でんに運び込むところまでは、幻げん術じゆつでどうにかしましょう」

「お前案外分かりやすいな」

　半はん眼がんでサーナキアを睨にらんだレイヴンであるが、サーナキアの気が変わっては堪たまらないと思ったのだろう。それ以上は言わず、丁てい重ちような手つきでクリスティアンを抱え上げる。成人男性のひとりや二人、今の彼の腕力なら運ぶのは造ぞう作さもない。

「……そうか。お前はこの教育係に教えを受けたかったんだよな、クリス」

「そうだったのですね……」

　神子姫とその教育係への顕けん著ちよな反応の差に少し胸が痛んだが、仕方があるまい。踵落としを決めたのは事実だし、実際彼がどの程度まで人間に近づいたのか、そもそもどの程度まで「魔族」化されているかは不明なのだ。

「ですが神殿に運んだ後は、どうなっても知りませんよ、わたくしは」

　ひとまずラドへと引き返し始めたブランシェたちの後ろで、サーナキアが小さくつぶやいた。







　ラドを警備する騎士団が提案してくれた感謝の宴うたげも辞退し、ひたすらに馬車を飛ばして神子神殿に戻った一行は、人ひと気けのない大階段の下に馬車を停めた。

「レイの兄貴！」

　そこにちょうどよく、先さき触ぶれにより泡あわを食って駆けつけてきたトーマが姿を見せた。事情が事情であるせいか、護ご衛えい官かんの類はごく少数だけ伴っていた。

　死んだように眠り続けるクリスティアンを見た瞬間瞳を潤うるませたが、帝王代理補佐も板につき始めているトーマだ。すぐに毅き然ぜんとした態度に戻って、

「……ルーの護衛官だけでは足りないかもしれないですね。口の堅かたい術者を何人か派遣して、念のために兄上と同程度の封ふう魔ま結けつ界かいを張りましょう。レイの兄貴も、そうしたら安心して休んで下さいますよね？」

　レイヴンが不眠不休でクリスティアンの見張りを務つとめていることも含めて伝えてくれるよう、ブランシェは先触れに頼んでいた。レイヴンは苦笑いして、

「クリスは『魔族』としては、そこまで極きよく端たんに強くはねえんだが……用心に越したことはねえしな」

　適切な処置にうなずいたレイヴンが、ついとトーマから眼を逸らす。何が原因か、トーマはすぐに察した様子だ。

「兄貴」

「いい。もうお前の血は吸わない」

　長旅、クリスティアンとの戦闘、重なる徹てつ夜や。蓄ちく積せきした疲ひ労ろうが、吸血衝しよう動どうを強めているのだ。そのためレイヴンは、帰路ではブランシェを避さけるだけでなく、面倒がるサーナキアを自分の隣となりにずっと座らせるという徹てつ底ていぶりだった。

「しかし」

「寝て、ここの精気を吸収すれば、やり過ごせる。……お前だって疲つかれてるんだろう、顔色が悪いぞ。こんな時に、余計な気を回すんじゃねえ。……だが、術者の派遣は正直助かるよ。姫さんも、気を利かせてくれてありがとうな」

　しばらく眼も合わせなかったせいだろうか。ブランシェは頰が熱を帯びるのを感じ、トーマは再び瞳を濡ぬらした。

「確かに、疲れてはいますが……ですが何より……小官は嬉しくて」

　涙と感謝を宿した眼が、ブランシェにも向けられる。

「クリス様に関しては、あまりにも未知数のことが多すぎて……正直、兄貴につらい思いをさせるだけではないかと後悔も大きかったのです。しかし、たとえ不完全であるにしても、この方に理性を取り戻して下さるとは……!!　さすがです、神子姫様」

「い、いえそんな、私はただ、毎食堅パンにチーズを載せて食べていただけで……」

「ええ、さすがわたくしがお育てした神子姫様ですね……」

　便びん乗じようして瞳を濡らすサーナキアを、レイヴンはきれいさっぱり無視した。

「落ち着けよトーマ。まだ、クリスを完全に人間に戻せると決まった訳じゃねえんだ。姫さんに余計な圧力をかけるな」

　渋しぶい顔をするレイヴンの隣で、ブランシェは張り切って請うけ合った。

「お任せ下さい！　これからはチーズの量を増やし、踵落としの練習を重ねて、必ずやハーテル様を、グレイドル様を、全ての人々を」




「寝ろ」




「ぐう」

　レイヴンたちの様子が気になって、自分もあまり眠れていなかったブランシェである。「染心」は覿てき面めんに効果を発はつ揮きし、青白い顔をした彼女はサーナキアの腕に受け止められた。

「サーナキア、姫さんは任せた。トーマ、悪いが結界の件、早急に頼む」

　的確に仕事を割り振ったレイヴンは、あくびをしながらクリスティアンを丁重に抱え、大階段を上り始めた。







　薄うす青あおい結界の光の向こうで、寝しん台だいに横たわった青年のまぶたが震ふるえた。

　いつかのレイヴンと同じ、薄青い寝間着に身を包んだクリスティアンの顔色は決してよくはないが、二日前にここに連れてこられた時よりは明らかに回復している。神子神殿に満ちた聖なる気配に触発されてか、何度もひどくうなされていたが、今は安らかな表情をしていた。

「あっ……」

　息を吞のんで見つめるブランシェたちの前に、六日前にも見た灰色の瞳が現れる。ぱちぱちとまばたきをしたクリスティアンは、見知らぬ天てん井じようをしばらく不思議そうに見上げてから、起き上がろうとした。

「クリス、あまり動くな。結界に引っかかる」

　身を乗り出したレイヴンが、自分も結界に引っかかりそうになりながら彼を止めた。素直にそれに従ったクリスティアンは、光の膜まくの向こうに立つ友を見つめてふわりと微笑む。

「レイ……ああ……夢じゃ、なかったんだな」

　つぶやく口の中には、控ひかえめながら鋭するどい牙が覗のぞいていた。セルファデスで再会した時のように襲いかかってくる様子はないが、理性を取り戻した瞬間のことは記き憶おくにあるらしい。

「……そうだ。夢じゃない」

　レイヴンはごくりと喉のどを鳴らしてから、かたわらのトーマに眼で合図した。トーマはうなずき、自身が維持する封魔結界の強度を確認するように視線を巡らせてから、ペンを握にぎり直す。

　神子神殿の奥にある客室だ。神殿は基本的に部外者を受け入れないため、普段はただの空あき部屋だが、現在はクリスティアンの軟なん禁きん室しつとされていた。ちなみに隣はレイヴンの部屋になっている。

「今から聞くことは、記録に残す。まず、いくつかの質問に答えてくれ。お前の名前は？」

「クリスティアン・ハーテル」

　答えはしっかりしており、態度も落ち着いていた。質問する側のレイヴンたちのほうが、よほどはらはらしているようだ。

　ブランシェも壊こわれそうに脈みやく打うつ心臓を押さえ、尋じん問もんめいたやり取りに固かた唾ずを吞んで聞き入っている。なにせ彼の状況によっては、改めて退治を選せん択たくする必要が出てくるのだ。サーナキアはブランシェの隣で、静かに状況を見守っている。

「職務は」

「聖せい界かい騎士団ラーラベル南方警備師団所属、レイヴン・グレイドル司令官補佐。……トーマを害しようとした嫌けん疑ぎにより処刑される前に、強制除隊させられているとは思うけど、よく分からないな。俺は軍法会議にも出してもらえなかったし」

　本人抜きで処分が決定されたのだと聞いてブランシェは今さらながら戦せん慄りつを覚えた。次々と暴かれる騎士団の暗部に、心が暗くなる。

「……そうだったな。でもお前は、そんなことを企くわだてる奴やつじゃない」

「……ありがとう、レイ」

　照れくさそうに笑ったクリスティアンは、しみじみとした声で言った。

「長い間、ずっと悪い夢を見ていた気がする。ずっと、ずっと……」

　処刑されてからの空白の二年間のこともまた、ある程度記憶にあるようだ。苦痛を覚えたように眉根を寄せてから、心配そうに見守るレイヴンに笑いかける。

「……大丈夫だよ、お前が助けてくれたんだから。本当にありがとう、レイ……」

「よせよ、当たり前だろ。それに直接的にお前の眼を覚ましたのは、俺じゃなくてそこの姫さんだ」

　照れているのか、レイヴンはぶっきらぼうに手て柄がらをブランシェに譲ゆずる。するとクリスティアンは、紳しん士し的てきな態度で深々と頭を下げた。

「ありがとうございます、神子姫様……歴代一の能力を持つとの噂うわさは本当ですね。やっぱり、俺などが選ばれなくて正解でした」

　冗じよう談だんめかしてつぶやく彼が本心からそう言っているのか、ブランシェには判断がつかなかった。

　感情が表に出やすいレイヴンや、付き合いの長いサーナキアとは違う。理性を取り戻したクリスティアンは常に一歩引いた態度を崩くずさない分、本心が分かりにくい。

　……それはきっと、自分にも問題がある、との自覚はある。元神子姫候補が、怖こわいのだ。

　選に漏れた少年少女たちやその親の心ない言葉に傷つき、サーナキアの胸で泣いた記憶がどうしても思い出される。

　しかしクリスティアンが彼らと違うのは、自らそれを冗談として口にできることだ。

　仮に自分が選ばれることがなければ、娘むすめが候補に入った段階で周囲に自じ慢まんしまくったあの父が、どれだけ落らく胆たんしたか分からない。いや、落胆だけではなく……と、想像にぶるりと震えながら、大きく首を振る。

「と、とんでもありません、私などまだまだです。もっと精しよう進じんしなければ、本当にあなたを救ったことにはなりませんから!!」
















　謙けん遜そんではない、実際クリスティアンはまだ「魔族」なのだ。ブランシェの意い図とが伝わったのか、クリスティアンはなんとも言えない顔で一瞬黙だまった。

「レイ。……軍が俺に何をしたか、その様子だとお前たちはもう知っているんだな？」

　自分の改造のことを言いたいのだろう。親友の重い口調に、レイヴンはもっと重々しい口調でうなずいた。

「知ってる。俺も、似たような目に遭あわされたからな。……トーマ、ここからしばらくは、詳しよう細さいは記録しなくていい」

　言われたとおり、トーマがいったん手を止める。クリスティアンは強こわ張ばった顔でレイヴンを見つめた。

「お前も……？　まさか」

「……やっぱり全部を記憶してる訳じゃねえんだな。お前に『染心』をかけようとして失敗したことも、覚えてねえか」

　苦手な幻術を切ったレイヴンの眼が赤く光り、口の中に牙が覗く。硬直しているクリスティアンに、レイヴンは自分の身に起こった一連の出来事を話して聞かせた。







　サーナキアのように言葉を飾らないレイヴンの説明は簡かん潔けつで、その分地に足のついた説得力があった。自分が先に理不尽な扱あつかいを受けているクリスティアンであるから、以前のブランシェやトーマのように荒こう唐とう無む稽けいなどと言ったりはしない。

　それでもだいぶ、混乱しているようだ。それはブランシェにも、はっきり分かった。

「ギルディアス殿下も、ルーベラン殿下も……サーナキア様も、レイも、吸血鬼……？　ああ、なんてことだ……!!」

「ちょっと種類は違うけどな」

「美しさも能力も、まるで別物とお考えいただきたいですけどね」

　被かぶせるように訂てい正せいしてきたサーナキアを睨み上げてから、レイヴンは無言で考え込んでいるクリスティアンを見た。

「クリス。ここまでは過去の話で、肝かん心じんなのは今後のことだ。俺はお前を、なんとしてでも人間に戻す。可能であれば、俺も」

　熱意を込めて断言したレイヴンは、ブランシェに眼をやりながら続ける。

「──そのために、お前はこの神殿に留とどまって、姫さんに元に戻してもらうんだ。分かってると思うが、人間に戻るまで外出は禁止だ」

「……了解。俺もせっかく戻ってきたのに、『魔族』として退治されるのは嫌いやだからね。それに……俺自身が、自分を信じ切れないから」

　まだ混乱は消えていないのだろうが、自分が置かれている立場は理解したようだ。いつかの自分と同じ独白に、レイヴンが瞳をすがめる。

「ただし、お前は『魔族』としてもかなり異質だ。『天眼』を使うと、お前の気配はその、姫さんの集中を乱しちまうらしい。だから姫さんが検知を行う時は、できるだけ離れてくれ」

「そうなのか……申し訳ありません、神子姫様。あなたの邪じや魔まをしてしまって……」

　頭を下げようとするクリスティアンを、ブランシェは慌てて押し留めた。ちなみに今は、検知網は切った状態にある。

「いえ、ハーテル様のせいではありませんから！」

「ええ、そうです。クリス様のせいではありません……！」

　ブランシェに続けて発言したのは、トーマだ。いつの間にかその瞳は、滂ぼう沱だの涙を流している。

「本当に……本当に申し訳ありません、クリス様。僕が、軽々しく王子の地位を捨てようなどとしたから……無関係のあなたが、こんな目に……!!」

　トーマが言うとおり、クリスティアンが処刑された直接の原因は、兄への不信感から騎士団入りしたトーマがレイヴンの隊に馴な染じんでしまったせいだ。彼はずっと責任を感じているのだが、クリスティアンは穏おだやかに微笑むだけ。

「今さらだ、トーマ。おっと、こんな風に呼んではいけないのか。あなたはもう」

「いいえ、いいえ!!　レイの兄貴とクリス様は、セイブル様などとは違い、永遠に小官の上官です。お二人にかけた迷めい惑わくを思えば、小官のことなど、いかようにも……!!」

「じゃあニバ菜も食えるように努力するんだな、トーマ」

　混ぜっ返してきたレイヴンに、トーマはむきになったように応じる。

「い、今でも、ヒルデン高地産の雌め牛うしから絞しぼった新しん鮮せんな牛乳があれば、ニバ菜も食べられます！　……煮にてあれば!!」

「……生はまだ、だめなのか。まあ俺も、香り青葉があればそっちがいいけど」

　しょうもないやり取りに思わずつぶやいたクリスティアンは、曖あい昧まいに微笑む。

「……何もかも変わったと、思っていたけど……変わっていないことも、あるんだな」

「こいつの食い物の選えり好ごのみの激しさは、たぶん一生変わらねえよ」

　暗い雰囲気を払ふつ拭しよくしようとしているのか、大おお袈げ裟さにぼやくレイヴンをクリスティアンは意味ありげに見つめた。

「そうだね。それに、変わってよかったこともあるようだ」

　灰色の眼がブランシェのほうを向いた。

「神子姫様と逃とう避ひ行こうを繰くり広げた挙あげ句く、神殿で同居とは……レイ、お前の神子姫嫌いはすっかり治ったようだね。まあ無理もないか、こんなに可か愛わいい神子姫様だ」

「おい、馬鹿、余計なこと言ってんじゃねえ!!」

　突然の親友の裏切りにレイヴンは慌てふためくが、ブランシェは何も気にせず微笑んだ。これはお世辞に決まっているからだ。

「まあ、そのように過か剰じように褒ほめて下さるなんて、ハーテル様はお優しいのですね。さすがグレイドル様の大切なご友人です」

「そうですよ。こいつはぶっきらぼうで、ちょっと乱暴ですけど、本当にいい奴だから」

「ええ、グレイドル様は本当にすばらしい方です。強くて、優しくて、いつも気を遣って下さって……」

　感謝を込めて述じゆつ懐かいすれば、クリスティアンはレイヴンの脇腹をつつく真似をした。繊せん細さいそうな見た目の割に、意外に砕くだけたところもあるようだ。

「おいおい、レイ、お前……苦労もしたようだけど、ちゃっかりいい思いもしてるじゃないか。道理であちこちの女性に言い寄られても、平気で袖そでにできる訳だよ」

「まあ、さすが救国の英えい雄ゆう……おもてになるのですね」

　自分が褒められているように誇ほこらしく、にこにこするブランシェに、レイヴンはやけに大きく首を振る。

「誤解だ！　言い寄られるったって、どうせ地位目当ての奴らばっかだよ。中隊長ぐらいまでは田舎者扱いされて、酒場のねえちゃんたちにも見向きもされなかったのはクリス、お前が一番よく知ってるだろ!?　大体俺は、ずっと神子姫なんか、嫌い……」

　勢いで言いかけた言葉をレイヴンは途中で飲み込んだが、「嫌い」という強い言葉はブランシェの耳に届いてしまった。一瞬ひどく背筋が冷たくなったけれど、サーナキアを振り仰あおぎ、力を取り戻す。

「──存じております。ですからグレイドル様にも好かれるような、立派な神子姫になるためにがんばります！　ハーテル様のこともあなたのことも、どうぞお任せ下さい!!」

「さすがです、心根は美しいですね、神子姫様」

　したり顔でサーナキアもうなずくが、レイヴンはそれでは収まらない。

「やめろって、あんた昨日もほとんど寝てないだろうが!!　今日はちゃんと定時に寝ろよ!!　言っておくが、寝台の下に隠してる資料は全部元に戻したからな!!」

「そんな……!!」

　まさかそれもお見通しとは。愕然とするブランシェと勝ち誇るレイヴンを眺ながめて、クリスティアンはくすくす笑う。

「お前のその世話焼き癖ぐせは、変わらないなあ」

「それは……そうだよ、それだけだ。この姫さんはいろいろ危なっかしくて、見張っておかないと暴走する恐れがあるんだ。その……お前や俺を人間に戻せる可能性があるのは姫さんだけなんだから、世話を焼くのは当然だろ」

　言い訳を見つけたとばかりに早口でまくし立てれば、クリスティアンは彼ごと見守るような瞳でブランシェを見つめた。

「なるほど。でも、可愛いお姫様には、素直に優しくするべきだと俺は思うけどね。それと、美貌の教育係様にももっと敬意を払うべきじゃないか？」

　まぶしそうに、彼はサーナキアを振り仰ぐ。

「噂には聞いていましたが、サーナキア様があまりにもお美しいので、びっくりしています。まさか『神しん魔ま』とは、夢にも思いませんでしたが……レイや神子姫様がこんなになついているのだし、何より大勢の神子姫様を育ててきた偉い大だいな方ですからね」

「ええ、サーナキアは世界一美しくてすばらしい存在なんです！」

「俺は全然なついてねえぞ、殴られはしたけどな!!」

　力説するブランシェと激しく拒きよ否ひするレイヴンを尻目に、クリスティアンは冗談めかして言った。

「当代の神子姫様にはとてもかないませんけど、あなたの教えを受けられるなら、俺もこれからがんばって神子姫候補に入れてもらおうかな」

「ほう……なかなか殊しゆ勝しようではないですか。某ぼうグレイドル殿どのよりは、だいぶましな態度です」

「某の意味あんのかそれ」

　冷たい突っ込みを放つレイヴンに笑うクリスティアンへ、サーナキアはにっこり微笑んだ。

「ですが、残念ですね。あなたには本当に、神子姫の素養が全くないようです。殊勝な態度に免めんじて、神子姫候補に入れてみようかと一瞬考えましたが、お互いに時間の無む駄だでしょう」

　驚いたように、クリスティアンが灰色の瞳を見開く。トーマもあまりに直ちよく截さいな言葉にあ然とした。

「……もっと言い方があるだろう、サーナキア！」

　血相を変えてレイヴンが怒ど鳴なるが、彼が怒いかりを爆ばく発はつさせたことによってクリスティアンは逆に冷静になったようだ。

「いや……そんなことはない。俺にちょっとだけ、今さらの下心があったのは事実さ。先にそこを指摘して下さったのだから、サーナキア様は本当にすばらしい教育係だよ」

「えっ……ええ、確かに、サーナキアはすばらしい教育係ではあるのですが……」

　そこに異存はない。……今のサーナキアの言葉に噓うそがないことは、ブランシェにも分かっている。実際クリスティアンは、神子姫にまだ未練を残しているようなのだから。

　しかし、レイヴンの言うように、もうちょっと言いようがあったのではないだろうか。自分への言葉なら、奥底に確かな愛情が窺うかがえるから大たい抵ていのことは気にならないが……、と考え込んでいるブランシェに、クリスティアンは青白い手を差し出した。

「神子姫様、皆みな様さま。改めて、よろしくお願いします。たくさんご迷惑をかけているようですが……サーナキア様がおっしゃるとおり、俺自身にはどうにもできない以上、神子姫様にお願いするしかありません。俺を実験台にしてもらって構いませんから、レイを、他の人たちを元に戻すために、お互いにがんばりましょう」

　全体の雰囲気はレイヴンと比べればとても柔やわらかいクリスティアンだが、差し出された手はやはり男の手だ。おまけにどうしても、彼の本心が読みにくいことが引っかかる。

　少々ためらったブランシェだったが、献けん身しん的てきな申し出を無む下げにする訳にはいかない。

「──はい、がんばりましょう！」

「魔族」と化したといえども、それは紛まぎれもなく、自分と同じ体温を宿した人間の手。そのぬくもりを確認するように、ブランシェはぎゅっと彼の手を握り締しめた。

　内心、不安は尽つきない。クリスティアンを人間に戻すための術を使うとなると、つられてまた検知網が勝手に働く恐れがあるのだ。彼の気持ちが分かりにくいのは、当たり前のように使用していた能力が使えないことも理由のひとつだろう。

　そもそも、検知網を切りっぱなしにしておくことにも問題がある。だが「魔族」であり、レイヴンと違って二年も前に処刑されたはずの彼をうかつに人目にさらす訳にはいかない以上、神殿に匿かくまうのが最も安全だ。もしもクリスティアンが妙な気を起こしても、レイヴンやサーナキアがいれば取り押さえられる。

「きっとこれは、天から与えられた試練なのです」

　自分に言い聞かせるようにつぶやけば、水色の瞳が輝きを帯び始める。

　そうだ、何を思い悩なやんでいるのか。クリスティアンもまた、自分が救うべき民。心に影を持っている人間ならばなおさら、その手を引いて光に導くのが神子姫の役目。

「お任せ下さい。必ずやあなたを救い、グレイドル様を救い、サーナキアが会いたがっているアルシェイラ様のように」

「姫さん、分かった、分かったから気合いを入れすぎるな。あんたはなまじ頑がん丈じようなだけに、いきなりばたっとぶっ倒れそうで怖こえぇんだから……あとそろそろ、手を放していいんじゃねえか」

　暴走するブランシェと彼女を制するレイヴンを、クリスティアンは楽しそうに見ている。するとサーナキアが、ブランシェとクリスティアンをしげしげと眺めて言った。

「なるほど。こうやって並ぶと、確かにあなたと神子姫様の見た目は少々似ていますね」

　ギルディアスの言葉を思い出しているらしい。

「畏おそれ多いですが、言われてみるとなんとなく、親近感は覚えますね。可愛い妹って感じかな」

　くすんだ灰色の髪をいじって、クリスティアンは微笑んだ。そのひと言に触発されたか、トーマが口を開く。

「そういえばクリス様は、レイの兄貴の兄上のようでしたよね」

「待て、なんで俺がこいつの弟なんだ。同い年だぞ？」

　逆だろ、と不満そうなレイヴンに、クリスティアンは鷹おう揚ように笑った。

「はは、俺は別にレイの弟でもいいよ」

「この寛かん容ようが、兄の貫かん禄ろくに繫がっている訳ですね。さすがトーマ殿でん下か、的確な判断です」

　のどかな会話を聞きながら、ブランシェは小さくひとりごちた。

「私の、お兄様……？」

「ああ、申し訳ありません、馴なれ馴なれしかったですね！」

　不敬と取られた、と誤解したらしい。謝るクリスティアンを、ブランシェは慌てて押し留めた。

「い、いえ、クリス様がお兄様であることが嫌な訳ではないんです。ただ……」

　ルーベランと結婚することにより、ギルディアスも兄となるはずだったが、彼はこのオリオロンを統すべる実質上の帝王なのだ。ルーベランと結婚して十年は経過しないと、畏れ多くてとても「お兄様」などとは呼べなかったと思う。

　だが確かに、言われてみればクリスティアンと自分の雰囲気は近い。

　母の胸に抱だかれていた義理の弟は、自分とは似ても似つかぬ姿だった。

「弟なら……、いますので。ちょっと、思い出しまして」

「……おい、姫さ……」

「ああ、そうなんですね」

　クリスティアンも神子姫候補だ。神子姫として選ばれた以上、実の家族と引き離されることは知っているらしく、レイヴンが何か言う前に気を遣った様子で黙った。

「……家族か」

　同時にクリスティアンも、自分の家族のことを思い出しているようだ。ぽつりとつぶやいた彼の表情を見やり、レイヴンがその肩を軽く叩いた。

「急にしゃべって疲れたんだろ、クリス。寝ろよ。大丈夫だ、お前が悪さをしないように、俺がちゃんと見張っておいてやる」

「頼もしいね。うん、ありがとう、レイ……でもお前も、神子姫様の心配ばかりしていないで、ちゃんと寝ろよ」

　封魔結界だけでは心配だったのか、結局ずっと起きて付き添そっていたレイヴンの行動はお見通しのようだ。兄のように微笑まれ、レイヴンはちょっとばつが悪そうな顔をした。







　クリスティアンが神子神殿の住人となってから、三日の時はあっという間に流れた。

　最初は封魔結界の中に閉じ込められていた彼だったが、しばらくの観察の結果、他の「魔族」のような人間への攻撃衝動は持ち合わせていないようだと一応の結論が出た。あるいはブランシェが意図せず発した能力により、衝動が消えたのかもしれない。

「ああ、やっぱり自由はありがたいものだね。同じ姿勢で寝てばかりいると、体が鈍なまってしまって……」

　神殿の奥にある談話室にて、真昼の陽光を避けた位置に陣じん取どったクリスティアンは大きく伸びをした。本人は不安がっていたが、レイヴンの強い要望もあり、昨日から条件付きで結界の外へ出ることを許されたばかりだ。

「だろうな。よければ俺が、後で稽けい古こでもつけてやろうか」

　クリスティアンの自由の条件は、すなわちレイヴンが見張りとして彼に貼はりつくことだ。元々レイヴンも神殿暮らしに退たい屈くつしており、親友の側にいることに特に異存はなさそうだった。

　ちなみにレイヴンに条件を出したサーナキアは、神子姫候補たちの様子を見に行っているため、本日は朝から不在である。

「お願いしようかな。このまま人間に戻ったとしても、腕が落ちていたら騎士団に復帰できない。まあ俺は、読書も嫌いじゃないけどね。だからレイ、あんまり無理するなよ？」

　剣を振る真似をしながら苦笑したクリスティアンは、手元の古びた資料に眼を戻した。二人に挟はさまれた席で、ブランシェはかじりつくようにして別の資料を読んでいる。

「そういえば最近は、『魔族』もあまり大攻勢を仕掛けてくるようなことはないんだね。やはり……作成を止めたからかな」

「それもあるだろうが、もしかすると野生化した『魔族』は人間への攻撃性を失うのかもしれねえな。奴らが無む闇やみに人間を襲わないのなら、こっちも戦う必要はないんだが……」

　同じように資料をぺらぺらめくりながら、レイヴンは苦い顔をしている。話の内容も資料漁あさりも、彼の気持ちを浮き立たせるものではないらしい。

「しかしそうなると、帝国は結束力を失う訳か。……ギルディアス殿下のお考えも、分からなくはないんだけどね」

　クリスティアンもまた、レイヴンの側で帝国の中ちゆう枢すうにいた男だ。貴族階級の出身である分ギルディアスの苦労も分かるらしく、ひどい目に遭わされた割にその声は冷静だった。

「……よくそんなに冷静でいられるな、クリス」

　怒おこった声でレイヴンが言う。

「奴らがお前に、何をしたか分かってるだろ。お前はいつもそうだ、馬鹿にされても、嫌いや味みを言われても、そうやって静かに笑っているだけで……！」

　神子姫にもなれず、おまけにあの傲ごう慢まんな野蛮人の副官とは、貴族社会の面つら汚よごし。士官学校の同級生たちは、そうやってクリスティアンをからかっては、レイヴンにぼこぼこにされていたのだとこの間トーマが教えてくれた。

「俺より先にレイが怒り出すから、時機を逃しているだけだよ」

　友の青さをたしなめるように、クリスティアンが笑う。現在もその本心は読みにくいが、彼が本当にギルディアスを強くは恨うらんでいないことは、ブランシェも分かった。

「さすがグレイドル様が、あれだけ必死に助けようとしたお友達だわ……」

　自分が同じ目に遭ったとして、あのような心境に至れるとはとても思えない。このような人を疑うなどとんでもない、私も見習わないと、と反省しながら、懸けん命めいに頁ページを繰り続ける。

　サーナキアが渡してくれた資料はレイヴンたちの力添えもあり、あと四分の一ほどに減っていた。もう少しがんばれば、正解が見える可能性が高い。

「……あっ」

　思わず、小さな声が出た。

「見つけました。アルシェイラ様の、新しい記述……！」

「やったか!?」

　手元の資料を置いて、レイヴンが身を乗り出してくる。久々の接近に内心少しだけどぎまぎしながら、ブランシェは得たばかりの情報を披ひ露ろうした。

「アルシェイラ様は……ヒルデン産の山や羊ぎのチーズが殊こと更さらお好きだったのです！」

「トーマの仲間かよ!!」

　一気に脱だつ力りよくしたレイヴンが力一杯突っ込んできた。

「い、いえ、同じものを食せば何か効果があるかも」

　反論するブランシェの横から、クリスティアンが仲ちゆう裁さいに入った。

「まあまあ、でも、新しい情報が得られたのはいいことじゃないか。ね、神子姫様」

「ありがとうございます、ハーテル様」

「クリスと呼んでもらっていいですよ。あとレイ、がんばっている神子姫様に、そういう言い方をするものじゃないよ」

　生き真ま面じ目めに注意され、レイヴンが少々むっとした顔をしたものの、ため息をついて「分かったよ、実際姫さんはがんばってくれてるしな」とつぶやいた。

「あの……では、クリス様とお呼びしていいですか？　グレイドル様」

「……なんで俺に聞くんだ、本人がいいと言ってるんだから、いいだろ」

　以前「クリス様」なんて気安く呼ぶな、と命じられたから確認したのだが、レイヴンにぶすっとした表情で撥ねつけられた。身を縮めるブランシェの頭越しに、クリスティアンが意味ありげに微笑む。

「じゃあ、レイも神子姫様に『レイ』って呼んでもらっていいよな？」

「ば、……だめだ、絶対！」

　力一杯断言され、ブランシェはもっと身を縮めた。

「そ、そうですよね……」

「いや、だからだな、俺たちは神子姫と騎士なんだ。そこんとこちゃんと、区別はつけねえと」

「レイ、恥はずかしいからだめだってちゃんと言わないと、伝わらないよ？」

「違う、恥ずかしいとかそういう理由じゃねえ!!」

　頭の上で飛び交かう騒さわがしい声に紛れ、ブランシェはそっと、口に出してみた。

「……レイ……」

　途端にレイヴンが硬直し、クリスティアンが眼を丸くして、ブランシェ本人は真まっ赤かになった。

「ど、どうかお気になさらず！　お許しいただいても、私も、は、恥ずかしくて、呼べませんから……!!」

　本の間に顔を挟んでしまったブランシェをしばし眺めた後、クリスティアンがおもむろに言う。

「ごめん、レイ……ちょっとからかったつもりだったんだけど、本当に邪魔なら」

「いや、絶対そこにいろ!!　お前のほうが本を読むのは断然速いだろ!!　それに……」

「……そうだよね、ごめん」

　クリスティアンの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくをレイヴンが観察していることは分かる。クリスティアンも、無論それは理解している。

　気恥ずかしい空気は重苦しい空気に取って代わられた。全員が書物をめくる音だけが、静かな談話室に流れる。

　見張り見張られる立場となってしまったレイヴンとクリスティアン。彼らをただの友人に、ゆくゆくは上官と副官に戻すためには、ブランシェががんばらなければいけないのだ。

「でも一体、どうすればいいのかしら……」

　クリスティアンに理性を取り戻させたあの日のことを幾いく度どとなく思い出してみたが、同じ奇跡は起こらなかった。

　やはり一いちか八ばちか、もう一度踵落としを決めさせてくれませんか。そう口に出そうとするたび、なぜかレイヴンにすぐ気付かれて、「クリスはどうぞって言うだろうから絶対やめろ」と釘くぎを刺さされてしまうのだが。

「『天眼』とは、また別……うぷ」

　思い悩んでいるうちに、ついうっかりと検知網を復活させてしまったようだ。たちまち込み上げた吐き気に口元を押さえると、クリスティアンが慌てて腰こしを浮かせた。

「申し訳ありません、俺がお邪魔」

「いえ、とんでもありません！　私が未熟だからいけないのです、失礼いたしました！」

　ぺこぺこし合う二人に、レイヴンがはあ、と大きくため息をついて立ち上がる。

「クリス、やっぱり稽古をつけてやろう。行こうぜ」

　神殿内には、普段ブランシェがサーナキアに回し蹴りを始めとする護身術を習っている訓練室がある。

「……そうだね、そうしようか。では失礼します、神子姫様……」

　クリスティアンも席を立った時、扉とびらを叩く音が聞こえてきた。

「失礼、皆様。トーマ殿下がお見えですよ」

　サーナキアがトーマを伴ってやって来た。神子姫候補たちのところから戻った際、彼と鉢はち合あわせたらしい。

「レイの兄貴！　クリス様!!」

　ぱあっと顔を明るくしたトーマに、レイヴンが苦笑する。

「またか。お前最近、神殿に来すぎじゃないか？　いくら俺もクリスもいるからって……」

「す、すいません、気になってつい……それに、容よう体だいが落ち着いておられるようなら、術者たちもいったん引き上げさせたいのです。再編以来、騎士団も何かと人手不足でして……」

　クリスティアンの状況は、トーマにも逐ちく一いち報告が行っているはずだ。結界の外に出た彼の様子を確認し、念のためまだ待たい機きしている術者たちを引き取りに来たのだろう。無論単純に、レイヴンやクリスティアンの顔を見たいという気持ちも大きいに違いない。

「……どうだろうな、クリス」

「うん、俺はまだ、いてもらったほうがいいと思うけど……」

　歯切れの悪い口調でクリスティアンが答えると、トーマが表情を曇くもらせる。続く言葉を言わせまいとするように、レイヴンが彼に話しかけた。

「ところでトーマ、これから久々にクリスと稽古をするんだが、お前も見学に来るか？」

「えっ、兄貴が稽古を！　見学ではなく、小官にもぜひ!!」

「馬鹿、お前はもう護衛に守ってもらえる立場だろ。おとなしく守られてやれよ」

　苦笑いするレイヴンだが、トーマの食いつきようではたぶん根負けするだろう。私も一度お相手願いたい、と思いながらブランシェが二人のやり取りを微笑ましく見つめていると、クリスティアンが話しかけてきた。

「サーナキア様も戻られたことですし、俺たちは席を外はずしますね」

「あ、ええ……すいません」

　恐きよう縮しゆくするブランシェをじっと見つめて、クリスティアンがためらいながら唇を開く。

「……あの。変なからかい方をした俺が言うことじゃ、ないかもしれませんが……あまりレイに、思い入れないほうがいいかと」

「え？」

　突然のことに驚くブランシェだったが、そこにレイヴンの声が飛んできた。

「おい、クリス、行くぞ」

「ああ、ごめん！　では神子姫様、失礼します」

　深く頭を下げ、クリスティアンがレイヴンのところに行く。案の定根こん負まけしたらしく、やたらと嬉しそうなトーマも一緒だ。

「全くお前は、いつも俺が譲ゆずってくれると思ってるよなぁ」

　ちょっと悔くやしそうにレイヴンがトーマの頭を小突いた瞬間、いきなりトーマの眼からぶわっと涙が噴ふき出した。

「うわ、なんだトーマ、今のは痛かったか!?」

　手加減を間違えたかと焦あせるレイヴンに、トーマは涙ながらに訴うつたえる。

「いいえ、兄貴なら痛くしてもいいんです、むしろ痛いぐらいのほうがより強くあなたを感じられますから……!!　僕は嬉しいんです、レイの兄貴がいて、クリス様がいて……また一緒に、一緒に……!!」

「おいやめろ、誤解を招まねく!!」

「染心」を繰り出しそうになっているレイヴンの横で、クリスティアンが「トーマ、興奮すると説明が飛ぶ癖も治ってないんだね……」と苦笑している。きっと彼らは何度も何度も、こういうやり取りを繰り返してきたのだろう。

　程なく三人は、わいわいと賑にぎやかに話しながら出て行った。若者たちが去ってしまうと、談話室の中は一気に静かになる。

　男子禁制の神子神殿で長らく暮らしてきたせいか、小突き合いなどが交じったやり取りはひどく新鮮だ。そもそも同じ目線の高さで対等に語り合える友人、という存在がブランシェにはいない。

　少し寂さびしさを覚えながら、ブランシェは気持ちを切り替えようと努つとめた。

「お帰りなさい、サーナキア。あの……神子姫候補の皆様は、どう？」

「まあまあですね。やはり素養は、あなたが一番です」

　変わらないサーナキアの評価。それに安あん堵どする気持ちと、安堵することへの後ろめたさが交じって、胸がもやもやする。

　そこに先ほどのクリスティアンのひと言が、さらに複雑に交じってくるのを感じた。

「思い入れなんて……私はただ、すばらしい騎士であるあの方を、救って差し上げたいだけ……」

　それが神子姫の役目なのだから。

「神子姫様」

　呼ばれてはっと上を向くと、サーナキアの顔があった。紅こう玉ぎよくのような瞳が、なんとも言えない感情を宿してこちらを見ている。

「女の子の成長は早いですねえ……やはり、男性の神子姫候補も再さい検けん討とうしましょうか」

「え、な、何？　……また候補を増やすの？」

　サーナキアはかなり本気で言っているようだ。やはり自分では至らないのか、とにわかに不安を覚えるブランシェの髪を、白しら魚うおのような指先が優しく撫なでる。

「いえいえ、やめておきますよ、せっかくうるさいのがどこかに行きましたのに。さて、せっかくですから久しぶりに二人で、お茶の時間にしましょう。トーマ殿下から、おいしい差し入れをいただきましたからね」

「え、あ……そうね。グレイドル様もクリス様も、味が分からないようだから……」

　普通の食べ物の味が分からなくなっているのは、レイヴンもクリスティアンも同じである。ただしクリスティアンは吸血鬼としての素養が低い分、吸血衝動も薄いようだが。

「それと、お茶が終わったら、稽古をつけてくれる？　今はグレイドル様たちが訓練室を使っているから、その後で」

「ええ、よろしいですよ。回し蹴り、踵落としときましたから、次はあなたに何を仕込みましょうかねぇ」

　いつもの笑顔に戻ったサーナキアは、うきうきとつぶやいた。







　たまたまいただき物の中にあったというヒルデン産の山羊のチーズに、トーマが差し入れてくれていた鈴すず苺いちごの果肉たっぷりのジャム。それをほかほかのスコーンに載せて頰ほお張ばれば、暗い気持ちも消えていく。

　そのはずなのだが、レイヴンもクリスティアンもこんなおいしい物が味わえないのかと思うと、途中でまた気持ちが沈んできた。

「吸血鬼らしい能力なんかほとんどないのに、俺らしいな」とクリスティアンが苦笑していたことを思い出す。憂ゆう鬱うつな表情に戻ってしまったブランシェに、サーナキアが注意を飛ばした。

「神子姫様、おいしいものはおいしくいただきなさい。用意したわたくしに悪いでしょう？」

「そ、そうね、ごめ……」

　言いかけた言葉を飲み込み、言い直した。

「ありがとう、サーナキア。私がちょっと落ち込んでいたから、お茶に誘さそってくれたのよね？　それに、私がこれを食べてまたがんばれば、今度は皆様を誘ってお茶ができるかもしれないのだから!!」

「──ええ、その意気ですよ、さすがわたくしの神子姫様」

　紅あかい瞳に奇き妙みような光を宿して微笑んだサーナキアは、頰をふくらませまいとがんばっているブランシェの向こうに視線をやった。

　ちなみに彼の味覚は人間と変わらないが偏へん食しよくが激しく、さっきからチーズだけ載せたスコーンを食べている。ジャムはブランシェのためだけのもので、もちろん彼女はそれを知っていた。

「それにしても、ずいぶん熱が入っているようです。英雄殿も、よほど退屈していたのでしょう」

　ブランシェの「天眼」とは少し違うようだが、サーナキアも「神魔」特有の検知能力を持っている。

　ただし何かを検知したとしても基本的には教えてくれないが、レイヴンと違ってブランシェはそれを責めようとは思わない。責めたところで動じるサーナキアではないことも、検知が必要なら自分が努力すればいいことも、全て彼から教わったのだから。

「だからといって、わたくしの神子姫様と妙な運動をしたいなどと言い出したら、首を刎はねるでは済ませませんがね」

「あら、でも、いつか私も、グレイドル様にお相手願いたいわ」

　全てにおいて優れていた完かん璧ぺきな神子姫、アルシェイラ。畏れ多くも彼女と肩を並べようと思うなら、護身術だってもっと磨みがく必要があるだろう。

「……は？」

「え、え、私何かおかしなことを言った？　ほら、前にサーナキアも言っていたじゃない、あなたの能力は高すぎるから、私を鍛えるのは逆に難しいって……もちろん、グレイドル様だって私なんかよりずっとずっと、強いけれど」

「……あまり驚かせないで下さい。女の子の成長の残ざん酷こくな早さに、わたくしは一瞬、泣きそうになっ……おや」

　珍しく本気で衝撃を受けているらしきサーナキアだったが、次の瞬間美貌が鋭さを増す。

「熱を入れすぎたようですね」

　言うなり席を立ったサーナキアに、ブランシェは慌てた。

「ま、待って、グレイドル様たちに何か……!?」

「あなたは……いえ、来なさい。見ておくべきです」

　すぐにそう判断したサーナキアに連れられ、ブランシェは談話室を出た。
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　神み子こ神しん殿でんが広いとはいえ、住人たちの生活空間は案外狭せまい。小走りに駆かけていけば、訓練室の扉とびらはすぐ見えてきた。




「来るな！」




　不意にその向こうから放たれた、レイヴンの「染せん心しん」。否いや応おうなく足が止まり、ブランシェはその場でひっくり返りそうになってしまう。

　そんな彼女を横からすくい上げたサーナキアは、速度を緩ゆるめず訓練室に向かっていく。

「生あい憎にくとわたくしには、あの男の『染心』など効ききませんのでね」

「ご、ごめんなさい、あの、重いわよね……？」

　その答えを聞く前に、眼の前に亜あ麻ま色いろの髪かみの若者が立ち塞ふさがった。

「だ、大先生でも、ここは通せま、うわっ!!」

　けなげに門番を務つとめようとしたトーマなど、サーナキアの敵ではない。トーマを払い除のけ、訓練室の扉に手をかける。

　途と端たんに、赤い色が襲おそいかかってきた。

「きゃっ……!?」

　出会ったあの日のように瞳ひとみを赤く染め、飛びかかってきたクリスティアンをサーナキアが睨にらみつける。

「触さわらないで下さい、穢けがらわしい!!」

　人ひとり抱かかえているとは思えないほど高々と足を上げたサーナキアは、見事な踵かかと落としでクリスティアンの頭を蹴けり落とした。骨に響ひびく音がして、ブランシェは思わず小さく息を吞のむ。

「クリス!?　てめえ、よりによって頭はねえだろ!?」

　抗こう議ぎするのは、制服のあちこちに裂さけ目を作ったレイヴンである。しかしサーナキアは露つゆほども動じない。

「一応手加減しておりますよ、一応ね。しかし、……おやおや、やはり戦せん闘とうに入るとこうなりますか」

　板いた敷じきの上に伸びているクリスティアンを、彼は蔑さげすむように見み下おろした。同時に床ゆかに下ろされたブランシェは、教育係の背にしっかりと庇かばわれる。

「も、申し訳、ありませ、サーナキア、様……」

　あえぐように謝罪するクリスティアンの眼は、灰色を取り戻していた。打った頭は修復能力が働いているらしく、若じやつ干かん呂ろ律れつが回らないものの命に別状はなさそうだ。

　しかし彼が以前のように正気を失い、稽けい古こ相手を襲ったことは、誰だれの眼めにも明らか。

「夜中にうなされる程度であれば、見み逃のがして差し上げましたが……これではとても、騎き士し団だんには戻せませんし、もちろん神み子こ姫ひめ様の側にも置けませんね」

　どうやらサーナキアは、クリスティアンの能力の不安定さに気付いていたようだ。彼なりに経過を見守るつもりだったのか、見張り付きの自由を与えてくれていたのだが、最も早はや情け無用と一息に断罪しようとする。

　その寸前で、レイヴンが待ったをかけた。

「待ってくれ。俺がつい、つらいことを聞いたからだ。クリスは悪くない……！」

「つらいこと……？」

　小さな声で尋たずねたブランシェに、レイヴンがぼそぼそと答える。

「……改造された時のことを覚えてるかって、聞いたんだよ。こいつを元に戻す手がかりがないかと、思って……」

　確かにそれは、いずれブランシェも聞こうとは思っていた。つらい話になるのは間違いなかったので、資料を読破しても彼を人間に戻せなかったら聞いてみよう、と決めていたのだが……

「クリス様と……私のために？」

　無論、クリスティアンを早く元に戻したい、とレイヴンが考えるのは道理だ。そしてきっと、ブランシェの負担を減らすためにも。

「……そりゃ、あんたの張り切りようを見れば、俺も協力しない訳にいかねえだろ」

「なるほど。ならばそれは、実にもっともな質問です」

　寒気がするほど美しくサーナキアが微笑ほほえむ。

「では、英えい雄ゆう殿どのは悪くありませんね。あなたの親友殿は、残念ながらここまでのようですが」

「待っ」

「安い頭をいくら下げても無む駄だですからね、英雄殿。あなたも本来であれば、ここにいられるような存在ではない。そうでしょう？」

　氷の盾たてのような言葉を掲かかげたサーナキアは、レイヴンの謝罪すら受け付けない。いてもたってもいられなくなったブランシェは、冷たいその背中にぎゅっとしがみついた。

「サーナキア、お願い！」

「おや、なかなか『普通の女の子』らしい技を身につけたではないですか」

　微笑みながら振り返ったサーナキアだったが、その眼を見た瞬しゆん間かんブランシェは悟さとった。この技では、届かない。

「お……お願い、サーナキア。クリス様を殺さないで……！」

　両手でぎゅうぎゅうと体のあちこちをつねり、必死になって涙を生み出す。「普通の女の子」の必殺技その一・噓うそ泣なきによって、ほんの少しだけサーナキアのまつげが揺ゆれたが、これではまだ足りないようだ。

　やむを得ない。かつて一度も成功したことがない、未完の技にかけるしかない。

　脇わきを締しめ、あごを引いて、両手を胸の前で組み合わせる。同時に小刻みに肩かたと首を振るわせながら、目一杯甲高い声を出すという難なん行ぎようを行わねばならない。

「ブ……ブランシェのぉ、お・ね・が・いっ!!　クリス様を、殺さないで、ねっ？　ねっ？」
















　必殺技その二、「可か愛わいいおねだり」。そもそも物ぶつ欲よくに乏とぼしいブランシェはあまりおねだりというものをした経験がなく、金銭感覚も薄うすいため、「あなたの考えるおねだりは両りよう極きよく端たんすぎます」とずっと駄だ目め出だしされ続けていたのだ。

　異様な気き迫はくのこもった上うわ目め遣づかいをしばし見下ろしたサーナキアは、レイヴンのように大きなため息をついた。

「……努力は認めましょう。全く、最近のあなたは『染心』を乱発しすぎですよ……」

「ありがとう、サーナキア!!」

「……姫さん、それ以上肩と首を振るのはやめてくれ、なんか見ててすげぇ不安を感じる……」

　夜中に食グ屍ー鬼ルにでも出で会くわしたような顔で、レイヴンがおずおずと止めに入ってくる。その隙すきにとトーマが、クリスティアンに肩を貸して立ち上がらせた。

「ですが、監かん禁きんは譲ゆずりませんよ。トーマ殿でん下かには悪いですが、術者は今しばらくここに留とどめていただきましょう。以降その男は、許可なく部屋から出ることを禁じます」

「……はい」

　悄しよう然ぜんとうなだれるトーマの肩に頭を載のせて、クリスティアンが弱々しく微笑んだ。

「……申し訳ありません……それにしても、サーナキア様に『染心』をかけるなんて、当代の神子姫様は本当にすごいな……」

　まぶしそうにブランシェを見つめるクリスティアンへ、サーナキアは素そっ気けなく言い放つ。

「なに、英雄殿にはもっと効きがいいですよ」

「……クリス、あれだ、神殿流の冗じよう談だんってやつだから気にするな。それより今は休め……」

　自分がクリスティアンを刺し激げきした、と気にしているのだろう。トーマに寄りかかったような状態で部屋に戻もどる友人から数歩距きよ離りを置き、レイヴンは精一杯彼を気遣った。







　その日の夜のことである。

「サーナキアは以前教えてくれたわよね……一度見つかって、怒られた後なら……もう同じことはしないだろうと思い込んで、案外ばれないものだって……」

　灯あかりも人ひと気けもない深夜の神子神殿の中を、ブランシェは足音を忍しのばせて歩いていく。目標は昼間もいた談話室だ。もちろん、資料読みの続きをするためである。

　いろいろなことが一度に起こった、非常に疲つかれる一日だったが、もちろん通常業務もこなさなければならない。体力も気力もそろそろ限界だが、とても悠ゆう長ちように構えてはいられない。

　クリスティアンは術者たちに取り囲まれて自室に閉じ込められたきり、顔を見せていない。レイヴンも同じ部屋に閉じこもり、同じく顔を見せていない。

「……私しかいないの」

　レイヴンとクリスティアンとトーマ。永遠に失われたと思われていた彼ら三人の笑顔を、一度は取り戻せたのだ。ならもう一度だって、取り戻してみせる。どんなことをしても。

　しかし、そっと談話室の扉に手をかけようとした途端、中から響いてきた大だい音おん響きように飛び上がった。

「あの顔だけ吸きゆう血けつ鬼き!!」

　レイヴンの声だ。最近神殿内では検けん知ち網もうを切ることが習しゆう慣かんになっていたので、彼がいることに気付かなかった。

「顔以外本当にろくでもねえな！」

　顔には文句が言えないようだった。怒いかり心頭に発した理由が心配になり、ブランシェは思わず扉を開けて声をかけてしまう。

「サーナキアがどうされたのですか、グレイドル様！」

「……あんたこそどうされたんだ、神子姫様。とっくに寝てなきゃならねえ時間だよな？」

　闇やみに浮かぶ、険のある赤い瞳。それを見た途端、ブランシェは失敗に気付いて慌あわてて言い訳を探す。

「さ……散歩です！」

「……言い訳も下へ手ただな……まあ、そういうことにしておいてやるよ。最終目標は、俺と同じ散歩だろうからな」

　恒こう例れいのため息をついたレイヴンは、不安そうにきょろきょろしているブランシェに状じよう況きようを説明してくれた。

「……あんたができるだけ努力してくれていることは間違いない。だが、その努力がいつ実るかは分からない。だから俺は駄目元で、もう一度サーナキア大先生に頼んだんだよ。アルシェイラについて、姫さんに教えてやってくれないかってな」

　別にサーナキアの教えを守った訳ではないだろうが、レイヴンもまた、以前真夜中に目撃したのと同じ「大先生にお願いする」ということを繰くり返していたらしい。

「ところがあの野や郎ろう、前回以上に、けんもほろろに断りやがった。神子姫にもなれなかったような人間のために手を貸すつもりはないだと、ふざけやがって……！　クリスがどんな気持ちで……!!」

　腹立ち紛まぎれに伸びた足が、がん、と近くの椅い子すを蹴飛ばす。乱暴なしぐさに首を竦すくめるブランシェだが、その胸に満ちるのは恐きよう怖ふではなく悲しみと決意だ。

「あの……私、がんばりますから。あなたも……クリス様も、一刻も早く元に戻せるように……!!」

「そう願いたいね」

　にべもなく吐はき捨てたレイヴンだったが、すぐに彼は後こう悔かいの表情を浮かべた。

「……八やつ当たりだ。悪かったな、姫さん」

「いえ、とんでもありません。正直私も、その言い方はサーナキアが失礼すぎると思います」

　確かに失礼だ。

　ただし、真実ではある。

「……す、すいません。気の利きいたことが、言えなくて……」

「……俺だって、クリスに神子姫の素そ養ようがないことは知ってる。構わねえよ」

　言葉少なに応じたレイヴンは、蹴飛ばした椅子を元の位置に戻した。

「だから、そう急がなくていい、姫さん。あんたに何かあっちゃ、元も子もねえだろ」

「いえ、そういう訳には……私は神子姫としてももちろん、立派な『普通の女の子』にもならなければいけないのですから……!!　時間はいくらあっても足りません」

　拳を握って宣言すれば、レイヴンは微び妙みような顔をした。

「……あんたはもう、『普通の女の子』なんか目指す必要はないだろ。ただでさえ、一度『天てん眼がん』がおかしくなったんだ。変に色気を出した結果、もしも完全に『普通の女の子』になっちまったら……いろいろしんどいぜ、たぶん」

　脳のう裏りを過よぎる、両親の顔。

　レイヴンの言うとおり、ブランシェが『普通の女の子』に戻れば、神子姫の家族へ対する報ほう奨しよう金きんは断たたれてしまうかもしれない。神子姫本人ではなく家族への報奨金は、娘むすめまたは息子むすこが能力を発はつ揮きしている間だけなのだ。

「……それは……申し訳ないですが、トーマ殿下に頼めば、どうにか……」

「金はなんとかなるかもな。だけどあんた、『普通の女の子』になっちまったら、もうここにはいられないだろ。退たい殿でん後ごの保障はしてもらえるそうだが、その……あんたの大好きなサーナキアとは、離れ離れになっちまうぜ」

　頻ひん繁ぱんに神子姫候補たちに会いに行っているサーナキア。神子姫の素養を持たないクリスティアンに対し冷れい淡たんな彼。

　いまだ己おのれを縛しばるアルシェイラに再会するための努力は、惜おしまない彼。

『普通の女の子』になった自分を、サーナキアはきっと路ろ傍ぼうの石でも見るように眺ながめることだろう。考えただけで背筋が震ふるえたが、それでもと、ブランシェは言った。

「ですが……私がグレイドル様やサーナキアに『染心』を使えるようになったのは、多少なりとも、『普通の女の子』としての修行を積んだためだと思うのです」

「……ま、まあな、おそらく」

　いきなり話の矛ほこ先さきが自分に向いたので、レイヴンが眼を白黒させた。浅黒い精せい悍かんな顔を、ブランシェは真しん摯しに見つめる。

「──グレイドル様。あなたはまだ、ご自分の死についての考えを捨てていないでしょう？」

『俺がのうのうと生き延のびてること自体、いろいろ思うところはあるんだぜ』

　クリスティアンを下したあの時、レイヴンがそう言ったことをブランシェは忘れていない。

　ずっと、なんとなく、そうではないかという気がしていた。だからこそ「お膝ひざにちょこん」を敢かん行こうし、「染心」を強化してでも彼を支配しようと計画していたのだ。

「……そりゃな。だって、俺は……結局、トーマの血を吸っちまった。大先生のおかげで、吸血なしでも活動はできるが……衝しよう動どうが消えた訳じゃねえ。しかも、あんたは……たまらなくいい匂においがするときてる」

　こちらを見つめ返す瞳は深しん紅く。サーナキアへの怒りではなく、自分への欲に赤く染まった眼を見た瞬間、ぞくりと背筋が震えた。

　当たり前だ、吸血鬼に欲望を込めて見つめられているのだから。そう自分に言い聞かせ、努つとめて凜りんと、いかにも神子姫らしく語りかける。

「他の方や、あなたご自身がどう思っていても……生まれも身分も関係なく、弱きを助け、強きをくじくあなたの魂たましいは騎き士しです。たとえ体が、吸血鬼に変わっても」

　分かりやすい感情の発はつ露ろは、世渡りの妨さまたげになっていたようではある。だがその噓のなさに、ブランシェは惹ひかれていた。──あくまで神子姫として、だが。

「クリス様のことも、もちろん人間に戻して差し上げたいです。ですが私が、最初に人間に戻して差し上げたいと思ったのは、その、あなたなので……いえ、グレイドル様のご希望が、クリス様が先ということは存じております！　可能ならお二人いっぺんに」

「……なんであんたはそうやって、一々期待させるようなことを言うんだかな」

　闇に慣れ始めたブランシェの眼に、皮肉っぽい笑えみが映った。出会った頃によく見た表情には、本来の闊かつ達たつさとは裏腹の暗い引力を感じる。

　理性を裏切って高鳴る心臓。闇の中で吸血鬼と二人きりという状況を、今さらのように思い出した。

　おまけになんだか、距離が。

「あ、あ、あれ……？　ち、近くありません、なんだか……？」

　眼の錯さつ覚かくかと思ったが、そうではなさそうだ。レイヴンがあまりにも近く思え、後ずさっていくのだが、距離が変わらない。

　おかしい、おかしいと思いながら後ずさるうち、背中に壁かべを感じた。

「きゃっ……!?」

「おっと」

　頭をぶつけそうになったところで、壁と頭の間に弾だん力りよくを感じた。レイヴンが後こう頭とう部ぶを庇うように、手の平を差し入れてくれたのだ。

「あ、ありが……ぁ」

　頭を庇った指先が、そのまま下りて、さらさらと銀ぎん糸しのような髪を撫なでた。

　サーナキアにされると安あん堵どに繫つながる行こう為いは全て、レイヴンにされると鼓こ動どうを速める。

「……どうしたんだ？　顔が赤いぜ、姫さん。俺との接せつ触しよくに慣れるんじゃなかったのかよ」

「ほ、本当に、どうしたんでしょう、私……」

　途方に暮れたように見上げれば、レイヴンもじっとこちらを見つめている。牙きばを隠かくした唇くちびるが、開いた。

「それとも……まさか、俺の『染心』の中ちゆう毒どく症しよう状じようが出始めているのか？」

「……ルーベラン殿下のように……？」

　トーマが神殿にやたらと顔を出すのは、レイヴンたちに会うためはもちろん、弟の状況を見るためだ。禁断症状が出始めていれば、そのまま王城まで同行する。

　聞くところによると、少しずつ少しずつ、ルーベランの禁断症状は落ち着いてきてはいるらしい。ただしギルディアスに会わずに済む期間が十日から十一日になったとか、その程度のものらしいが。

「そうですね……確かに、お会いしたいと……あなたがいなくなると、寂さびしいと、思います……」

　本当に、「染心」にかかっているのかもしれない。足元がふわふわする。からかうようなレイヴンの声が、よく聞こえない。

「私……今までお会いした男性の中では、一番あなたが好きなんです、グレイドル様」

　強く優しく面倒見が良く、ちょっと口うるさいところもあるが、拾ったものを決して見捨てない兄貴分。郷里でガキ大将をやっていた頃から変わっていないという本質が、好このましい。

「な、なんだ突然……！　しかも、男性の中ではって……サーナキアがいるだろ」

　かすれた声で言い返され、ブランシェは首を振る。

「いえ、サーナキアは性別などという概がい念ねんを超ちよう越えつした存在ですので……」

　教育係の教えに則のつとり答えれば、不意にレイヴンが苦笑した。

「そいつはありがとうよ、姫さん」

　不意に、気配が離れた。

　ブランシェから数歩離れたレイヴンは、肩を竦めて苦笑いするばかり。

「あの、私、何か変なことを言いましたか？」

　安堵と寂しさを両方感じながら尋ねても、曖あい昧まいに首を振られるだけ。

「いや、別に。能力はとにかく、あんたの中身は完かん璧ぺきな神子姫だよ。おかげで、魔ま除よけを出すまでもなく眼が覚めた」

「魔除け」が入っている制服の胸を叩たたいて、レイヴンはさり気なく話を変える。

「俺自身についていえば、そこまで急いでもらう必要はねえんだ。ただ、あの『顔だけ吸血鬼』みてえな化け物が、生まれつつあるって話じゃねえか。それを思うと、最近『魔族』がおとなしいのは何かの予兆じゃないかって気さえしてくる。そういうのに対たい抗こうするためには、しばらく吸血鬼の力は必要かもしれねえ……」

　だから焦あせるな、と言う一方で、レイヴンは苦しそうにうめいた。

「だが……クリスはだめだ。あいつの力じゃ強い『魔族』には対抗できねえし、早く人間に戻してやらねえと、あいつは……」

「クリス様……」

　──あまりレイに、思い入れないほうがいいかと。

「姫さん？」

「あ、いえ……あの、な、なんでもないです！」

　不意に耳の奥に蘇よみがえったひと言が、思った以上に胸を騒さわがせる。自分の反応に自分で驚おどろいたブランシェがひとりで慌てていると、レイヴンも気まずそうに眼を逸そらした。

「……単刀直入に言う。俺はできるだけ早く、あんたにあいつを人間に戻してほしい。クリスが、これ以上苦しそうにしているのを……見たくない」

　もちろんそれは、ブランシェの望みでもある。しかしなぜか、思い出してしまったクリスティアンの台詞せりふが頭を離れず、どこか上うわの空な態度を取ってしまう。

　──あまりレイに、思い入れないほうがいいかと。

　思い入れてなどいない。彼は騎士兼けん教育係であり、大切な人だが、そこは踏ふみ越えていない。踏み越えてはならない。

「クリス様は、いい方ですものね。私に本当にお兄様がいらしたら、ああいう感じだったのでしょうか……」

「姫さん？」

「いえ！　あ、あの、あの方は確かに私に似ていらっしゃいます、だから、その」

　とっさに言い繕つくろおうとしたら、裏目に出たようだ。

「……おい。まさかとは思うが、あいつはやめとけよ、姫さん」

「え？」

　クリスティアンと逆の言葉に驚いていると、レイヴンはさらに誤解したらしい。苦い顔をして、

「確かにあいつは、見た目もいいし優しいし頭もいいし、俺と違って貴族の出だ。本を読むのも得意だし、腕うでっ節ぷしだって人並み以上に立つ」

「え、ええ……そうですね」

　サーナキアのほうがきれいだし、グレイドル様だって十分すてきだけど、と思いながら聞いていると、レイヴンは重い口く調ちようで続けた。

「しかし、言いたかねえが、今のあいつは『魔族』だ。そしてあんたは、神子姫だ。……惚ほれていい相手じゃねえ、お互いにな。そもそもあんたは……異性と必要以上に接近しては、いけないんだろう？」

　明確な言葉が出たことで、ようやく彼が、そしてクリスティアンが言わんとしていたことに理解が追いつく。

　惚れる。──恋。

『普通の女の子』の大好物。彼女たちはいつも、新しい恋を求めて飛び回る狩人かりゆうどだという。

「……あんたがクリスにおかしな感情を持つと、そのせいであいつは人間に戻れなくなるかもしれねえ。それは……その、困る」

　ぼそぼそと聞き取りにくいレイヴンの声とは対照的に、脳裏に浮かぶサーナキアの笑顔は驚くほどに鮮せん明めいだ。

「そうですか……クリス様は、そういうことを、私に言いたかったのですね」

　しょんぼりと、ブランシェは肩を落とした。

「私が救うべき民に、恋をするなんて……本分を見失うような愚おろかな神子姫だと、思われていたなんて……」

「……あ？」

　変な声を出したレイヴンを尻しり目めに、ブランシェは一転、きらきらと眼を輝かがやかせ始めた。

「いえ、これはむしろ、私が成長していると思うべきでしょうか!?　あなたにもクリス様にも、恋しているように見えたなんて……感かん激げきです。まるで『普通の女の子』みたい。やはり地味な努力が実を結んだのですね……!!」

　そうに決まっている。

『普通の女の子』の力は、あくまで副次的なもの。恋の話ぐらいならがんばるが、恋なんかしない。あり得ない。

　正しい神子姫は、そんなことをしない。それでは誰も、救えない。

「……そうだよな。あんたは本当に……忌いま々いましいぐらいに完璧な、神子姫サマだ」

「ありがとうございます!!」

　翳かげりを帯おびた声に褒ほめられ、素直に喜んだブランシェは、次の瞬間ぎくりと硬こう直ちよくした。

「え？」

　黒髪の頭が眼の前にある。銀の髪が宙を舞う。

　つい先ほど離れたはずのレイヴンが、ブランシェを壁に押しつけ首筋に唇を寄せているではないか。

「悪わりぃ……自分で思っていた以上に、いろいろ溜たまってたんだな、俺」

　限りなく低い声でそう吐いたレイヴンが、静かに顔を上げる。

　間かん一いつ髪ぱつで、懐ふところから取り出した「魔除け」──ルーベランがブランシェに贈おくった付けひげを彼女に装そう着ちやくさせたレイヴンは、間抜けな姿を見て力なく笑った。

「あんたはな、大丈夫だと思うんだよ。肝かん心じんなところは、ちょろくねえからな」

「あ、りがとう、ござい、ます……」

　やっとのことでそれだけ答える。久しぶりの付けひげは、やたらと皮ひ膚ふにちくちくした。

「……だが……クリスについて頼んでる俺が、この有あり様さまなんだ。分かったろ、『魔族』なんてこんなもんだ。俺は頭を冷やしてから戻る。悪いが今日は、部屋まで送れない。……そっちのほうが危ない」

「そ、そのようです、ね……」

　ごまかしようもなくうなずけば、レイヴンは本当にちょろくねえな、と苦笑いしながら去っていった。







　レイヴンが去った後、しばらく壁かべ際ぎわで呆ぼう然ぜんとしていたブランシェは、扉が開く音に飛び上がった。

「ち、違うのサーナキア！　グレイドル様もちょっと、お疲、れ……クリス様!?」

　サーナキアが戻ってきたのかと思ったら違った。扉の向こうから恐きよう縮しゆくしいしい現れたのは、なんとクリスティアンだった。やはり検知網を切りっぱなしというのは、何かと問題になりそうだ。

「まあ、だめです、サーナキアに怒おこられてしまいます!!」

「す、すいません、気がついたらレイの姿が見えなくなっていたので……」

　見た目は人間。しかし暗くら闇やみを貫つらぬく「魔族」の視線が、ブランシェの鼻の下で止まった。

「あの……ええと、複雑な……そう、複雑な事情があるようですけれど、神子姫様……あいつ……まさか」

　レイヴンとのやり取りは大体察しているようだ。付けひげに注意力を奪うばわれつつも、彼はひどく張り詰つめた顔をしていた。

「い、いえ、一瞬ひやっとはしましたけど、平気です、大丈夫です、問題ありません!!」

　もう大丈夫と示すために「魔除け」を取り、髪をかき上げ、無傷の首筋を見せつける。

「ええ、そのようです。──今は」

　だが、クリスティアンの硬かたい表情は変わらない。

「だ、大丈夫です。グレイドル様は、私の血だけは絶対に吸わないと、約束して下さいましたから！　ですから、その……ちょっとぐらい思い入れても、大丈夫かと……!!」

　先ほど一瞬、レイヴンが禁を破りかけたことは事実。

　しかし、それでも、最終的には彼は誓ちかいを守った。ならば信じたい。自分を信じ、親友の運命を懸かけてくれている、彼を。

「……レイのことを、本当に信じているんですね」

「はい」

　揺らぎかける自分を制して断言すれば、クリスティアンは逆に、迷うように視線をさまよわせ始めた。部屋に戻る様子もないことに不ふ審しんを感じ、ブランシェはおずおずと尋ねる。

「あの……ところで、グレイドル様は確かにこちらにいらっしゃいましたが、他の見張りの方はどうされました……？」

　クリスティアンが先日レイヴンに「もっと怒れ」と言われていた時のような、彼特有の静かな笑みを浮かべる。

「それが……術者の方たちも、この時間ですからね。ぐっすり眠っておられて」

　瞬間的に生じた違い和わ感かんが、考えるより先に口を衝ついた。

「噓」

　クリスティアンが灰色の瞳を丸く見開き、それから少し間を置いて、力なく笑った。

「……申し訳ありません。ちょっと眠ってもらったんです、セイレーンの能力で……彼らはどうも、俺の『魔族』としての能力を低く見積もりすぎていたようですね」

　正直な告白を聞いて、ブランシェは思わず利き足に力を込めた。しかしクリスティアンは、相変わらず静かに微笑んでいるだけだ。

「昼に暴れ出した『魔族』が、夜に見張りを眠らせて単独行動をしている訳ですからね。サーナキア様を呼ばれるなら、それでも構いません。むしろそのほうが、話が早いかもしれない」

「……どういうことですか」

　この距離なら拳のほうが有効かしら、と考えつつ尋ねると、クリスティアンの唇から笑みが消える。

「見張りの方に眠ってもらったのは、あなたと二人で話したかったからなんです」

「……それは……」

　ますます怪あやしいではないか。警けい戒かいを解かないブランシェに、クリスティアンは小声でささやいた。

「見張りがいると、まずいんです。……俺じゃなくて、レイが」

「グレイドル様が？」

　予想外の答えに驚けば、クリスティアンの声がもっと小さくなった。

「実は……レイの行動に最近、ちょっと腑ふに落ちないことがあって」

「腑に落ちないこと……？」

　なんだろう。「腑に落ちない」とレイヴンに言われることはよくあるが、逆はあまりない。時に冷たい言葉に傷つくことがあっても、その裏にある優しさは、ブランシェも理解しているからだ。

「あいつ……俺が眼を覚ました次の日、トーマに『染心』をかけていたんです。しかも、いつものあいつらしくなく、陰かげに隠れてこそこそと……」

　とっさに言葉が出なかった。

　強大かつ便利な能力である「染心」を、レイヴンは極力使わないようにしているはず。理由は簡単で、相手を「染心」中毒にするのを防ぐためだ。

　ただでさえトーマはレイヴンを敬愛しているのだから、なおさら中毒になりやすい。余計気を遣っているはずなのに、一体何のために？

「な、なぜ……おいしい物を、こっそり持ってきてもらうためですとか……？」

「……いや、今のあいつの味覚では、トーマがどれだけ厳げん選せんしてくれても無駄だと……」

　混乱したブランシェの埒らちもない問いに、クリスティアンは律りち儀ぎに答えてくれた。

「俺も理由が気になって、問いただしました。でも、はぐらかされてしまった挙あげ句く、あなたには絶対言うなと言われてしまって……」

　これは噓ではない。はっきりと、分かる。

「だから……思い入れないほうがいい、と？」

　震える声で聞き返すと、クリスティアンは言葉を選ぶ調子で答えてくれた。

「はい。ですが、もちろん俺も、何か理由があるんだとは思っています。でも……俺よりずっと制せい御ぎよに長たけていても……今はあいつも、『魔族』なんです」

「魔族」。人類の、神子姫の敵。

「ですから、気をつけて下さい、神子姫様。あなたにもしものことがあれば、あなた以上に……あいつが傷つく。レイは、そういう奴やつなんです」

　心ならずもトーマの血を吸ったことにより、彼が自みずからの死を完全に確定したことを、ブランシェはもちろん忘れてはいない。

「それに……」

　束つかの間ま言い澱よどんだクリスティアンは、もうこんな機会はないかもしれないと思ったのだろう。ためらいを振り払い、続けた。

「身勝手なことを言いますが、俺に勝ったあなたには、完璧な神子姫でいてほしいから」

　身勝手で、それゆえに切実な言葉が胸に染しみ入った。

　完璧な神子姫。それはブランシェとサーナキアの願いである。

　そして、レイヴンの願いでもあるはずだ。

「すいません、俺はもう戻ります。それでは!!」

　誰かに見つからないうちにと、クリスティアンが部屋を出て行く。

　ブランシェもさすがに資料を読む気になれず、とぼとぼと自分の部屋に戻った。







　昼に差しかかり、徐じよ々じよに強くなり始めた冬の日差しが差し込む談話室の中で、頁ページを繰る音だけが響く。

　どこか緊きん張ちようを帯びた空気を断ち切ったのは、ブランシェの向かい側で黙もく々もくと歴史書を読んでいたレイヴンが本を閉じた音だった。ばん、という乱暴な音に肩を跳はねさせたブランシェを、険のある緑の眼が射い竦すくめる。

「姫さん、俺に何か言いたいことがあるだろ」

　クリスティアンが再び監禁されるようになってから、早四日が経っていた。レイヴンは基本的には友人につきっきりで、ブランシェとはなかなか顔を合わせない日が続いていたのだが、本日いきなり手伝いに現れたのには理由があったようだ。

「い、いいえ！　おしゃべりしている時間はありません、私はあなたが見つけて下さった資料を読み下すために、古代オリオロン言語を習得しなくてはいけないのですから……!!」

　レイヴンが偶ぐう然ぜん発見した、いかにもそれらしいアルシェイラの挿さし絵え入りの資料。全ての資料を読み終えたブランシェは改めてその本を読み解とこうとしたのだが、すぐに難問にぶつかった。

　サーナキアが取り出してきた中でも最古の資料であるその本は、現在とは文字の形からまるで違う古代語で書かれていた。いかに読書が不ふ得え手てとはいえ、レイヴンが本を逆さまにしても気付かなかったのは、本文が見知らぬ記号の羅ら列れつにしか見えなかったからだと後で言い訳していたが……

「なるほど、だからあの時の俺みたいに、辞書を逆さまで読んでるのか？」

「……あっ」

　慌てたブランシェの手元から資料が消える。彼女の手から奪った本を脇に積み上げたレイヴンは、じっと水色の瞳を見下ろした。

「二日ぐらい前から、露ろ骨こつに俺と眼を合わせねえじゃねえか。……サーナキア、ちょっと姫さんを借りるぜ」

「嫌いやだと言ったらどうします？」

　気に入ったのか、いい匂いをさせながら山や羊ぎのチーズ載せスコーンを摘つまんでいるサーナキアは平然とそう返した。

「……うるせえ、大丈夫だ、傷一つ付けずに返す。万一クリスに何か動きがあったら、教えてくれ」

　サーナキアが何も返事をしないうちに、レイヴンはブランシェを引っ張って歩き出した。







　廊ろう下かに出るなりレイヴンは、開口一番こう言った。

「出て行けっていうんなら、そう言ってもらって構わないんだぜ」

「え？」

「この間の夜は、確かに悪かった。怖こわがらせて」

　どうやらレイヴンは、クリスティアンが暴れたあの日の夜の振る舞いが原げん因いんだと思っているようだ。

　確かにあの日の夜のことが、自分の態度の原因ではある。だが、若干レイヴンが思っているのとは意味合いが違う。

「あ……あなたは、トーマ殿下に『染心』を使って、何をさせているのですか？」

　聞かなければいけない、とは思っていたことだ。単刀直入に問いかければ、レイヴンが大きく眼を見開いた。

「……さすが、神子姫様だな」

「い、いえ、『天眼』などで検知した訳ではありません。ご……極秘に情報を入手しましたので!!」

　クリスティアンから聞いた、などと言えば、二人の友情に差し障さわりが出るかもしれない。ひとまず情報源は保留としたブランシェは、ひたとレイヴンを見上げた。

「サーナキアには、まだ言っておりません。……何か理由があるのでしょう？　おっしゃって下さい。でないと……」

　クリスティアンよりさらに強力な「魔族」であるレイヴンは、無許可で神殿から出ることは禁じられているものの、それ以外の強い規制はない。

　それはひとえに彼の自制心をブランシェも、そしてサーナキアも信じているからだ。もっともサーナキアは彼が自制心を失ったところで、ブランシェにさえ害を及ぼさなければ、後はどうでもいいのだろうが。

　しかし、その信頼をレイヴンが足あし蹴げにしたのなら、ブランシェは決断しなければならない。吸血鬼が帝王代理補佐であるトーマを支配下に置くなど、許されることではないのだ。

「……っ!!」

　不意にレイヴンの眼が赤く輝いたことを察知し、ブランシェはすばやく耳を塞ぐ。

　その動作を、険けわしい表情を見て、レイヴンは深々と息を吐いた。

「……悪い、今一瞬、あんたにも『染心』を使おうとしたのは事実だ。でも、信じてくれ。俺は……姫さんには正しい神子姫の道を歩んでほしいと思っているから、その邪じや魔まはしない。本当だ。でないと……あんた自身も、傷つくだろ」

　生憎と耳を塞いでいるのであまりよく聞こえなかったが、ブランシェの立場を慮おもんばかってくれていることだけは、強く伝わってきた。

「──はい。信じます。ですから……真実を教えて下さい」

　手を下ろしてうなずけば、レイヴンも決意したようだ。

「……あんたもトーマも、すぐに顔や態度に出るから、言いたくなかったんだが……」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう説明しようとしたレイヴンが、ぴくりと耳を反応させた。

　神殿内が、突然騒がしくなってきたのだ。







　新たにクリスティアンという口外できない客人が増えた現在、神殿の奥にはほとんどの人間が入れない。そのため基本的には通信術による伝達が行われているのだが、重要な内容はやはり直接対面しての報告となる。

「サーナキア様！」

　静せい謐ひつを旨むねとする神殿の廊下を小走りに駆け、やって来た女官がサーナキアに耳打ちする。いったんレイヴンと一緒に談話室に取って返していたブランシェは、不安で一杯になりながら問いかけた。

「サーナキア……どうしたの。まさか大だい規き模ぼな攻勢が始まった、とか？」

　ここのところ、「魔族」は確かにおとなしかった。それを大規模な攻勢の前まえ触ぶれではないかとする向きは、少し前からあった。

「『天眼』は取っておきなさい。『魔族』ではありませんよ、神子姫様。第一その可能性が低いことは、あなたも分かっているでしょう」

　報告を聞き終え、なぜか頰ほおを染めている女官を帰したサーナキアは先走るブランシェをたしなめる。

「では──まさか、『神しん魔ま』？」

「魔族」の大攻勢はまずないだろう、実情を知るブランシェたちは、そう考えていた。攻こう撃げき衝動に導かれるまま人を襲う「魔族」の大半は、時期を合わせていっせいに襲ってくるような理性を持ち合わせていないからだ。彼らはそのようには、作られていない。

　しかし、サーナキアが復活しつつあると言っていた「神魔」なら。

「外はずれです」

　またしても、サーナキアが首を振る。

「正解は、ただの人間です。だからこそ、厄やつ介かいなのですがね」

　優美なため息を、外から聞こえてきた少年の大声がかき消した。




「どけ！　神子姫ブランシェは、俺の姉だ!!」




「染心」を食らったかのように、ブランシェの四し肢しをその声が拘こう束そくした。

「……おっと」

　サーナキアがかすかに眉まゆをひそめる。

「声の大きな子供ですね。仕方がない、とりあえず私が」

「いいえ」

　きっぱりと、ブランシェはサーナキアの言葉をさえぎった。

「私に会いたいと言っているのでしょう？　会います。……会わせて、お願い」

「──そうしましょうか。あまりあそこで粘ねばられると、外がい聞ぶんが悪いですから」

　うなずき合って歩き出そうとしたところ、レイヴンに呼び止められた。

「姫さん。……いいのか？」

　なんとなく事情を察したらしい。心配そうなその眼をきちんと見つめて、頭を下げた。

「お騒がせして申し訳ありません。グレイドル様は、ここにいらして下さい」

　神子姫の笑顔でそう言うと、ブランシェは毅き然ぜんとして足を踏み出した。







　下手な騒ぎになってはまずいと思ったのか、招まねかれざる客は神殿内にある応接室へ通されていた。元は騎士団の出と思おぼしき、屈くつ強きような護ご衛えいに取り囲まれた黒髪の少年が、ブランシェを見るなりあ然とした顔をする。

「み、神子姫、様……？」

「ええ」

　初対面の時以上にまじまじと見つめられ、内心気まずい思いをしながらうなずく。

　無理もない、彼と間近で顔を合わせたのは確か五年以上前のことだ。ブランシェより一つ年下のはずの彼はいつの間にか身長も「姉」より高くなり、顔つきもすっかり大人びている。箱入りのブランシェと違って、複雑な構成の家庭で育つ彼は、急速にひとりの男になりつつあるようだ。

「久しぶり……ですね。……テオドル」

　どう話しかければいいものか迷いながら、ブランシェはとりあえず挨あい拶さつをした。

　テオドル。ブランシェを神殿に取られて以来、父と離婚した母が大勢育てている養子のひとり。

　名前は分かるが、彼の姓せいは分からない。母は離り婚こんした後旧きゆう姓せいには戻さず、別の場所で別の姓を取得しているはずだからだ。多額の報奨金を与えられる神子姫の父母はいろいろな意味で狙ねらわれやすいので、そのように自じ衛えいする者は珍めずらしくない。

「今日は一体、どうしたのですか。それと、私を『姉』と呼んではいけません。私は帝王の養女であり、うかつなことを言うとせっかく身を隠している……その、あなたのお母様やご家族が害される可能性が」

「もう遅おそい」

　ようやくブランシェの顔を呆ほうけたように見るのをやめたテオドルの眼に、悲痛な光がみなぎった。

「一番下の弟が、変な男たちにさらわれたんだ!!」

「──……!!」

　突然の言葉に、髪の先まで震えが走る。動どう揺ようを必死に押し留め、ブランシェはできるだけ冷静な声を出した。

「騎士団には」

「言った!!　でも全然見つからないし、母さんの元もと旦だん那なまで行方ゆくえ不明だって……!!」

「──お父さんまで？」

　思わず素すに戻ってしまったブランシェに、テオドルは必死に訴うつたえる。

「変だろ!?　絶対おかしいんだ!!　母さんも元旦那も、名前も居場所も変えて、うまくやってたはずなのに……同時に消えるなんて、絶対変だ!!」

「そうでもありませんけどね。お母様はとにかく、お父様は酔ようといまだに娘むすめ自じ慢まんをしまくっていたようですから。ですが、あなたの連れと同じく、元騎士団の護衛などはしっかり雇やとっていたはずなのですけどね」

　後ろから口を挟はさんできたのは、サーナキアである。実に冷静な彼の言葉が、ブランシェの頭に冷水となって降ふり注そそいだ。

　状況は分かった。なら聞くまでもなく、テオドルがなんのために神殿に押しかけてきたかは分かる。

「……ごめんなさいテオドル、私は力になれません」

　途端にテオドルの顔が歪ゆがむ。

「どうして。あんた神子姫だろ、帝王陛へい下かの次に偉えらいんだろ!?　……母さんが半はん狂きよう乱らんになって捜さがしてるんだ、このままじゃ母さんが先に倒れちまう……!!」

　隠し立てのない敵意は、初対面の際のレイヴンを思わせた。黒髪であるところや素直な感情の発露も、どこか彼を思わせて余計に胸が痛い。

「……ある程度の権力を持っていることは、否定しません。でも、それ以上ではないのです。地区の騎士団にもう一度協力を要よう請せいして……」

「とっくにやってる、でも埒が明かないから来たんだ!!　管かん轄かつがどうのってぐずぐずうるさくて、人手が足りないしか言わねえ!!　本当は……あんたになんか、頼たよりたくなかったのに!!」

　分かっている。

　初めて会ったあの日、彼は言ったのだ。母さんの子供は俺たちだ、帰れ、と。

「では、鼻はな薬ぐすりを効かせてやればどうです。その程度の金は、国庫から出ているはずですが？」

　視界に金色のものが広がる。ブランシェを押しのけて、サーナキアが前に出てきたのだ。

「金もちょっとやったけど、それでもだめだから来たんだ!!　神子姫の力で直接頼んだほうが、絶対いいだろ!?」

　テオドルはといえば、ひたすらブランシェに向かって叫さけび続けている。

「それとも、もう帝王の娘になっちまったから、本当の親なんてどうでもいいのか!?　そうだよな、まして弟って言っても、全然血は繫がってねえし!!」

「……違ちがいます。そうではなくて……本当の親でも、そういうひいきは」

「ひいきってなんだよ、弟は殺されてるかもしれ、うわっ!?」

　叫さけぶテオドルにつかつかと近づいたサーナキアが、出し抜ぬけにテオドルの足を払った。眼にも留まらぬ早はや業わざに、護衛たちに抱だき留められた彼は何が起こったのか分かっていない様子だ。

「これ以上の話し合いは無駄のようですね」

　ただでさえ冬に近づき始めた室内の温度を、さらに下げるような声でサーナキアが言い放つ。
















「よろしいでしょう、テオドルとやら。神殿からあなたのお母様と、彼女の元旦那様の管轄区域に問い合わせましょう」

　陳ちん情じように来た少年を軽くいなす。それ以上でもそれ以下でもない態度に嚙かみつこうとしたテオドルを、紅あかい瞳が射竦めた。ただし彼にはサーナキアの眼の色は認識できないはずだが、迫はく力りよくはしっかりと伝わったようで、息を吞んで口を閉ざす。

「ですが、それ以上のことは期待しないように。神子姫様が立場におごらず、節度を持った振る舞いをしているからこそ、あなた方兄弟は何不自由のない生活を送れているのです」

　ブランシェの母親はテオドル以外にも、何人もの男の子を養子にしている。養女をひとりももたないあたりが、彼女の心の傷を窺うかがわせた。

「それともその程度のことすら、あなたのお母様は教えて下さらなかった？　ここにあなたを寄よ越こしたのは、まさかお母様ご本人ではないですよね」

「……サーナキア、やめて」

　くすくすと意地悪く笑うサーナキアを、ブランシェがたまりかねたように止めた。

　だが彼女がテオドルに向ける眼も、陳情に来た少年へ向ける以上のものではない。それ以外は、許されていない。

「できるだけの努力はすると、約束します。私は、ラーラベルを守護する神子姫ですから。……さあ、もう帰りなさい」

　言うなり踵きびすを返したブランシェの背中に、痛いほど「弟」の視線が突き刺さる。

　罵ば声せいを浴あびせてこない分、その胸で煮にえたぎる感情は察して余りあった。

「ご立派でしたよ、さすがわたくしがお育てした神子姫様」

「……ありがとう、サーナキア」

　今すぐ神殿を飛び出していきたい衝動を抑おさえつけて、ブランシェはひと言礼を述べた。







　談話室前の廊下まで戻ると、レイヴンが険しい表情で待ち受けていた。

「……お待たせいたしました、グレイドル様。さあ、さっきの話を」

「それより、あんたの弟と親父おやじ、助けなくていいのか」

　いきなり言われ、ブランシェは眼を丸くする。

「きゅ、吸血鬼は、それほど聴ちよう覚かくが発達しておりましたか？」

「……女によ官かんのひとりに『染心』を使って、大体の事情は聞いた。悪かったよ、後で好きなだけ怒ってくれていい」

　気まずそうに謝ったレイヴンは、かすかに表情を強こわ張ばらせたブランシェをじっと見る。

「詫わび代わりと言ってはなんだが、俺にあんたの家族の奪だつ還かんを命じろよ、姫さん」

「え？」

「神子姫に許された以上の権力をほしいままにするのは、確かに問題だろう。だがあんたは、神子姫ではなく『普通の女の子』として俺を動かせる」

「……そんな！」

　首を振るブランシェを、わざとらしくレイヴンがからかう。

「まあ、俺がこの機会に逃にげ出して、あちこちで血を吸いまくるとでも思っているなら」

「いいえ!!　あなたは絶対に、そんなことはしません!!」

　拳を握って力説すれば、あまりの勢いにレイヴンは苦笑を浮かべた。

「……ああ、そんなことはしないさ、姫さん。だから……」

「おや、そうすると、あなたのご友人の見張りは誰がやるんです？　いまだに不規則にうなされている彼は、総合的な能力は高くないとはいえ、あくまであなたと比べたらです。中級以上の『魔族』が暴走した場合、通常は一個中隊に招しよう集しゆうがかかるはずですよ」

　しばらく静観を決め込んでいたサーナキアが横合いから言った。

「決まってるだろ、俺の師し匠しようの大先生だ」

　その問いかけは予測していたらしく、レイヴンの答えは澱みない。

「ほう、あなたのような腕力特化の突とつ撃げき馬ば鹿かの師匠になれるとは、さぞかし慈じ悲ひ深くて美しい方なのでしょうねえ」

「確かにきれいだよ。むしろ顔しか褒めるところがねえ」

　最早容姿については何も言わないことに決めたらしいレイヴンだが、それ以外のところには大いに言いたいことがありそうだ。

「この件については、てめえも責任を感じるべきだと思うぜ、サーナキア。俺が話を聞いたのは、古参の、昔話にも精通している女官でな。──お前、その昔、わざと姫さんを神殿から逃がして家族に会わせたんだろう？」

「えっ……？」

　思わずサーナキアを見れば、彼は静かに微笑んでいる。

「おや、なんのことでしょう」

「お前が姫さんを、まして今よりもっと幼おさない姫さんの逃とう亡ぼうを見逃すとは、どうしても思えねえ。どうせ、これも教育の一いつ環かんだと言いたいんだろ？　子供が神子姫になれば親には報奨金、だが意い図と的てきに隠したり取り返そうとしたりすれば、最悪国外追放だ。……今さら帰れやしねえと分からせるために、会わせたんだろ」

「おやおや、神子姫様のお母様に失礼なことを……彼女はこの見事な銀ぎん髪ぱつを、汚きたない茶色に染めてまで娘を神殿に取られまいとしていたのですよ。だからこそ喪そう失しつの傷は、深かったようですがね」

　柔にゆう和わに笑うサーナキアだが、眼は刃やいばのように鋭するどい。

「第一わたくしがお膳ぜん立だてしようがしまいが、結末は同じだったでしょう。『天眼』を持って生まれてきた以上、神子姫になるしかありませんから」

　のらりくらりと話を逸らされれば逸らされるほど、ブランシェの表情が暗くなるだけだと分かったらしい。レイヴンはいったん追つい及きゆうを諦あきらめた。

「まあいいさ。とにかく後はあんた次し第だいだ、姫さん」

　レイヴンの眼が、改めてブランシェを見つめる。

「大丈夫だ。正体がばれないように、うまくやる。幻げん術じゆつの行使にもだいぶ慣れてきたし、『魔族』相手じゃねえなら、全力で戦う必要はないからな」

「……でも」

「参考までに言っておくが、大人の誘ゆう拐かいは生存率が低い。ガキと違って、拘束しておくのに手間がかかるからだろう。もちろん弟も、いつまでも無事でいる保証はねえ」

　冷れい酷こくな脅おどし文句が背中を押した。

　甘やかされているとは分かっているが、今だけは、どうか。

「……神子姫としてでなく……ただのブランシェとして、お願いします。私の家族を、助けて下さい……!!」

「任まかせろ。なにせ俺は、『救国の英雄』なんだからな。……あと、普通に頼んでくれてありがとう」

　また肩かたと首をかくかくやってくれなくてよかった、とひそかに苦笑いしたレイヴンが、右手の拳で左手の平を叩いて気合いを入れる。

「でも……よろしいのですか？　人のために働いても、何もいいことなんかないと……」

「……よく覚えてるな。実際今も、そう思っちゃいるよ」

　だが、とレイヴンは少し長い黒髪をかき上げる。

「あんたには世話になってるし、これからも世話になる予定だしな。大体守ると決めたお姫様にそんな顔させてちゃ、騎き士しの名がすたるってもんだ」

　ぶっきらぼうな言葉が、こんな時だというのに心臓を直ちよく撃げきする。やっぱりグレイドル様は「吸きゆう精せい」が使えるのでは、と内心疑っていると、

「……どうも嫌な予感がする。あんたは絶対、神殿を出るな。知らない人間とは会うな。分かったな？」

「は、はい」

　こっくりうなずいたブランシェに、レイヴンが力づけるように笑いかけながら歩き出す。

「吉きつ報ぽうを待っててくれ。心配するな、俺とあんたの関係は黙だまっておくよ」

「そうですね、正体不明の正義の味方、というのがよろしいでしょう。隠してもなお漏もれ出てしまうこの美び貌ぼうでは、なかなか難しいですが……あと、あなたと神子姫様の関係はほぼ無関係ですので、お忘れなく」

　その横に並んで歩き出したサーナキアを見つめ、レイヴンが口の端はしを曲げた。

「……おい、何してんだ、大先生」

「決まっているでしょう。わたくしもまいります。ただの一貴人として」

　艶あでやかに、サーナキアは微笑んだ。

「わたくしもあなたの親友殿を、信じることにいたしましたのでね」

「サーナキア……！」

　ぱあっと表情を明るくしたブランシェに軽く会え釈しやくしたサーナキアは、レイヴンと競い合うようにして神殿の外に向かう。

「まあわたくしは元々、あの方のことを信じてはいたのですが」

「噓つけ！」

　レイヴンの突っ込みも、心なしか親しげだ。オリオロン最強の二人の並んだ背中を、ブランシェは深く深く頭を下げて見送った。
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　天地が裂さけるかのような轟ごう音おんが、間近で炸さく裂れつした。

「きゃっ!?」

　ただひたすらに黒い沼ぬまの中をさまよう、禍まが々まがしくも重苦しい悪夢にうなされていたブランシェは、全身にびっしょりと汗をかきながら眼を見開く。

　気付けば激しい雨音に包まれながら、どこかで見た覚えのある天てん井じようを見上げていた。

　窓の外に覗のぞくべき空は一面、雷かみなりを蓄たくわえた雨雲に覆おおわれている。雲の隙すき間まを時折稲いな光びかりが白く走り、次いで雷が鳴り響ひびく。

「つぎはぎの怪かい物ぶつ」は、雷の力によってこの世に生み出されたという。

「……夢？」

　義理の弟と父が突然姿を消した。彼らを救うため、オリオロン最強の二人が連れ立って出かけていった。

　その後、レイヴンにブランシェの護ご衛えいを任じられたというトーマがやって来た。彼はてきぱきと指示を出し、怯おびえる女によ官かんたちをなだめ、頼もしく立ち働いてくれて。

　とりあえず神み子こ姫ひめ様は少しお休み下さいと言われ、素直に従ったことは覚えている。だが神経が昂たかぶってなかなか寝付けず、こっそり資料を読みに談話室に行こうとした時、どこからかもの悲しい旋せん律りつが聞こえてきたのだ。

　記き憶おくはそこで途と切ぎれている。

　一連の出来事は夢だったのかと思ったが、そうではなさそうだ。頭の重さも、雨の匂においも、間違いなく現実。

「ここは……」

　きれいに整せい頓とんされ、掃そう除じが行き届いているが、あまり生活感がない部屋の寝しん台だいにブランシェは寝かされていた。家や主ぬしが長期間不在にしているか、あるいは……永遠に不在となってしまったのか。

「俺の家ですよ、神子姫様」

　寝起きの気け怠だるさと既き視し感かんの間でぼんやりしているうちに、家主の声が説明してくれた。瞬しゆん間かん的てきに完全覚かく醒せいしたブランシェは、はっと上体を起こして周囲を見回す。

　庶しよ民みんと貴族の中間層である騎き士しに相応ふさわしい、数人の召めし使つかいを置けばあっという間に手て狭ぜまになりそうな単身用の一いつ軒けん家や。以前ここでは大立ち回りを演じたはずなのだが、きれいに修復された室内には乱らん闘とうの痕こん跡せきは全く残っていない。

　そうだ、ここは……クリスティアンの家。レイヴンが家や賃ちんを払い、維い持じし続けている友の家ではないか。

「ハーテル家の恥はじさらしと家族に絶ぜつ縁えんされ、ひとり暮らしをするしかなかった俺の家です。レイとの逃とう避ひ行こうの時、来たことがあるでしょう？」

　簡かん易いな台所から引っ張ってきたらしき椅い子すに腰こし掛かけたクリスティアンが、必死に状じよう況きようを理解しようと努つとめるブランシェを見てくすくす笑っている。折しも窓の外を白く染めた雷らい光こうが、彼の全身まで白く染め抜ぬいた。

「お前の家をめちゃくちゃにしてしまったって、レイにずいぶん謝られましたよ。俺としてはこんな家、どうだってよかったのに……あいつは本当に、律りち儀ぎな馬ば鹿かだ」

　説明に落らく雷らいの音が続く。耳をつんざく轟音に肩かたを竦すくめながら、ブランシェは反射的に寝室の壁かべを見た。




　裏切り者の友は裏切り者




　レイヴンは当初、多くの人々の信頼を裏切った唾だ棄きすべき「魔族」として処刑されたと公表されていた。

　それを聞いた誰だれかが、彼が保存していたこの家に入り込み、赤い文字で白壁に悪いた戯ずら書きをしたのだ。クリスティアンも同じく、トーマを害しようとした嫌けん疑ぎで処刑されたことを揶や揄ゆして。

　現在、壁の文字はきれいに消されている。クリスティアンの無実を公表させたレイヴンが気持ちの整理が着いたため、消すように言いつけたのだろう。

　しかし文字は消えたが、クリスティアン自身はここにいる。

　唾棄すべき裏切り者として。

　ブランシェだってそんなことを思いたくない。しかし状況は、火を見るよりも明らかなのだ。

「ト……トーマ殿でん下かとルーベラン殿下から、離れて下さい!!」

　クリスティアンの足元には、厳げん重じゆうに縛しばり上げられた二人の王子が転がされている。

　ブランシェまで眠らせたセイレーンの歌か、あるいは他の能力か。縛ってあるだけならまだしも、昏こん倒とう状態にある彼らの首くび筋すじには鋭するどい牙きばの跡あとがあった。顔色もひどく悪い。

「離れてもいいですが、離れたところで無む駄だですよ？　彼らは今、俺の眷けん属ぞくのはずですから。嚙かんで一日ほどしか経たっていませんし、まだ効力は切れていないはずです」

　肩を竦めて、クリスティアンが笑う。思わぬ言葉にブランシェはすうっと青ざめた。

「クリス様は、吸きゆう血けつによって仲間を増やすことができるのですか……!?　でも、あなたに嚙まれた人が吸きゆう血けつ鬼きになったなんて話は……!!」

　確かに、クリスティアンに対してはまともに「天てん眼がん」を使えないため、その能力に未知数の部分がある。本人からも、自分でもはっきり分からないという自じ己こ申しん告こくは受けていた。

　しかし、クリスティアンの改造資料はブランシェも見ている。付与しようとして失敗したものも含ふくめ、数多くの能力が載のっていたが、仲間を増やす能力はそもそも候補にすら入っていなかったはずなのに。

「まさか……」

　二年間の沈ちん黙もく。与えられていない能力の開花。突然変異。──先祖返り。

「『神しん魔ま』……？　でも、それにしては」

　弱い、と言いかけたところでクリスティアンにさえぎられた。

「この能力を身につけた経けい緯いはまた後で。俺は嚙んだ相手を眷属にするかどうか選べるんですよ、すごいでしょう？　もっとも、もってせいぜい数日という、なんとも中ちゆう途と半はん端ぱで俺らしい能力ですけどね」

　自じ嘲ちようするクリスティアンに、ブランシェはなおも質問した。

「グレイドル様が、ずっとあなたを見張っていたはずです！　一体どうやって……!!」

「ええ、あいつが馬鹿正直に俺につきまとってくれたものだから、直接王子殿下を嚙むことは難しかった。だからまず、俺の見張りを嚙んだのですよ。レイが俺のためにサーナキア様に頭を下げに行った、あの夜にね」

　絶句したブランシェに、クリスティアンはほくそ笑む。

「愚おろかな神子姫様。俺が言ったとおり、あなたはあの時、サーナキア様に言いつけるべきだったんですよ。見張りに穴を開けることができれば、後は簡単です。元々彼らはトーマが連れてきたのですから、俺のことで話があると言って、こっそりトーマを呼び出せばいい」

　なんの疑いもなく呼び出しに従う姿は眼に浮かぶようだ。以前からトーマは頻ひん繁ぱんに神しん殿でんを訪れているから、いきなりやって来ても不自然ではない。トーマが眷属となれば、ルーベランを眷属にするのはたやすいだろう。

「やっぱり、検けん知ち網もうを切ったりするのではなかったわ……」

　通常の状態であれば、眷属として「魔族」の気配を漂ただよわせた彼らのことはきっと感じ取れただろうに。悔くやしがるブランシェに、クリスティアンは感謝を述べた。

「あなたもレイも本当に素直で可か愛わいくて、ありがたかったです。途中運に賭かけるところも多かったですが、最上の形で状況を作れたのはあなたたちのおかげだ。ありがとうございます」

　それは嬉うれしそうな笑顔に噓うそはない。ある種サーナキアにも似た美しい笑みに抗あらがうように、ブランシェは肝かん心じんなことを尋たずねた。

「どうして、こんなことをしたのですか。目的は……一体、何ですか！」

「目的？　決まっているじゃないですか。まずはこの、トーマ殿下」

　クリスティアンの足が、床ゆかに転がっているトーマの太ふと股ももあたりを蹴け飛とばす。

「生まれ持った特権の重要性も分からず、悪戯にそれを捨てようとしたばかりか、結局特権がなければ何もできない馬鹿な王子様。こいつには昔から、いろいろと苦労をかけられましたよ」

　レイヴンと違い、クリスティアンはあまり大きく表情を動かしたり、大声を出したりはしない。その分煮に詰つめられた怒いかりは深く、暗くて、ブランシェはひやりとした手に内臓を撫なでられたような錯さつ覚かくを覚えた。

「……トーマ殿下を害そうとしていたのは、事実なのですね……」

　地位を返上した状態だったとはいえ、王族への謀む反ほんの嫌疑で処分を受けたクリスティアン。

　レイヴンはクリスは無実だと、あいつははめられただけだと、そう言っていたのに。

「いいえ、それは違います」

　あっさり否定された。

　しかも、噓ではない。

「え、え……？」

　大混乱に陥おちいったブランシェを見て、クリスティアンは静かに微笑ほほえむ。真意の見えにくい、彼特有のあの表情で。

「ル、ルーベラン殿下を蹴らないで下さい！」

　次の標的はルーベランだろうと思ったブランシェは、先んじてそう言った。

「ええ、蹴りません。この方を必要としているのは俺ではありませんし、俺はむしろ、この方とギルディアス殿下には感謝しているのですから」

「感謝？」

　全く意味が分からない。

　ルーベランはとにかく、ギルディアスはクリスティアンを無実の罪で処刑し、むごい改造を行った張本人ではないか。一番恨うらまれて当然ではないのか？

「トーマの次はあなたです、神子姫様」

　ブランシェの混乱などお構いなしに、クリスティアンは話を進めようとする。

　しかも、椅子を立ってゆっくりとこちらに近づいて来たではないか。何か非常に嫌いやな予感がして、ブランシェは思わず寝台から下りた。

「美しく、清らかで、すばらしい素そ養ようを持った神子姫。俺なんかとはまるで違う、完かん璧ぺきな神子姫。さすがあの、性格はとにかく美び貌ぼうと能力はすばらしいサーナキア様が、大切にするだけのことはあります」

　出会った当初は若じやつ干かんサーナキアに夢を見ていたらしいクリスティアンであるが、今やその夢は覚めたようだ。それでも顔と能力には文もん句くをつけられないのが、サーナキアらしいが。

「俺の髪かみだってね、昔はあなたに負けないぐらい、きれいな銀色だったんですよ」

　警けい戒かいして構えを取るブランシェの全身を眺ながめながら、クリスティアンはゆっくりと自分の髪に触ふれた。

　月の光を受ければ銀に光るその髪は、残念ながら普段は明らかにくすんだ灰色だ。今は激しい雷光に、真っ白に塗ぬりつぶされている。

「ご存じかとは思いますが、俺の家は貴族であること以外は裕福な商人とあまり変わらない、うだつの上がらない存在でした。なかなか子宝にも恵まれず、ようやく生まれた息子むすこが銀ぎん髪ぱつだった時の両親の喜びようは、あなたも分かるでしょう？」

「……ええ」

　大たい抵ていの家の両親が喜ぶことは分かる。ブランシェの両親も、父は大喜びだったらしい。

「俺の両親はね、それはもう張り切りました。俺に神子姫らしくしろ、しろってうるさくて……ドレスを着て着飾らされて、目立ちすぎたせいで誘ゆう拐かいされそうになったりしても、それだけ神子姫に相応しいんだと有う頂ちよう天てんだ。どうしようもないですよ。結局俺は見てくれ以外、神子姫の素養など全く持っていなかったのに」

　どこか他ひ人と事ごとめいた口く調ちようで彼が口にする言葉が、鈍にぶい刃物のようにブランシェの身を切っていく。

　時には真正面から、時には邪じや気きのない噂うわさとして、あるいはそれを装よそおって、ブランシェの耳にも届く神子姫候補たちの悲喜こもごも。選ばれた身である彼女は、それを全て厳げん粛しゆくな顔で受け止めねばならないのだった。

　そんなことを考えている間に、気付けばクリスティアンとの距きよ離りはあと数歩まで縮まっていた。

「だ、だから……神子姫になった私が、憎にくいのですね」

　慌あわてて後ずさりながら、ブランシェは確認を取る。

「そうです」

　最も早はや言葉を飾る気はないらしい。クリスティアンは、明快にそう答えた。

「俺があなたに思うところがあるのは、あなた自身も感じ取っていたのでしょう？　俺が神殿に来てしばらくは、ずいぶん警戒していましたし」

「えっ、わ、分かりましたか!?」

　ブランシェとしては、結構がんばって平静を保っていたつもりだったのだ。呆あつ気けなく看かん破ぱされていたと知って落ち込む彼女に、クリスティアンは呆あきれたように笑う。

「なのに結局、ほいほい騙だまされてしまうとは……それもまた、神子姫の大切な素養なのかな」

　毒のある笑みが不意に消え、彼の瞳は不思議なほどに透すき通った。

「でもきっと、そうなんでしょうね。世せ俗ぞくから離れた、その度を過ぎた清らかさ、疑うことを知らなさ……あなたは正しく、俺の理想の、俺が決してなれない、神子姫様だ」

　それは理性を取り戻した直後、サーナキアと対面した際に見せたのと同じ表情だった。「魔族」化されて何年もひとりさまよっていた彼が、「人間」として発した言葉に噓はなかったと思う。

　クリスティアンは心底、サーナキアに、神子姫の教育係にあこがれていたのだ。

　彼に導かれることを夢見ていたのだ。

「あなたは……本当に、神子姫になりたかったのですね」

「ええ、神子姫にも、なりたかったです」

「……え？」

　また、訳の分からないことを言われた。そしてこれも、噓ではない。

「この話も後にしましょう。夜は長いようで、短いのですから」

　含み笑いにはまた毒が、それもねっとりとしたひどく不快な毒が復活していた。
















　一瞬、しばらく切っていた検知網をまた働かせてしまったのかと思った。そう思ったことがきっかけになり、たちまち気持ち悪さが何も入っていない胃を直ちよく撃げきする。

「うっ……！」

　思い返せば、突然意識を失ってから、一体どれぐらい経ったのか。天気のせいで時間の経過が分かりづらいが、少なくとも半日、いや、もしかしたら何日も経っているのかもしれなかった。

「大丈夫ですか？」

　白しら々じらしい声がして、あの日握あく手しゆを交かわした手が背中を撫でる。

　サーナキアともレイブンとも違う、毒を塗り込むようなその手付きに心底ぞっとしたブランシェは、反射的に彼の手を振り払った。

「わ……私の両親に、何をしたんですか!?」

　むせそうになりながら聞けば、クリスティアンは打たれた手を大おお袈げ裟さにさすりながら首を振った。

「大したことは何も。俺の眷属になった術者は比ひ較かく的てき身分が高かったので、あなたの両親の現在の名前と住所を調べることができました。だからそれを、金が欲しい連中に売り渡しただけです」

　実に単純な手だが、効果抜ばつ群ぐんであることはブランシェにも分かる。

「まさか両方いっぺんに狙ねらうとは、彼らも欲深いことですね。しかもあなたの弟が神殿に押しかけてくるとは予想外でしたけど、本当にありがたかった。おかげでレイもサーナキア様も、あなたからうまく離れてくれましたし」

　どうやらクリスティアンは、ブランシェから護衛を引き離す策のひとつとして彼女の家族を狙わせたらしい。不発に終われば第二、第三の策を仕掛けるつもりだったのだろう。

「わ、私を憎んでいらっしゃるのなら、私に直接おっしゃればいいではないですか！　どうして家族に……!!」

「……本当に、世間知らずの馬鹿ですね。あなたのような人は、直接本人を狙うより、周囲を攻こう撃げきしたほうが効きくからに決まってるじゃないですか」

　冷ややかにせせら笑ったクリスティアンの手が伸びてきて、ブランシェを寝台に突き飛ばした。

　まだ気持ち悪さが残っていたブランシェは、避よけきれず敷しき布ふの上に倒されてしまう。

「な……、あっ」

　起き上がろうとしたブランシェの手首を、クリスティアンが摑つかんだ。サーナキアには確かに劣おとるが、十分整った顔が真上にある。

「王子殿下たちのように、寝ている間に俺の眷属にしてしまおうかとも思いましたが……それではつまらない」

　白い指先がブランシェのあごを取った。

　まるで勲くん章しよう授じゆ与よ式しきの時のレイヴンだ。顔が、近い。

「神子姫は、純じゆん潔けつを失うと能力も失うというのが定番ですよね？」

　意味はよく分からなかった。

　しかし、ざわっと全身が総そう毛け立った。

　硬こう直ちよくしているブランシェの上に、クリスティアンが覆い被かぶさってくる。それと同時に、脳内サーナキアが輝かがやかんばかりに微笑んだ。

『神子姫様、相手に足で腰を挟はさまれないうちに……分かりますね？』

「ええ、そうよね、サーナキア!!」

　高らかに答えたブランシェは、自分の上に馬乗りになろうとしているクリスティアンの下からすばやく横に転がって避けた。その勢いで起き上がるなり、足を振り上げる。

「うぐっ!!」

　肩に力一杯回し蹴りを食らったクリスティアンが、床に転がり落ちた。ブランシェはそのまま、寝台の軋きしみを利用して高く宙に飛ぶ。

「お願い、これで眼を覚まして、でなければ眼を回して……!!」

　できれば前者で、と願いながら、目標を定める。くすんだ灰色の頭目指して、容よう赦しやなく。

「がっ……!?」

　途と轍てつもなく不ふ愉ゆ快かいな音が響き、クリスティアンの眼が飛び出しそうなほどに見開かれる。

　並の人間なら、下へ手たをすれば死んでいたかもしれない。華きや奢しやな少女とはいえ人間ひとりの体重が乗った踵かかと落としが、再びクリスティアンの額ひたいに炸裂した。

「いたたたたた」

　ブランシェも骨身に染しみた衝しよう撃げきに半泣きになりながら、注意深くクリスティアンの様子を見やる。

「……眼、眼は回せたかしら……」

　今一度アルシェイラの奇き跡せきを願ったのだが、そこまでうまくはいかなかったようだ。クリスティアンはぴくりとも動かなくなったが、単に気絶しているだけにしか見えない。

「とりあえず……一度縛り上げて」

　いつ復活するか分からないし、このまま放置しておく訳にもいくまい。ああいう風にしないと、と縛り上げられたトーマとルーベランを見た瞬間、かっと眼を見開いたクリスティアンが突然叫さけんだ。

「トーマ、ルーベラン、神子姫様を押さえろ!!」

　主あるじの命令を聞いた瞬間、眷属たちの両眼も見開かれる。

　赤く染まった眼でこちらを見た二人は、ぶちぶちと縄なわをちぎって立ち上がった。あ然としているブランシェを、二人の手が摑む。

「きゃっ……!!」

　情け容赦のない手が四し肢しに食い込み、あっという間に床に押さえつけられてしまう。特にルーベランは指も爪つめも小さい分、錐きりのように肌はだに突き刺ささってものすごく痛い。

「あ、いたたたたた……」

　眷属たちに命じたクリスティアンも、痛みに顔をしかめながら起き上がってきた。彼の能力は決して低くはないため、生身のブランシェが致ち命めい傷しようを与えるのはやはり難しいようだ。

「俺に踵落としを決めたなんて、てっきりレイの冗じよう談だんだとばかり思っていたけど……まさか、本当だったとは。とんだおてんば姫様だ」

「魔族」だった時の記憶は、やはり朧おぼろなようだ。ブランシェの活かつ躍やくを話半分に聞いていたらしいクリスティアンは、むしろ感心するような顔をしている。

「しかし、戦せん闘とう能力まで高いとは、本当にすばらしい神子姫様だ。……どうしようかな、神子姫のままのあなたの血を、先に味わうべきかな」

　ブランシェの足元に立ったクリスティアンが、迷うことをも楽しむようにひとりごちる。

　起き上がろうにも、四肢を固定されていて動けない。もうだめだと思った時だった。




「姫さん！　トーマ!!　ルーベラン殿下!!」




　荒あら々あらしく扉とびらを蹴破る音と同時に、切せつ羽ぱ詰つまった呼び声が聞こえた。

「てめえ……姫さんから離れろ、この偽にせ者ものめ!!」

　激しい雨や雷の音にも引けを取らない怒ど声せいが響き、一いち陣じんの風が肌をかすめる。

　一直線に駆かけてきたレイヴンがクリスティアンに体当たりし、そのまま壁に縫ぬいつけたのだ。







　不快な落書きが消された寝室の壁に、今は家主であるくすんだ灰色の髪の若者が磔はりつけにされている。

「……偽者……？」

　いまだ床に押さえ込まれたままつぶやいたブランシェは、足元に誰かが立ったのを見た。

　一瞬背筋がひやりとしたが、そこにいたのは夜目にも鮮あざやかな金きん髪ぱつの美青年。

「サーナキア……！」

　ぱっと笑顔になったブランシェに微笑みかけてから、サーナキアは彼女の足を押さえつけているトーマを見た。

「サーナキア、だめ、トーマ殿下は操あやつられているだけなの！」

「分かっておりますよ、さすがに帝王代理補佐を殺すと後がまずいでしょう」

　平然とそう言うなり、紅あかい瞳が輝きを増す。

　するとそれまで能面のような無表情だったトーマが、ふらりと頭を揺ゆらして気を失った。

「あ、ありがとう！　ルーベラン殿下も」

　ほっとしたブランシェが続けて頼む前に、腕うでに食くい込んでいた小さな指が外れた。

「神子姫様……あっ、トーマ兄様!?」

　彼自身が吸血鬼であるせいか、さもなければギルディアスの「染せん心しん」中毒であることが皮肉に働いたのかもしれない。自然にクリスティアンの呪じゆ縛ばくから解放されたルーベランが、横倒しになったトーマを慌てて抱だき起こす。

「ぼく……へ、部屋でトーマ兄様を待っていたら、急にそこの人が来て……それで」

　小さな指が、壁かべ際ぎわでレイヴンと睨にらみ合っているクリスティアンを震ふるえながら指した。

「ええ、詳くわしくはまた今度。殿下たちは、迎むかえが来ておりますからここを出なさい」

　ちょうど外が騒さわがしくなり始めていた。先行していたレイヴンとサーナキアに、後続の騎士がようやく追いついたのだろう。

　緊きん張ちようした顔の騎士に連れられ、王子たちが家の外に出て行く。騎士団には手に負えない相手であるとでも、事前に言いつけられていたらしい。

　部外者がいなくなったところで、磔状態のクリスティアンが堪こらえきれなくなったように噴ふき出した。

「……偽者！　俺が、偽者!?」

「……薄うす々うす、変だとは思ってたんだよ。姫さんが妙みようにお前を避さけてるしな」

　ブランシェの態度は、レイヴンにも丸分かりだったようである。

「そりゃあ……確かにクリスは、神子姫になれなかった。口ではどう言おうが、わだかまりがあってもおかしくはねえさ。しかしこの、人を疑わねえ姫さんに避けられるなんて……おい、何がおかしい!!」

　盛せい大だいに噴き出したクリスティアンの襟えり首くびを摑んで、レイヴンが吠ほえる。怒りに燃える赤い瞳に至近距離で睨みつけられているのに、クリスティアンはひどく嬉しそうだ。

「ああ……そうか、レイ。お前って奴やつは、本当に本当に馬鹿だ!!　お前の知っている俺でなければ、偽者って訳だ。あはははは……!!」

　物静かな微笑みはどこへやら、クリスティアンは狂くるったように笑い転げている。思うような反応ではなかったらしく、レイヴンの表情が軋んだ。

「俺の知ってるって……知ってるも何も、お前はお前だろう、クリス」

「ああ、そうだよ、レイ」

　それは優しく、クリスティアンが微笑んだ。

「お前のことが大だい嫌きらいな、昔からの俺だよ!!　思った以上にちょろいと思ったら、思ったよりも恐おそろしく早くここを見つけたな。サーナキア様の力だろうが、本当に忌いま々いましい!!」

　振り上げられた手がぐぐっと太くなり、力一杯レイヴンに叩たたきつけられる。

　高価な一枚硝子ガラスでできた窓に叩きつけられたレイヴンは、窓だけでなく壁の一部を破は壊かいしながら外に転がり落ちた。

「グレイドル様！」

　どっと流れ込んできた雨に逆らい、慌てて駆け寄ろうとしたブランシェの手をサーナキアがすばやく摑む。

「サーナキア……」

「よしなさい、濡ぬれてしまいますし、あなたが口を挟むべきところではありません。これはお二人の問題ですから」

　介かい入にゆうを制したサーナキアが、すばやくささやく。

「ご心配なく、弟様とお父様は無事です。多少の怪け我がや疲ひ労ろうはありますが、命に別状はありません。金に眼めがくらんだ馬鹿どもは前後の記憶を引っこ抜いて騎士団に引き渡しましたので、あなたのご家族がまた名前を変えたり、居場所を変えたりする必要はないですよ」

「あ……ありがとう」

　どうやって記憶を引っこ抜いたのかが大変気になるが、そこに突っ込むのは後回しだ。ひとまずの安あん堵どを覚え、うなずくブランシェに、サーナキアは続けて確認する。

「……殿下たちと一緒に、帰らないのですか？　このままここにいれば、あなたにとって、つらい話を聞くことになる可能性は高いですよ」

「……ええ、私、ここにいるわ」

　瞳はレイヴンたちから逸そらさずに、ブランシェは断言した。

「聞かなければいけない気がするの。ごめんなさい、サーナキア。せっかく来てくれたのに」

「……いいえ。本当に成長されましたね、神子姫様」

　少し寂さびしそうに笑ったサーナキアが、黙だまって口を閉ざす。ここから先は傍ぼう観かん者しやを決め込むことにしたらしく、彼は数歩下がって室内の闇やみに沈しずんだ。

「ク、クリス……？」

　窓の外ではレイヴンが、呆ぼう然ぜんとクリスティアンを呼んだ。激しい雨に濡れた黒髪が額に貼はりつき、その姿をどこか幼おさなく見せている。

「俺……嫌いって……何言ってるんだ、お前」

　硝子や資材の欠片かけらで傷ついたレイヴンの体は、たちどころに修復していく。しかし心に突き立てられた裏切りの刃やいばは、容よう易いに癒いえない傷を刻んだようだ。

「まさか……誰かに、『染心』をかけられているのか？」

　すがるような響きを帯おびた質問を、クリスティアンの哄こう笑しようが一いつ蹴しゆうする。

「偽者の次は『染心』か！　よほど現実を認めたくないんだな、レイヴン・グレイドル!!　我われらが『救国の英えい雄ゆう』!!」

　蔑さげすみを込めてフルネームで呼ぶと、クリスティアンは急に優しい顔になってブランシェを振り返った。

「ねえ、神子姫様。俺はさっき、言いましたね。処刑された時、トーマ殿下を害そうとはしていないって」

「……え、ええ」

　戸と惑まどいながらうなずいたブランシェに、クリスティアンは満足そうにする。

「それは本当です。──俺は本当は、お前を陥おとしいれたかったんだよ、レイ」

　まだ地面にへたり込んでいるレイヴンへと、クリスティアンの追つい撃げきが容赦なく決まる。

「……なんだと？」

「聞こえなかったのか？　俺は、お前に、消えてほしかったんだ!!　同じようにお前を陥れたがっていたギルディアス殿下に、利用される形になってしまったけどな!!」

　壊こわれた壁から飛び下りたクリスティアンの指先が、銀色に光っている。剣を抜いたのかと思ったが、そうではない。

　かぎ爪づめだ。これはハルピュイアか、それともマーマンか、鋭い爪が激しい雨を切り裂きながらレイヴン目がけて振り下ろされる。

「でも俺は、あの方のことはもう恨んでいない。俺にこの力を、与えてくれたんだから!!」

　しかし、さすがにこのままやられてしまうレイヴンではない。すばやく地を蹴り、制服の腕を浅く斬きられただけに留とどめた。

　対するクリスティアンは、光る爪をかちゃかちゃと打ち鳴らしながら濡れた髪をかき上げる。あっという間に全身ずぶ濡れになった彼だが、その肌を濡らすのは雨粒だけではないようだった。

「……ふ、ふ。さすがレイ、見事な反射神経だな」

「よせ……クリス。肉体を変形させる能力は、疲労が激しいと言っていた……あれは本当なんだろう？」

　心底心配そうな眼をしているレイヴンに、クリスティアンは脂あぶら汗あせを拭ぬぐいながらさっきの台詞せりふを繰くり返してみせた。

「そうだよ。俺がお前を陥れようとしていたのと、同じように。……お笑いだよな、なのにトーマを傷つけるつもりだったことにされて、当のお前に涙ながらに庇かばわれながら処刑されるとは。本当に俺の人生は、こういうことばかりだよ」

「……どうしてだ」

　苦しげに、レイヴンは声を絞しぼり出す。

「俺だって最初はクリスのことを、偽ぎ善ぜん者しやぶって近寄ってきた、嫌な奴だと思っていたさ」

　意外に、最初の二人はそういう関係だったようだ。

「だがお前は俺に、騎士団の規則も、国の歴史も、読み書きまで教えてくれた。突っ走る俺を諫いさめて、周りと協調させてくれた。お前がいなけりゃ、俺は本当に無教養な田舎いなかの野や蛮ばん人じんだった……!!」

「そうだな。でもお前は、救国の英雄になった」

　かぎ爪を引っ込めたクリスティアンが、また優しい声を出す。

「なあ、レイ。偉い大だいなる救国の英雄。人はお前をそう呼ぶが、俺のことはどう呼んだ？」

「……それは」

「器き用よう貧びん乏ぼう、神子姫のなり損そこない、英雄の腰こし巾ぎん着ちやく？」

「そ、そんなことを言う奴ばかりじゃなかっただろ!?　お前が本当はすごい奴だって、認めてる連中も大勢……!!」

「ああ、そうだな。お前も認めるとおり、お前は俺がいなければただの、無教養な野蛮人だった。──でもお前は救国の英雄で、俺はせいぜい、レイの副官」

　自嘲が闇やみの中、その顔を一段深い闇に沈しずめている。時折ひらめく雷光が、醜みにくく歪ゆがんだ表情を残ざん酷こくなほどはっきりと浮き彫ぼりにする。

「でなければ、トーマ殿下の良き理解者。あるいは……神子姫の兄？」

　突然、彼は雨に濡れた灰色の髪を摑んだ。ぎりぎりと強く、指先が手の平に食い込むほどに深く摑んで、

「いつもそうだよ。いつも誰かの、添そえ物だ」

「クリス！　違う、少なくとも俺はそんな風に思ったことはねえ!!」

　レイヴンは必死に取りなそうとするが、今のクリスティアンには完全に火に油でしかないようだ。

「ああ、だってお前は、俺と違って本当にいい奴だものな。結局お前は、俺の協力なんかなくても英雄になれたさ。トーマだって最初はお前に怯えて俺になついていたのに、すっかり逆転されて……王子様を手なずければ、周囲も俺を見直すと思っていたのに!!」

「クリス……!!」

　醜く、だからこそ真に迫せまった叫びを打ち消すようにレイヴンが吠えたが、クリスティアンは最早彼の声など聞いていなかった。

「挙あげ句く……俺を人間に戻もどす、だって？　笑わせるな。俺が人間に戻りたがってるなんて、いつ言った!?」

「えっ？」

　これにはブランシェも驚おどろいてしまう。

「戻りたく……ないのですか？」

　確かにクリスティアンから、それほど切羽詰まって訴うつたえられるようなことはなかった。しかしレイヴンが「早く人間に戻してやってくれ」と必死に頼んでいたから、自分の口から言うのを遠えん慮りよしているものとばかり思っていた。

　だが、彼は言ったではないか。ギルディアスのことは恨んでいない、むしろ感謝している、と。

「ええ、そうですよ、神子姫様。あなたやレイと違って、俺はあくまで平へい凡ぼんの域を出ない人間ですから」

　灰色の眼が赤く染まった。

「俺は『魔族』になって、ようやく『特別』になれたんだ。神子姫にも英雄にもなれなかった俺が、主役になれる力を手に入れたんだ!!」

　だっと地を蹴ったクリスティアンがレイヴンに肉にく薄はくする。虚きよを衝つかれた彼の腰に、一回り太くなった足での回し蹴りが迫った。

　だがレイヴンは間かん一いつ髪ぱつでそれを避けるやいなや、回し蹴りの軸じく足あしを払って転倒させる。すかさずクリスティアンの上に馬乗りになると、彼の腰を両足でしっかりと挟み込んだ。

「さすがだな、レイ。手加減してくれなくて、嬉しいよ」

　はあはあと荒い息を吐はきながら、クリスティアンが淡あわく微笑む。著いちじるしく不利な体勢であるにもかかわらず、レイヴンを見上げる表情はふてぶてしい。

「どうした？　やれよ。お前の愛いとしい神子姫様の前で、親友の俺を殺してみろ!!」

「……っ」

　ぐっと奥歯を嚙んだレイヴンが、クリスティアンの首に手をかけた。

　銀ぎん杭くいで心臓を貫つらぬくのが一般的な吸血鬼の処刑方法だが、斬ざん首しゆでも効果はある。元々「魔族」としてもこの二人の能力に大きな隔へだたりがあることは、たとえ吐き気を伴ともなおうが、「天眼」で彼らを「視みた」ブランシェには分かりきっていることだ。

　レイヴンだって、それは十分に理解しているだろう。

　だが、理解しているがゆえに、彼はクリスティアンの首にかけた指に力を込められない。

「馬鹿な奴」

　皮肉に笑ったクリスティアンが、堂々と上に乗った友を押しのけて立ち上がった。レイヴンも立ち上がり、無言でクリスティアンを見つめる。

「クリ……」

　レイヴンの呼びかけを、激しい雷とクリスティアンの嘲ちよう笑しようがさえぎった。

「馬鹿ついでに、大切なトーマに『染心』をかけてまで調べたことを教えてくれよ、レイ」

「……お前……知って」

　顔を強こわ張ばらせるレイヴンに、クリスティアンは肩を竦めてせせら笑う。

「当たり前だろう？　お前が余計な世話を焼いてくれるように、わざとらしく誘ゆう導どうしたんだから。……さあ、俺の両親は今どこで、何をしている。教えてくれ、救国の英雄様!!」

　一瞬遅れて轟とどろいた音も気にならない。

「クリス様の……ご家族のことを、『染心』を使ってトーマ殿下に聞いておいでだったのですか……？」

　レイヴンは許可なく神殿の外に出られない。ならば誰かに頼むしかない、というのは当たり前だが、よくよく考えれば全く腑ふに落ちない。

　トーマとクリスティアンは知らぬ仲ではないのだし、何より「レイの兄貴」の頼みであれば、トーマは大抵のことには首を縦に振るだろう。普通に聞けばいいではないか、と思ったが、その理由は続くレイヴンの言葉により分かった。

「ハーテル子し爵しやく夫妻は……現在カルンに住んでいる」

　カルン。

　それはラーラベルのはるか南にある、緑豊かな農村地帯の名称だ。

「お前が処刑される前に、お前の両親はそこに移り住んで……以来、戻ってきていない」

「……やっぱりな」

　クリスティアンは少しだけ声こわ音ねを震わせたが、彼が見せた動どう揺ようはそれだけだった。

「俺が騎士団入りした時点で、絶縁状態だったんだ。爵位も返上しているか、それともハーテルの姓せいを捨てて、母方の姓を名乗ったりしていないか？」

　レイヴンは答えないことで、クリスティアンの指摘の正しさを証明した。

　ブランシェも何も言えない。……オリオロンの民にとって、神子姫に守護されたラーラベルに住まうことそれ自体がひとつの階級なのだ。税は恐ろしく高く、特に中央街の高さときたら生なま半はん可かな家いえ柄がらでは圧あつ迫ぱくにしかならないのに、貴族も庶民もラーラベルから動きたがらない。

　ブランシェの両親もそうであり、特に父親が先祖伝来ラーラベルに住んでいることを自じ慢まんしていた。円周街のごみごみした雰ふん囲い気きを嫌った母が、住みやすくて税も多少低いセルファデスなどへの移住を時折口にしても、まるで聞こうとしなかったぐらいだ。

　なのに貴族の、おそらくかなり見み栄えっ張ぱりのハーテル家はラーラベルを離れた。

　いられなくなった、が正しいだろう。過去を、息子の存在を断たち切って、別人のように生きることを選んだのだ。

「優しいね、レイは。こういう結果になるのを見み越こして、普通に頼まなかったんだ。確かに『染心』抜きでトーマに頼むと、たぶん俺とまともに眼を合わせられなくなるだろうね」

　その原因である彼らの息子は、レイヴンとトーマに同情した様子で語る。ブランシェもおそらく、本が逆さまでは済まない失態を演じてしまっただろう。

「でも、あ、あなたの名めい誉よは、グレイドル様がきちんと取り戻してくれています……！」

「ええ、レイに聞きました。ですが貴族社会では、一度落ちぶれてしまうと返り咲くのは相当難しい。ただでさえ俺の両親は、俺が神子姫になれると勘かん違ちがいしてしまって、だいぶ周囲のひんしゅくを買っていたようですからね」

　自業自得だと微笑む顔は、最早完全に自じ暴ぼう自じ棄きに陥っていた。

「でも、せっかくあれこれ画かく策さくしたのに、結局清らかな神子姫サマと馬鹿正直な英雄サマの仲をかき乱すまでには至らなかったな。本当に俺の人生は、こういうことばかりだ……!!」

　ははっ、と笑ったクリスティアンの唇くちびるから唐とう突とつに赤いものが垂れた。

　すぐに雨に洗われてしまったが、レイヴンは見み逃のがさない。

「クリス！　薄々感じてたが、お前の体は、やっぱり……！」

「……よせよ、これ以上の同情は、真まっ平ぴらだ」

　短いやり取りにはっとしたブランシェは、まじまじとクリスティアンを見つめる。

　レイヴンがあれほど焦あせって自分に頼んできた理由が、やっと分かった気がした。

　クリスティアンが理性を失って暴れ出す可能性があるだけではない。

「天眼」に干かん渉しようするほどに無茶な改造を重ねられた「つぎはぎの怪物」。彼より後に改造を受けたレイヴンの部下たちは、全員死んでしまったのだ。考えてみれば、吸血衝しよう動どう以外に目立った後こう遺い症しようなしで今に至るレイヴンは、よほどの幸運に恵まれたのだろう。

「……そんな眼で俺を見ないで下さい、神子姫様。あなたとレイにだけは、俺は同情されたくない」

　断言したクリスティアンは、静かに構えを取った。

「さあ、レイ、続けよう。俺とお前のどっちが生き残るか、勝負だ」

　殺し合おうと宣言されたレイヴンが、黙ってクリスティアンを見つめ返す。

　先ほどまでの悲痛さがなりをひそめ、代わってその表情を占しめているものがある。

　怒りだ。

「嫌いやだ」

　はっきりとした怒ど気きを込めて、レイヴンはクリスティアンの誘さそいを撥はねつけた。

「どっちも死なない。クリス、お前は俺と姫さんと一緒に神殿に戻るんだ。そして、姫さんに人間に戻してもらえるまで待つんだ」

　レイヴンの動きをかなりの精度で読み切ったクリスティアンである。この回答も予測のうちだったろうが、それでも少々、意外そうにしている。

「お前、正気か？　そこのサーナキア大先生が、絶対に俺を許す訳がないだろう」

「ええ、わたくしの神子姫様との妙な運動を完かん遂すいしていれば、引っこ抜いてやりましたけどね」

　それまで観察者に回っていたサーナキアが断言したが、レイヴンがすばやく割って入った。

「大丈夫だ、許させる。俺の安い頭でよけりゃ、何十回でも、何百回でも土ど下げ座ざしてやる。……付き合ってくれるよな、姫さん」

「は、はい、もちろんです！」

　元気よく請うけ合ったブランシェを睨みつけ、クリスティアンが顔を歪める。

「俺に人間に戻って、そしてもう一度、お前の添え物に戻れっていうのか!?」

　溜ため込んでいた感情を吐き出すように、クリスティアンが吠える。

「ああそうだ!!」

　それ以上の強さで、レイヴンが言い返した。

「この際人間に戻らなくてもいい、『魔族』だろうが『つぎはぎの怪物』だろうが知るか!!　ぐちゃぐちゃ言ってねえで上官命令に従え!!」

　徐々に収まってきた雷に取って代わるかのごとく、その声は夜空を引き裂いてあたりに響き渡る。

「……あんまり馬鹿にするんじゃねえ。お前が意外にちゃっかりしていたりとか、結構毒を吐くことぐらい、俺だって分かってるんだよ!!　だけどな、お前自身だって分かってねえんじゃねえのか!?」

　そう言って、レイヴンはびしりと友に指を突きつけた。

「あの、処刑の日だ。お前を殺さないでくれって叫んでる俺を見て、お前、泣いてたじゃねえか。普段はすかしてやがるくせに、あの涙が演技だったとは言わさねえぞ!?」

「……馬鹿だな、お前は。あれも」

「そんな訳ねえだろ。姫さんに分かるぐらいだから、お前は演技も大してうまくねえんだよ、うぬぼれてるんじゃねえ!!　友達のふりだけで、全く読み書きができない俺につきっきりで歴史を教えられる訳がねえだろ!?　金を払って雇やとった教師が投げ出したんだぞ!?」

　クリスティアンの言い訳を途中で切って捨てると、レイヴンはつかつかと友に歩み寄る。

「……セルファデスで再会した時、来るな、って言ったじゃねえか。半はん端ぱな能力に振り回されながら、結局誰も殺せねえまま、ひとりで苦しんでたんじゃねえか。お前の根っこは何も変わってねえよ。俺みたいな単純な男には、それだけで十分だ」

　先ほどクリスティアン自身が開けた壁の大穴をちらりと見て、

「家はまた直す。お前も俺も、姫さんに人間に戻してもらう。そしてお前は、俺の副官に戻る。これでいいだろ？」

　壊れたものは直せばいい。

　変化したものは戻せばいい。

　単純明快な、田舎の純じゆん朴ぼくな青年らしい理論。その分かりやすさを祝福するように、雲間が切れた。

　雷の音はまだ遠く聞こえているが、雨は上がった。実はまだ夕方だったらしく、黄昏たそがれの光がブランシェのところまで差し込んでくる。

「お前は本当にかっこいいな、レイ。さすが俺の親友だ」

　雨の雫しずくをぽたぽたと垂らしながら、クリスティアンが微笑む。

　そして彼は地を蹴った。同時にその指に、かぎ爪が備わる。腕自体も一回り太くなる。

「クリス……!!」

「同情も友情も『染心』も御ご免めんだ!!」

　悲ひ愴そうなレイヴンの声をかき消すように、クリスティアンが怒ど鳴なった。

「俺はお前の人生の名めい脇わき役やくなんかで終わりたくない!!　主役になれなくてもいいから、どんなくずでも、せめて悪役ぐらいには……!!」

　怒鳴り声には血が混じっている。唇を赤く濡らして襲いかかってきた彼の一いち撃げきを、レイヴンは必死にかわした。

「それともやっぱり、あのお姫様に手を出さないとだめか」

　レイヴン以上に荒い息を吐きながら、クリスティアンがブランシェを血走った眼まな差ざしで睨みつける。

「いかにも悪役らしいよな。ヒロインを殺して、激げき怒どしたヒーローに殺されるなんて……!!」

　かぎ爪の手が、出し抜けに方向転てん換かんした。

　ブランシェも反射的に構えを取るが、しょせん彼女の戦闘能力は人間の範はん疇ちゆうを出ない。油断している相手なら優位に立てることも多いが、純粋な能力だけで考えればせいぜい同年代の騎士並みだろう。

　熟練の戦士に太た刀ち打うちできるとは思えず、まして「魔族」と素手で立ち向かうなど狂きよう気きの沙さ汰ただ。




「やめろ、クリス!!」




　響き渡る「染心」。クリスティアンはわずかに動きを鈍らせたが、やはり効きはよくないようだ。そのまままっすぐ、ブランシェ目がけて突っ込んでくる。

　必死になって防ぼう御ぎよ姿勢を取ったブランシェは、静かなレイヴンの声を聞いた。




「分かったよ」




　もう雨はやんだはずなのに、水音が聞こえる。壊れた壁の残ざん骸がいに、赤い色が降る。

　クリスティアンの腹から、制服に包まれた腕が伸びていた。

「これでいいんだろ、クリス。……満足か？」

「……ああ」

　陶とう酔すいの表情でうなずいたクリスティアンは、背後のレイヴンにゆっくりともたれかかった。腹を貫いた腕の名残なごりを惜おしむようにしながら引き抜いて、濡れた地面に横倒しになる。

　落日の光が彼を照らしている。くすんだ灰色の髪も、今は見事な茜あかね色いろに輝いて見えた。

「──後こう悔かいはしていない。あの時処刑されて終わり、よりずっとましだった。俺は人間を辞やめて、お前と対等になれて、よかった」

　レイヴンは答えない。ブランシェも、何も言えない。サーナキアは彫ちよう像ぞうのように微び動どうだにしない。

　不意に、クリスティアンの喉のどの奥から血が噴ふき出した。それと同時に、彼の弱々しい声も漏もれる。

「お前の人生の傷ぐらいにはなれて、嬉しいよ、レイ……」

「傷どころじゃねえよ」

　怒っているような顔でレイヴンが言った。

「お前は俺の、大親友だ」

　少しまぶしそうに瞳を細めて、クリスティアンが笑う。

「俺はお前のそういうところが、本当に本当に、大嫌いだよ、レイ……」

　語ご尾びがかすれる。ブランシェがクリス様、と思わず呼んだ瞬間だった。

「最後にひとつ、いいことを教えてやる」

　いきなり明めい瞭りような声でクリスティアンが言い、ブランシェもレイヴンもぎょっとする。

　一瞬彼には生き返る能力まであるのかと疑ったが、そうではないらしい。死にゆく者はなぜかその直前に、元気を取り戻すことがあるという。

　天が与える最さい期ごの慈じ悲ひ。それを使って、クリスティアンは重大な情報を口にした。

「俺に眷属を作る能力を与え、レイ、お前を改造したのは、サーナキア様とは別の『神魔』だ」

　ブランシェとレイヴンはさらに眼を見開き、サーナキアもぴくりとまつげを動かした。

「レイは、本当にすごい男だよ。俺はお眼鏡めがねにかなわなかったが……いずれ、迎え……『神魔』」

　声が途切れた。

　クリスティアンの輪りん郭かくがぶれる。

　昼と夜との境目の光に照らされながら、彼の姿は白い灰になってさらさらと崩くずれ落ち、いずこかへと消えていった。







　冬も近い今、陽ひが落ちれば暗くなるのはあっという間だ。気の早い星のまたたきを浴あびながら、レイヴンはゆっくりとサーナキアを見た。

「サーナキア。さっきクリスが姫さんに襲いかかろうとしたが、お前なら簡単に止められたろ」

「ええ」

　特に感かん慨がいもなく、サーナキアがうなずく。

「姫さんの家族を助けに行く時、クリスを信じてるって言ったのは……こいつが裏切ると信じてるって、そういう意味か」

「ええ」

「俺やお前みたいに……クリスを大地の精気で、生き返らせることは可能か？」

「可能性だけなら、答えははい、ですね」

　闇もひれ伏ふすような魔ま性しようの笑みを浮かべ、サーナキアはうなずいた。金髪をくるくると指に巻きつけながら、

「ですが、わたくしがあなたの大親友のために動くと思いますか？　何よりご本人が、それを望んでいると思いますか？」

　教育係としてのサーナキアの口調が、ブランシェの心のどこかを刺し激げきした。

「サーナキアは……もしかすると最初から、こうなると分かっていたの？」

　クリスティアンの話題に、サーナキアは初めからまるで無関心だった。

「ああ、さすがわたくしがお育てした神子姫様ですね」

　華はなやかな微笑みと承認の言葉は、いつもブランシェを安心させてくれる。同時に思考停止にも陥らせるのだが、本日は一歩、ブランシェはその先へと踏ふみ込んだ。

「あなたは……グレイドル様を、どうしたいの？」

　紅い瞳ひとみに不思議な微び笑しようが満ちた。同時に、サーナキアのことをひどく遠くに感じた。

「つらい経験を乗り越えて、英雄殿どのにもわたくしのブランシェにも、成長してほしいと思っておりますよ」

　空々しい言葉は、噓ではなさそうだった。

「分かったよ」

　暗くら闇やみの中、レイヴンの眼が煮えたぎる溶よう岩がんのように赤く光った。

「今すぐ俺の前から消えろ」

「そういたしましょう」

　至し極ごくあっさりと承しよう諾だくしたサーナキアの姿が、ふっと消えた。

「え、あっ、サーナキア？」

　仰ぎよう天てんしたブランシェだが、レイヴンはわずかに眉まゆ根ねを寄せただけだ。

「……ふん、あの『神魔』サマは、本当に神様みたいな存在なんだな。どれほどの能力を持っているのか、何を考えているのか、全然分かりゃしねえ……」

　吐き捨てたレイヴンは、クリスティアンが消えた場所から一歩も動こうとしない。どうしたものか、迷いながらも、ブランシェは彼に声をかけた。

「……あの、いろいろ考えなければいけないことは多いですが……帰りましょう、グレイドル様。全身ずぶ濡れじゃないですか。着替えを」

「着替えなきゃだめか」

　平へい淡たんな声で聞き返され、一瞬言葉に詰まってしまう。

「え、ええ、そのほうが、いいと思いますが……ほら、以前グレイドル様が私におっしゃったじゃないですか！　血まみれでぐしゃぐしゃだから、着替えないと、って……」

　レイヴンの制服の腕から胸にかけては、クリスティアンの血でどす黒く染まっている。なのに彼は、また同じような問いを発した。

「帰らないとだめか」

　返す言葉に詰まったブランシェは、彼が言わんとしていることを必死に理解しようする。

「あ、あの、先ほど、クリス様がおっしゃったことでしたら……まずは、確認しませんと」

「神魔」云うん々ぬんという話は確かに気になるが、だからといってレイヴンをすぐに敵認定などしない。だから誤解しないでほしい、と伝えたいのだが、レイヴンが言いたいことは違ったようだ。

「確認しないとだめか。……あいつがあんな死に方をしたのに、あんな風に殺したのに、嘆なげいてはだめか？」

「……!!　い、いいえ……!!」

　大きく首を振るブランシェ。その拍ひよう子しに銀の髪が闇に踊おどり、白い首筋が露あらわになる。

　その様からふいと眼を逸らしたレイヴンは、視線を己おのれの右手に落とした。

「グレイドル様……!?」

　クリスティアン本体は灰になって消えたが、彼の血はいまだ友の手にこびりついている。それをレイヴンは、舌先を伸ばしてゆっくりと舐なめ取った。

「……友達の血も、甘いのか。本当にもう、どうしようもねえな」

　以前戦った「魔族」の血は臭くさい、臭いと繰り返していたが、クリスティアンのものは甘く感じたらしい。ただし、レイヴンの表情には一欠片の甘さもない。

　友の血を舐める背はい徳とく的てきなしぐさに釘くぎ付づけになっていると、いきなりつま先が宙を搔かいた。

「きゃ……!?」

　持ち上げられた体が、ふわりと優しく敷布の上に下ろされる。散らばった破片を器用に避けて横たえられたブランシェに、肉体的な衝撃はほとんどなかった。

　唇以外には。

　鉄てつ錆さびの味がする口づけは短かったが、クリスティアンの血の味は強く唇に刻まれた。

「……グ、グレ、ド、さま、何……を」

　体勢的に踵落としと回し蹴りは無理だ。肝かん臓ぞう打ちも難しい。だが肘ひじ打うちならいけると、さっきから脳内サーナキアが教えてくれている。

　しかし、自分を組み敷しいた男の赤い眼が、まるで心に突き刺さるようだ。いつ「魔ま眼がん」能力を身につけたのかと問いただしたいほど、力持つ視線に縛られて身動きできない。

「……『お前はいつか、私に感謝するだろう』。ギルディアス殿下が言ってた言葉は、ある意味当たってたのかもしれねえな」

　皮肉さえない淡たん々たんとした声は、何よりも冷たく聞こえた。

「グ、グレイドル、さ」

「──姫さん、俺は人間を辞めたい」

　耳たぶのすぐ側で、声がする。クリスティアンの血の匂いにむせ返りそうだ。

「もう辞めてるけどな。……そういう意味じゃなくて、辞めたい。……分かるか？」

「……え、ええ……」

　言葉の意味は分からないけれど、言いたいことはよく分かる。

　人間が人間にかける高い期待を、義務を投げ出したい。彼はそう言っているのだ。

「……クリスは俺の親友だ。親友だと、思ってたんだ」

　不意に、彼の声が震えた。牙ががちがちと耳元で鳴る。

「『魔族』も『神魔』も、どうだっていい。英雄ですらない、俺はただの人間の男、ちょっと腕うでっ節ぷしが強いだけの田舎者でよかったんだ……!!　誰がこんな風にしてくれと言ったんだ、一体誰が……!!」

　望んだ以上の出世の階段を駆け上がらされ、過ぎた栄光だと言われて突き落とされた。

　人外の身に堕おとされながら、それでも英雄の、騎士の、人間の本分を守ろうとしていた彼は、つい先ほどさらなる闇に叩き落とされたのだ。

　何を言えばいいのか分からない。

　友人を持ったことがないブランシェは、かける言葉を見つけられない。

　と、レイヴンの嘆なげきが聞こえなくなった。

「──なあ姫さん。神子姫も、楽じゃねえよな」

　代わってその唇から漏れるのは、甘い誘ゆう惑わくの声。

「あんたは人間辞めたようなもんだって、ギルディアス殿下は言った。だが俺の眼には、あんたの魂たましいはまだ、ただのブランシェに見える。家族の元に戻れず、神子姫として高みを目指すしかない……」

　不意に名前を呼ばれて、どきんと心臓が跳はねた。

　心を縛る彼の声、彼の言葉。そして、ぬくもり。

　いつの間にか大きな手が、そっと頰ほおを包んでいる。クリスティアンの血に濡れたほうではない、乾かわいた左手だった。

「だから、一緒に人間を辞めねえか。あんたも俺も、十分がんばってきただろう？　……なあ」

　甘やかすような、甘えるような声にうなずいてしまいたい。

　レイヴンほどではないが、今回の件ではブランシェだって散々引きずり回され、傷ついたのだ。……いいや今までだって、たくさん傷つけられてきた。

　でも。

「人間を辞めても、騎士を辞めても、グレイドル様はグレイドル様であることを辞められません」

　知っている。自分もそうだから。

「後悔することは分かっているのに、そういう言い方をしてはいけません……レイヴン様。あなたの魂は、それを許さないでしょう？」

　頰からぬくもりが消えた。

　ゆっくりと身を起こしたレイヴンが、深々とため息をつく。

「あんたは本当に、いつもいつも、綺き麗れい事ごとばかりだな」

「す……すいません」

　小さくなるブランシェを見つめる緑の瞳は、優しくて苦い。

「いや、あんたは、そうでなくちゃならない。清く正しく美しく、凜りんとして綺麗事を唱え続けられる、あんたが……俺の守るべき、神子姫様だ」

　血に汚よごれた手が伸びてきた。

　ぎくりと身を震わせたブランシェだが、彼は丁てい重ちように彼女の左手を掲かかげる。手の甲に、唇が押し当てられた。
















　この状況になんとなく覚えがあるのが不思議だが、かすかな記憶とレイヴンの表情が全く違う。

　気き恥はずかしそうな様子は全くない。厳粛に誓う青年の姿は、ブランシェの血を吸わないと断言したあの時とよく似ていた。

「あんたが迷わなければ……俺は人間を辞めても、英雄を辞めても、あんたの騎士でいられる」

　なぜか、胸がちくりとする。

　──あまりレイに、思い入れないほうがいいかと。

　クリスティアンの声が耳の奥で聞こえた。

　それら全てを振り払って、ブランシェはレイヴンの、彼女の騎士が望む答えを返す。

「ええ……レイヴン・グレイドル様。私は、これからも……あなたという騎士に相応しい、神子姫でい続けます」
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　ブランシェの家族を襲おそった誘ゆう拐かい犯はんたちはそのこと自体を覚えていない、と騒さわいだが、たんまり余罪もあったので当分檻おりの中だそうだ。

「今回唯ゆい一いつ、よかったことだよな」

　クリスティアンの一件が片付いてから十日。トーマが置いていった報告書を読み返していたレイヴンは、ため息をついてそれを片かた隅すみに押しやる。

　クリスティアン本人が灰となった瞬しゆん間かん、トーマはあっさりと彼の眷けん属ぞくではなくなった。念のため「天てん眼がん」で確認し、大事を取ってしばらく封ふう魔ま結けつ界かいの中に入ったりもしたが、ようやく本人も異常なしと納なつ得とくして先ほどやって来たのだ。

『ルーにかかった「染せん心しん」の効力が、だいぶ薄うすくなったようなんですよ!!』

　トーマがここにいれば、それも「よかったこと」として数えてほしいとうるさかっただろう。尊敬していたクリスティアンの本ほん音ねと末まつ路ろを聞いてしばらく落ち込んでいたが、激げき務むがそれを許さず、本日もわずかに神しん殿でんに滞たい在ざいした後は王宮に駆かけ戻もどっていった。

「おや、あなたの文字を読む速度が速くなったことも、成果ではないですか？」

　トーマが定期的に運んでくるヒルデン産山や羊ぎのチーズ載のせスコーンを頰ほお張ばって、サーナキアが微笑ほほえむ。そうだな、と気のない返事をするレイヴンを見て紅あかい瞳ひとみが妖あやしく光った。

「さて、英えい雄ゆう殿どの、今夜も楽しい人体実験といきましょうか」

「ああ、いいぜ」

　事もなげに、レイヴンは応じた。

　クリスティアンが残した最さい期ごの言葉に、サーナキアは関心を示した。レイヴンの改造に関する資料を片手に、熱心に彼の体を調べているのだ。

「その代わり、交こう換かん条件として、お前が持っている『神しん魔ま』の情報を教えてくれよ」

「嫌いやです」

「そう言うと思ったぜ」

　肩かたを竦すくめるレイヴンであるが、それ以上追つい及きゆうはせず、「人体実験」を嫌がる素そ振ぶりも見せない。殊しゆ勝しような態度がさすがに気になったらしく、サーナキアがかすかに眉まゆをひそめた。

「一体どうしたのです？　英雄殿。まさか知らぬ間に、わたしくしはあなたに『染心』をかけてしまいましたか？　美しさは罪……」

「違ちがう」

　そこは手て厳きびしく撥はねつけたレイヴンだが、その表情にはどこか悟さとりの気配がある。

「殊勝になったんじゃねえ。ただ、てめえとの付き合い方が分かっただけさ。簡単に何かを得ようとしても無む駄だってことがな」

「ほう？」

「だから、好き勝手に実験してくれりゃいい。その過程で俺も、某なにがしか得るところはあるだろう。お前意外に分かりやすいところがあるしな。なあ、姫さん？」

「ええ」

　息の合った同意を示したブランシェは、おもむろにサーナキアを見上げた。

「サーナキア。私、手始めにあなたの検知をすることにしたの」

「……は？」

「アルシェイラ様について、あなたがくれた資料は一通り読み終えたけど、私の能力に変化はないわ。だからたぶん、もっと別の知識が必要なんだと思うの。それはおそらく、アルシェイラ様の『染心』を受けた『神魔』であるあなた自身。そうでしょう？」

　数度まばたきをしたサーナキアは、大たい輪りんの薔ば薇らの花のように微笑んだ。

「なるほど、そうきましたか。さすが、わたくしがお育てした神み子こ姫ひめ様」

　含ふくみ笑いを浮かべたサーナキアは、思わせぶりにブランシェとレイヴンを交こう互ごに眺ながめた。

「しかしお二人とも、やけに息がぴったりですね。まさかわたくしが知らない間に、みだりに仲を進展させたりしていないでしょうね？」

　探さぐるようなサーナキアの問いに、二人はそっと視線を合わせ、すぐに外はずす。

「──ああ、そうだな。進展したといえばした。なあ、姫さん」

「──ええ。私たち……ようやく対等に、お互いを支え合う存在になれたのですものね」

　これまた息ぴったりに口を揃そろえた二人だが、サーナキアの評価は違った。

「なるほど。進展したように見えて、なんとも痛々しい形で後こう退たいしたものですね」

「え？」

　驚おどろくブランシェを眺め、サーナキアはひとりでしゃべりだす。

「ですが結局は、動き始めた時を止めることはできないのでしょうね」

　訳が分からず、レイヴンが眉をひそめる。

「おい、何を言ってやがる、顔だけ吸、いてててて!!」

「お黙だまりなさい、盗人ぬすつとが。さあ、神子姫様、あなたも来なさい。本気を出したわたくしの力、見せて差し上げましょう」

「まあ……それは検知もしやすそう!!」

「おい、よせ、実験じゃ済まねえだろ!?」

　青ざめるレイヴンをぐいぐい引っ張って訓練室に向かうサーナキアを、ブランシェも小走りに追いかけた。


終　
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　連れん続ぞく刊かん行こうって大変!!　小お野の上がみ明めい夜やです。「天てん眼がんの神み子こ姫ひめ　優しい悪あく魔まは黄昏たそがれに笑う」をお読みいただきましてありがとうございました！

　吸きゆう血けつ鬼きなら次はフランケンシュタインの怪かい物ぶつだ！　と思い、恥はずかしながら初めて「フランケンシュタイン」の原作を読んだのですが、結局モチーフだけで全然関係ない話になりました……。




　そういう訳で、一巻で名前だけ出てきていたクリスティアンがメインの巻です。銀ぎん髪ぱつっこは男子も女子も大好物です。実は口元のほくろは設定時点ではなく、トリュフ様の案なのですが、いかにも彼らしいのでそのまま採さい用ようさせていただきました。




　一巻のアレコレを引きずって情勢が変化したのに合わせ、キャラ同士の相関図も微び妙みように変化しておりますが、どうせ貧びん乏ぼうくじはレイヴンが引くんだろうなという謎なぞの安定感があります。面めん倒どう見みがいい人は、面倒な人に好かれるのが宿命。

　とはいえずっと閉じられていたブランシェの世界も、レイヴンとの出会いによって大きく変化してきました。その辺をサーナキア大先生がどう思っているのかは、まだまだ謎です。




　二巻でもかっこ可か愛わいいイラストを描かいて下さったトリュフ様、二巻でもろくでもないスケジュールを（略）担当・山内様に支えられ、無事に発行となりました。次巻もがんばりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。





二〇一三年九月　　小野上明夜　



















著者

小野上明夜

Meiya Onogami




12月14日生まれの射手座のＯ型。

今回は一巻といろいろな意味で対に、ということで、表紙の雰囲気もサブタイトルもそんな感じにしてみました。

もちろんヒロインの女子力（物理）とヒーローの突っ込み力もパワーアップしておりますよ!!




ブログ「空のお城」

http://onogami.blog103.fc2.com/










イラスト

トリュフ

truffe




トリュフです。

２巻です！　今回もこの素敵な作品に関わることができて嬉しく思います。

レイヴンとブランシェの関係の変化を表紙で表現できたらいいなと思って

今回こんな感じになりました。

１巻と比較してみたら面白い……かも！
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